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〇 招 集 告 示

皆野町告示第１１３号

令和７年第４回皆野町議会定例会を次のとおり招集する。

令和７年１２月４日

皆野町長 黒 澤 栄 則

１ 期 日 令和７年１２月１０日

２ 場 所 皆野町議会議場
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〇 応 招 ・ 不 応 招 議 員

応招議員（１２名）

１番 新 井 健 司 議員 ２番 倉 林 郁 雄 議員

３番 黒 澤 広 治 議員 ４番 大 塚 鉄 也 議員

５番 林 太 平 議員 ６番 常 山 知 子 議員

７番 林 光 雄 議員 ８番 新 井 達 男 議員

９番 林 豊 議員 １０番 四 方 田 実 議員

１１番 内 海 勝 男 議員 １２番 宮 原 睦 夫 議員

不応招議員（なし）
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令和７年第４回皆野町議会定例会 第１日

令和７年１２月１０日（水曜日）

議 事 日 程 （第１号）

１、開 会

１、開 議

１、議案等の説明のため出席した者の紹介

１、町長挨拶

１、議事日程の報告

１、会議録署名議員の指名

１、会期の決定

１、諸般の報告

１、町政に対する一般質問

４番 大 塚 鉄 也 議員

２番 倉 林 郁 雄 議員

６番 常 山 知 子 議員

３番 黒 澤 広 治 議員

１番 新 井 健 司 議員

７番 林 光 雄 議員

１１番 内 海 勝 男 議員

１２番 宮 原 睦 夫 議員

１、次会日程の報告

１、散 会
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午前１０時００分開会

出席議員（１２名）

１番 新 井 健 司 議員 ２番 倉 林 郁 雄 議員

３番 黒 澤 広 治 議員 ４番 大 塚 鉄 也 議員

５番 林 太 平 議員 ６番 常 山 知 子 議員

７番 林 光 雄 議員 ８番 新 井 達 男 議員

９番 林 豊 議員 １０番 四 方 田 実 議員

１１番 内 海 勝 男 議員 １２番 宮 原 睦 夫 議員

欠席議員（なし）

説明のため出席した者の職氏名

町 長 黒 澤 栄 則 副 町 長 長 島 弘

会 計
管 理 者 吉 岡 明 彦 教 育 長 新 井 孝 彦兼
会計課長

企画財政総務課長 新 井 敏 文 嶋 田 政 則課 長

町民生活 山 田 厳 福祉課長 青 木 陽 子課 長

健 康
こ ど も 太 幡 和 也 税務課長 橋 本 賢 伸
課 長

産業観光 三 橋 博 臣 建設課長 若 林 直 樹課 長

教育次長 白 石 純 一

事務局職員出席者

事務局長 持 田 和 久 書 記 黒 沢 倫 之
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◎開会及び開議の宣告 （午前１０時０１分）

〇議長（林 豊議員） ただいまの出席議員は12人で、定足数に達しております。

これより令和７年第４回皆野町議会定例会を開会し、直ちに本日の会議を開きます。

◇

◎議案等の説明のため出席した者の紹介

〇議長（林 豊議員） 本定例会の説明者として出席された方は、参与席の諸君でございます。

◇

◎町長挨拶

〇議長（林 豊議員） 次に、本定例会の開会に当たり、町長から挨拶のため発言を求められております

ので、これを許します。

町長。

〔町長 黒澤栄則登壇〕

〇町長（黒澤栄則） おはようございます。開会に当たり、一言ご挨拶を申し上げます。

本日、令和７年第４回皆野町議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位のご出席を賜り、ここに

開会できますことを心より御礼申し上げます。あわせて、日頃より町政の推進にご尽力を賜っております

ことに改めて感謝を申し上げます。

さて、去る10月28日、第26回全国女性消防操法大会が横浜市において開催され、埼玉県代表として出場

した皆野町女性消防隊が全国13位、敢闘賞を受賞いたしました。本大会に向けて積み重ねてこられた隊員

の皆様の努力はもとより、消防署のご指導、消防団を挙げての支援など、多くの関係者の皆様のご協力の

下に得られた成果であり、町としても大変意義深いものと受け止めております。改めて、このたびの健闘

に対し町として心から祝意を表するとともに、関係された皆様のご尽力に深く感謝申し上げます。

また、10月19日にはまちづくり地区懇談会をきっかけとして、「駒形で繋がる広げる「みんなの輪」」と

題した駒形区ふれあい祭りが６年ぶりに復活いたしました。地域の皆さんがまちづくりを自分事として捉

え、コロナ禍により一度は途絶えたお祭りの復活というチャレンジに踏み出してくださったことを大変う

れしく、また心強く感じております。本年も町内各地の様々な地区のイベントや行事に参加させていただ

いておりますが、こうした取組は駒形区に限らず、町内各地でそれぞれにご苦労を重ねながら、大切に受

け継がれているものと受け止めております。そのご尽力に対し、心から感謝を申し上げます。

続いて、９月定例会以降の町の取組についてご報告いたします。

９月28日には、皆野町観光大使である奥宮俊祐さんによるみなの天空ウルトラマラソンが開催され、北

は北海道、南は鹿児島から412名の方にご参加をいただきました。当日は、コース沿いとなっている旧日

野沢小学校のグラウンドにおいて、地区民の体育大会が開催されており、選手が通過するたびに大きな声

援が送られるなど地域と一体となった大会となりました。大会を知っていただく機会となるとともに、声

援を受けた選手からは喜びの声が寄せられました。
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10月１日には、高齢者の見守り活動を行う集落支援員１名を委嘱いたしました。高齢者の孤立防止や生

きがい、やりがいづくりに取り組んでいただきます。

18日には、第３期まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定に向け、当町では初となる町民向けワークシ

ョップを開催し、活発なご議論をいただきました。頂戴した貴重なご意見、ご提言を十分に踏まえ、計画

の策定を進めてまいります。

また、11月１日からは、暮らしを支え、誰もが安心して移動できる地域公共交通を目指し、デマンドタ

クシーのってみ～なの実証運行を開始いたしました。運行期間は令和８年１月31日までとなっております

ので、ぜひご利用いただき、併せてご意見をお寄せいただきたいと存じます。

このほか、10月のみんなの皆野ふれあいまつり、11月の皆野横丁、消防団特別点検と大きな行事が続き

ました。みんなの皆野ふれあいまつりには多くの方にご来場いただき、またふれあいまつりの開催に合わ

せてみ～なラインスタンプの販売を開始いたしました。より多くの皆様にご利用いただけるようＰＲに努

めてまいります。

皆野横丁には、例年にも増して町内外から多くの皆様にご来場いただき、会場は大変なにぎわいとなり

ました。消防団特別点検では、日頃の訓練の成果と団員一人一人の規律ある姿勢が随所にうかがえました。

昨年は無火災、本年は建物火災が１件発生しましたが、幸いにも大きな被害には至っておりません。これ

もひとえに町の安心安全を守る消防団の皆様による日々の活動の成果であり、改めて深く感謝申し上げま

す。

本定例会の町長提出議案は、付議事件一覧表のとおり15議案でございます。一般会計補正予算（第６号）

では、道の駅みなのの大規模リニューアルに向けた土地、建物の購入費を計上しております。これは、町

の将来を見据えた数か年にわたる新たなチャレンジへの着手でございます。道の駅みなのを町外から人を

呼び込む施設としてだけでなく、農業や産業の出口として位置づけ、付加価値を提供することで地域経済

の循環を促進し、活性化につなげてまいりたいと考えております。あわせて、町民が集い交流し、町の魅

力を内外に発信する場としてコミュニティーの拠点となるよう、機能の充実を図ってまいりたいと考えて

おります。

ご審議を賜り、可決、承認、同意いただきますようお願い申し上げ、挨拶といたします。

◇

◎議事日程の報告

〇議長（林 豊議員） 本日の議事日程を報告いたします。

本日の議事日程は、お手元にご配付のとおりです。これに従って議事を進めてまいります。

◇

◎会議録署名議員の指名

〇議長（林 豊議員） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第126条の規定により、

８番 新 井 達 男 議員
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１０番 四方田 実 議員

を指名いたします。

◇

◎会期の決定

〇議長（林 豊議員） 日程第２、会期の決定を議題といたします。

お諮りいたします。本定例会の会期は、本日から12月12日までの３日間としたいと思います。これにご

異議ございませんか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 異議なしと認めます。

よって、会期は本日から12月12日までの３日間と決定いたしました。

◇

◎諸般の報告

〇議長（林 豊議員） 日程第３、諸般の報告をいたします。

初めに、議長の私から報告いたします。主なものについて報告いたします。

９月24日、秩父市役所で開催の秩父地域議長会第２回定例会に副議長と出席いたしました。

月が変わりまして、10月21日、埼玉県県民健康センターで開催の埼玉県町村議会議長会役員会に出席い

たしました。

月が変わりまして、11月12日、東京都渋谷区ＮＨＫホールで開催の町村議会議長会全国大会に出席いた

しました。

次に、秩父広域市町村圏組合議員から組合会議の報告事項がありましたらお願いいたします。

10番、四方田実議員。

〔10番 四方田 実議員登壇〕

〇10番（四方田 実議員） 10番、四方田実です。秩父広域市町村圏組合議会の報告を行います。

令和７年９月19日、秩父クリーンセンターにおいて全員協議会が開かれ、 林光雄議員と共に出席をい

たしました。諸報告として２点、水道局より「秩父地域水道ビジョン案及び水道料金改定」のパブリック

コメントの結果報告、それから水道料金改定についての報告がありました。

２つ目、消防本部より、職員が酒気帯び運転により検挙され、処分されたとの報告がありました。なお、

これは勤務時間外だと聞いています。

続いて、令和７年10月27日、28日と行政視察があり、 林光雄議員と共に出席をいたしました。

10月27日には、し尿処理施設の千葉県南房総市水処理センターの最新設備を視察研修をいたしました。

10月28日には、立川防災館の見学と埼玉西部地域消防指令本部を視察しました。

続いて、令和７年11月７日、秩父クリーンセンターにおいて全員協議会が開かれ、 林光雄議員と共に

出席をいたしました。報告事項として５件、１、組合議員選挙の結果、これは小鹿野町の議員の選挙に伴

う結果です。
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２番、令和７年第３回定例会管理者提出議案の概要についての説明。

３番、事務局報告事項として、当組合のスローガンを、ビジョン、ミッション、バリューとするという

ことを示されました。ちなみにビジョンとは、私たちが目指すものということで、秩父の暮らしと未来を

つなぐということです。ミッションは、私たちのやるべきことということで、力を合わせて秩父の暮らし

を支え、地域を守るということです。３番目のバリューは、私たちが大切にすることということで３点、

安全、連携、そしてアップデート、これをモットーにして広域市町村圏組合のスローガンにするというこ

とを発表されました。次に、次期ごみ処理基本計画策定の進捗状況も報告されました。

続いて、４番、消防本部報告の事項として、出初め式についてです。

そして、５番目、水道局報告事項として、水道料金改定住民説明会の開催報告と今後のスケジュールに

ついて、もう一つは横瀬町町内の水道工事におけるＮＴＴケーブルの切断事故が発生しましたが、それの

説明がありました。

続いて、令和７年11月14日、秩父市役所内の議場において秩父広域市町村圏組合議会第３回定例会が開

かれ、 林光雄議員と共に出席をしました。一般質問が２名、管理者提出議案４件、この４件については、

議案第16号として令和６年度秩父広域市町村圏組合一般会計歳入歳出決算の認定について、議案第17号と

して秩父広域市町村圏組合水道事業給水条例の一部を改正する条例、議案第18号として令和７年度秩父広

域市町村圏組合一般会計補正予算（第１回）、議案第19号としては令和７年度秩父広域市町村圏組合水道

事業会計補正予算（第２回）、以上いずれも可決、承認をされました。

以上で秩父広域市町村圏組合議会の報告とさせていただきます。

〇議長（林 豊議員） 続いて、皆野・長瀞下水道組合議員から組合会議の報告事項がありましたらお願

いいたします。

２番、倉林郁雄議員。

〔２番 倉林郁雄議員登壇〕

〇２番（倉林郁雄議員） ２番、倉林郁雄です。皆野・長瀞下水道組合議会定例会報告をいたします。

令和７年９月17日水曜日、皆野・長瀞水道組合、長瀞浄化センター会議室にて令和７年第２回定例会が

開催されました。議員数８名のうち出席議員７名が出席し、定員数に達しており、開会いたしました。ま

た、説明のために出席した管理者ほか７名の同席をいただき開催いたしました。

議事といたしましては、３項目でございます。１、組合の事務事業に関する一般質問に対して、３名の

議員から質問が行われました。２、管理者提出議案の報告及び一括上程は、６件の提出議案があり、審議

が行われました。３、諸般の報告事項に対しては、管理者、議長から報告事項が行われました。管理者提

出議案の報告内容等に関しては、次のとおりでございます。条例改正３件、決算認定１件、補正予算１件、

監査委員選任１件。提出議案の報告事項に関しては、全て承認、認定されました。

以上で皆野・長瀞下水道組合議会定例会の報告といたします。

〇議長（林 豊議員） 監査委員から定期監査及び例月出納検査の結果について報告がありました。その

写しを配付いたしましたので、ご了承願います。

これをもって諸般の報告を終わります。

◇
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◎町政に対する一般質問

〇議長（林 豊議員） 日程第４、町政に対する一般質問を行います。

通告順に発言を許可いたします。

質問及び答弁は簡潔にお願いいたします。

それでは、４番、大塚鉄也議員、質問を許します。

４番、大塚鉄也議員。

〔４番 大塚鉄也議員登壇〕

〇４番（大塚鉄也議員） まず初めに、北海道三陸沖で起きました地震、また津波被害に遭った方々にお見

舞いを申し上げます。

また、大分県佐賀関で大火災が起きました。そのときの報道、報告等を聞いたところ、日頃の防災訓練、

津波に対する防災訓練をしていて、それで今回の火事は、人と人とのつながりがあり、町全体の救助がス

ムーズにいったのではないかという話も出ておりました。防災訓練は、何もなければコミュニケーション

を図るイベントに近いようなことだと思います。何か災害が起きたときには、やはり人と人とのつながり

が大事で、防災訓練の必要性を感じさせていただきました。

11月30日には、みなＦＥＳＶｏｌ．５が盛大に改正され、町長も気になってずっといて、その日は町長

と私はほとんど同じような行動で参加させていただきました。非常に年齢層も幅広く、一つの祭りとして

大成功に収まったのではないかなと感じている中、１人の方とお話ししたときに、「このイベント、何だ

か分かんなくて来たら、すごいね。マラソンも一緒だけど、何だか分かんないで来てこんだけ盛り上がっ

ていて、マラソンも町長の挨拶があって、それで用意ドンでいって、あれ近所中も出てないし、もうちょ

いお知らせがねえかな。町報に出てるって聞いたんだけど、読まないし、読んでもよく意味分かんねえん

だよな」という話をされました。やっぱり若い方は、広告系に目を通せばこんな感じかなと思うけれども、

やっぱりちょっと年齢層が上がれば、目で見てこういう感じだというお祭りが分かったりイベントが分か

ると思うので、放送を３日、４日前からしてくれないかなという話をされされました。

それで、次ちょっと話があるのですが、アルフィーの51周年今やっていますね。矢尾百貨店もアルフィ

ー百貨店と言われるぐらいの看板を掲げて盛大にやっております。そんな中で、５日の午前にフジテレビ

でその特集を上げたところ、アルフィーメンバーの荒川の桜井さんですか、メンバーに内緒で自分のライ

ブで秩父音頭を歌うという企画をいたしました。それがテレビで流れたときにも、さすがプロの声で見事

だなという感じで聞いておりました。もし町長も桜井さんに会う機会がありましたら、それをきっかけに

何か協力してくださいという言葉をしていただければと思います。

それでは、一般質問に入らせていただきます。私の質問は、項目２点です。まず１点目が、町営住宅の

利活用についてです。町営住宅の状況はどのようになっておりますかという感じで、３点ほど気になると

ころがありました。現在の入居状況、募集状況、一般への貸出しがちょっと気になったので、１項目お願

いいたします。

２項目めは、皆野高校の廃校後についてなのですが、３月７日の卒業式を迎える前にこのような質問で、

ちょっと失礼かなと思いますが、理解をいただいて、皆野高校の廃校後は町としてどのように考えており

ますかという質問です。どうぞよろしくお願いいたします。

〇議長（林 豊議員） 副町長。

〔副町長 長島 弘登壇〕
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〇副町長（長島 弘） ４番、大塚議員から通告のありました質問事項２、皆野高校の廃校後についてお答

えいたします。

埼玉県教育委員会が令和６年３月に秩父・皆野新校（仮称）基本計画を策定し、皆野町と協議しながら

跡地の利活用を図ると明記されました。このため、町では全庁的な取組が必要であると捉え、委員長を副

町長とする皆野高校跡地利活用検討委員会を設置し、委員会を５回、その他随時の打合せ、職員提案の募

集、昨年７月18日には県教育局、皆野高校校長ほか関係者と施設の現状を確認しました。建物は昭和45年

から平成２年の建築で、体育館等良好な状態のものもあるが、経年劣化が進んでいるものも見受けられ、

耐震基準不適合として閉鎖している施設も存在しておりました。

これらを踏まえ委員会としては、１、県から町への譲渡を前提とする、２、町として不要な建物は県に

よる解体を原則とする、３、企業誘致や防災基地、宅地開発等々変化する社会情勢に合わせて、町の発展

に寄与する活用を図る、４、今後の利活用を見据え道路整備を進める、以上を概要とする提案を令和７年

３月に町長に対して行いました。したがいまして、現段階では、なるべく町にとって有利な用地取得を行

い、必要な費用と収益のバランスが取れる施策を行うべく、県教育局と協議を重ねているところであり、

具体的にこういった施設にするということは決定しておりません。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 建設課長。

〔建設課長 若林直樹登壇〕

〇建設課長（若林直樹） ４番、大塚議員から通告のありました質問事項１、町営住宅の利活用についてを

お答えいたします。

現在、町で管理しております町営住宅は６団地108戸で、11月末現在で入居戸数は全部で62戸、空き部

屋は46戸となっています。令和元年度からは、借地であります親鼻団地、下田野団地、大浜団地につきま

しては、老朽化等により入居の募集を行っておりません。これらの団地については、特に空き部屋が多い

のが現状となっております。また、町で管理している町営住宅について、５年後には全ての団地で公営住

宅法に基づく耐用年数を超えていく状況です。

募集の状況としまして、現在は上富沢団地の１部屋をリフォームし、子育て世帯を限定とした募集を行

っているところでございます。今後は入居者が決まりましたら、次の空き部屋をリフォームし募集を行っ

ていく考えでございます。入居者の需要と供給を見込みながら進めていきたいと考えます。

町営住宅の事務については、公営住宅法に基づき実施しております。ご質問の一般への貸出し、活用に

ついては、現時点では考えておりません。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 大塚鉄也議員。

〇４番（大塚鉄也議員） ありがとうございました。

それでは、町営住宅の件から再質問させていただきます。貸家については、地代はどのような感じにな

っているかとか、あとは修繕費が大体どのぐらいかかっているとか分かりましたら、分かる範囲でよろし

くお願いいたします。

〇議長（林 豊議員） 建設課長。

〇建設課長（若林直樹） ４番、大塚議員の質問にお答えいたします。

借地の状況ですが、現在、先ほど申し上げたように親鼻団地、下田野団地、大浜団地が借地となってお
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ります。親鼻団地につきましては２名の方、下田野団地につきましては１名の方、大浜団地につきまして

は２名の方からお借りしている状況です。年間の借地料でございますが、親鼻団地が92万8,421円、下田

野団地が101万1,777円、大浜団地が148万5,358円、合計いたしまして年間で342万5,556円を支払っている

ところでございます。

続きまして修繕費のほうなのですけれども、過去の大きな修繕といたしましては、平成20年度から平成

30年度の10年間の修繕が多く、主に屋根や外壁の修繕を行いました。金額にいたしますと約２億1,000万

円の修繕を行いました。近年では、過去５年の修繕費ですが、令和２年度、63万8,556円、令和３年度で292万

517円、令和４年度で463万1,595円、令和５年度で216万6,817円、令和６年度で388万800円、合計で1,423万

8,285円となっております。主な修繕の内容でございますが、空き家のリフォームや漏水の修理となって

おります。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 大塚鉄也議員。

〇４番（大塚鉄也議員） ありがとうございました。やっぱり空き家の修繕というと、長年使っている方が

多いので、水回りとか床の傷みとか壁だと思います。やっぱり大金かかりますね。

町長に聞きたいのですが、黒澤町政になりまして、新たな企画を掲げて行動しておるのは目で見て分か

る状況です。大変町長も頑張っている姿はよく分かります。ただ、町営住宅の借りている地代とか、貸す

気がない建物とか、修繕費だ何だのもろもろ考えると大分お荷物にはなっていないかとか、そのような感

じになって、今までの町長の考えがどうだったか。自分たちのときは、これを維持すればいいという考え

もあったのかもしれませんが、黒澤町政になって、これもひとつ片づけていく仕事ではないかなと思いま

す。

また、今の高齢者の困り事、大分若い人が家に帰ってきたが、食費を入れてくれないで困ったとか、そ

ういう年寄りいじめみたいなことを耳にします。そういう方の避難場所とかも必要だとは思うのですが、

町長、必要のない町営住宅と、あとは中途半端にぽつぽつ入っている方を一つの場所に移動して、それで

平らにして返すとか、そういう考えはありますか。町長、よろしくお願いします。

〇議長（林 豊議員） 町長。

〇町長（黒澤栄則） ４番、大塚議員からのご質問にお答えをいたします。

これまでも私のほうもいろいろな場面でお話をさせていただいておりますけれども、賢い縮小というこ

とで、今ある施設を年限を迎えたようなものは整理統合していく中で、ただ機能、サービスはなるべく維

持する形で、賢く縮小していきましょうということを訴えさせていただいているところでございます。こ

の町営住宅に関しても、施設の個別管理計画の中におきまして、いわゆる親鼻、下田野、大浜団地につい

ては、令和18年度を目途に廃止する方向で検討を進めるという計画になっていまして、その結論について

は、次の個別施設計画を策定するまでの10年間、令和12年度までに決定をしていこうという計画を定めさ

せていただいておりますので、その計画に基づく中でしかるべく判断をしてまいりたいというふうに思っ

ております。

また、高齢者の居場所に関しては、町営住宅の空き室を利用してはどうかというようなお話でもあるの

かなと思いますけれども、まずは人的なケアが必要だろうと思いますので、福祉的なお困り事に関しては、

福祉的な部署、また関係部署等につないでケアをしていく、フォローしていくということがまず大事かな

というふうに思っています。
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以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 大塚鉄也議員。

〇４番（大塚鉄也議員） ありがとうございました。今の状況を見ますと、私も議員になって10年、まるっ

きり入っていない部屋も意識して見ているわけですが、借りている土地ということは、やっぱりいずれ平

らにして返すか、今後皆野町が人口減少して財政が厳しくなったら、そういうこともできなくなりますの

で、早め早めの行動で、解体して土地を返すという方向でいったほうが無難ではないかなと。また、何か

活用できるのであれば、そのまま活用していただいたりして、何か困り事、避難場所にするとかあります

ので、いろいろ考えていただきたいと思います。

それでは、２点目の皆野高校の件です。よく埼玉県議とも話して言葉が出たことがあったり、総裁選で

小林候補と話をする機会もありました。その話の中で、国や地方に半導体とかレアアースの会社を誘致す

る計画があると聞いて、埼玉県の議員も結構盛り上がった話をしていたこともあるのですが、そのような

話は出たことないですか。

〇議長（林 豊議員） 副町長。

〇副町長（長島 弘） ４番、大塚議員の質問にお答えいたします。

今のところ、具体的な案はございませんが、企業誘致につきましては皆野高校の跡地に限らず、町長が

自ら県庁の企業誘致課のほうに出向きまして、交渉を直接行っているところでございます。また、産業観

光課を中心に埼玉県、関連団体、場合によっては事業者に直接アプローチをしまして、企業誘致を図って

おります。議員におかれましては、広い人脈をお持ちのようですので、企業誘致等有益な施設の利活用の

ためにお力添えを今後いただければと思いますので、よろしくお願いいたします。

〇議長（林 豊議員） 大塚鉄也議員。

〇４番（大塚鉄也議員） ありがとうございました。町長にはいろいろと図っていただき、そこに何かでき

たときに道までよくなるような企業があったりとか、あれだけでかい土地を平らがあったり、活用できる

のは秩父でも少ないと思いますので、防災関係の避難所でも何でも秩父を代表するとか、埼玉県を代表す

るような大きな範囲で見ていただきたいと思います。大変丁寧な説明いただきました。ありがとうござい

ます。

また、皆野高校も３月７日までまだ時間がありますので、町の方々も盛り上げていただき、今の生徒が

十分に思い出に残るような高校生活を送っていただきたいと思います。

私からの一般質問は以上です。どうもありがとうございました。

〇議長（林 豊議員） 次に、２番、倉林郁雄議員の質問を許します。

２番、倉林郁雄議員。

〔２番 倉林郁雄議員登壇〕

〇２番（倉林郁雄議員） ２番、倉林郁雄です。よろしくお願いいたします。本日傍聴席の皆様方、お忙し

いところご臨席をいただきありがとうございます。通告に基づき、３項目の質問を行います。

それでは、質問に入ります。１項目めですが、安心安全なまちづくりについて。１点目ですが、本年度

は、地方各地で熊の被害事件が多発、当町内においても、数件による熊の出没が発生。安全対策の一環と
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して、防犯カメラの設置、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用した事業において、地域住民

の日常生活の治安や犯罪防止等の観点から、現況における町内20か所及び皆野幼稚園の防犯カメラ設置状

況についてお伺いいたします。

２点目ですが、地域の共助力を高め、災害に強いまちづくりを推進する上で、地域避難所の整備に対す

る補助金制度の取扱い実績についてお伺いいたします。

次に、２項目めですが、生活道路への整備について。１点目ですが、本年度は猛暑の期間が続き、秋の

時期が極端に寒波となる日々でした。皆野町の紅葉も例年とは違い、樹木の枝、木、葉等が極端に腐食し

散落。冬季を過ごす地域住民への不安は数知れず、路面凍結、積雪、倒木等を懸念し思案することから、

生活者への支援対策を踏まえ、国道、県道、町道、林道を主要としている生活住民者への道路、倒木整備

等について、町としての対応策があるのかお伺いいたします。

３項目めですが、小学校統合準備について。１点目ですが、皆野町立小学校統合準備委員会の現況にお

ける進捗状況と問題点等についてお伺いいたします。

２点目ですが、国神小学校・三沢小学校閉校記念事業実行委員会の現況における進捗状況と問題点につ

いてお伺いいたします。

以上、３項目に関しまして質問をいたします。

〇議長（林 豊議員） 総務課長。

〔総務課長 新井敏文登壇〕

〇総務課長（新井敏文） ２番、倉林議員から通告のありました質問事項１、安心安全なまちづくりについ

てお答えいたします。

１点目の町内への防犯カメラの設置状況についてですが、これまで町に対して防犯カメラの設置要望が

寄せられていることを踏まえ、当初予算では、町内20か所への設置費用として551万4,000円を計上してお

ります。財源として、物価高騰対応重点支援地方創生交付金を充当しております。現在の進捗状況ですが、

防犯カメラの設置箇所について、10月に秩父警察署と協議調整を行っております。防犯カメラの設置が必

要な場所として、過去の犯罪発生箇所、犯罪抑止や交通事故抑止の効果が期待できる箇所及び学校関係者

の意向を踏まえた上で、最終的に17か所への設置を決定したところでございます。今後のスケジュールで

すが、12月中に入札を執行して請負業者を決定し、令和８年３月末までに設置を完了する予定です。

２点目の地域避難所整備事業補助金制度の取扱い実績についてですが、今年度からこれまでの地域づく

り奨励事業補助金を再編し、新たに地域避難所整備事業補助金制度を創設しております。これは地域避難

所の整備を促進し、災害時等における避難者の受入れ環境の向上を図るもので、補助金額については、こ

れまでの限度額50万円から80万円に引き上げております。今年度の実績ですが、４行政区から申請があり、

補助金の総額は156万9,000円となっております。申請内容ですが、駒形区はトイレの洋式化改修工事、上

原区は屋根及び玄関の改修工事、上の台区と上三沢区は蛍光灯の廃止に伴うＬＥＤ化への更新工事となっ

ております。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 建設課長。

〔建設課長 若林直樹登壇〕

〇建設課長（若林直樹） ２番、倉林議員から通告のありました質問事項２、生活道路への整備についてを

お答えいたします。
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路面凍結、積雪、倒木等の町としての対応策ですが、まず路面凍結の対応といたしまして、町管理の主

要となっている交通量の多い山間部の町道、林道に凍結注意の看板を設置するとともに、凍結時に使える

ように塩化カルシウムを現地に配置しております。また、積雪時には、行政区から要望がありましたら配

布を行っております。

続きまして、積雪時の対応ですが、10センチ以上の積雪時には、主要な道路を除雪するよう、町内の重

機を所有している事業所と契約を結んでおります。また、行政区で除雪を実施していただいたときには、

補助金を交付しているところでございます。また、倒木につきましては、現地を調査し、基本的には土地

の所有者に撤去を依頼しますが、緊急な場合は町で対応しております。

なお、国・県道につきましては、いずれにつきましても通報等がありましたら、道路管理者へ対応を依

頼しております。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 教育次長。

〔教育次長 白石純一登壇〕

〇教育次長（白石純一） ２番、倉林議員から通告のありました質問事項１、安全安心なまちづくりについ

ての防犯カメラの件につきまして、幼稚園にも設置をさせていただきました。１点ご報告をいたします。

皆野幼稚園につきましては、夏頃、夏休みの期間中頃だと記憶しておりますけれども、幼稚園舎の門の

ところ、それと園庭を写す２台カメラを設置いたしました。それを表示できるモニターは、職員室の中に

というふうな対応をさせていただいたところでございます。

続きまして、質問事項３、小学校統合準備についてのご質問にお答えいたします。まず、（１）の町立

小学校統合準備委員会の進捗状況、問題点等についてでございます。令和７年５月、皆野町立小学校統合

に関する基本方針及び基本計画を策定した後、同月に皆野町立小学校統合準備委員会をスタートしました。

以後、教職員、保護者、地域住民、議会議員などで構成する委員会の中で、これまで全体会と各部会を複

数回開催し、協議を重ねてきております。基本計画の中で、令和７年度、８年度の２年間を準備期間とし

ております。前期となる今年度は、おおむね計画どおり進んでいると認識しておりますし、今後も継続し

てまいります。問題点が生じた場合には、これを課題として委員会で協議し、解決してまいります。

なお、進捗状況につきましては、町ホームページや広報紙等で随時お知らせをしてまいります。

次に、（２）の閉校記念事業実行委員会の進捗状況と問題点でございます。国神小学校、三沢小学校の

閉校記念事業実行委員会は、各学校が主体となって委員会を編成しております。先ほどの統合準備委員会

と同様に、今後も継続して協議と課題解決を進めていくものと認識しております。教育委員会事務局側も

引き続きサポートしてまいります。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 倉林郁雄議員。

〇２番（倉林郁雄議員） それぞれの質問に対しての答弁ありがとうございました。

それでは、再質問をいたします。１項目めの安全安心まちづくりの防犯カメラ設置状況におかれては、

設置場所等の決定等々の回答ですが、地域住民が安心安全に日々生活し暮らせるためにも、なお一層の設

備投資が必要と思われます。また、魅力あるまちづくりを目指し、定住者、町外からの移住者増加への期

待を勘案し、防犯カメラの増設をする考えがあるかお伺いいたします。

〇議長（林 豊議員） 総務課長。
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〇総務課長（新井敏文） お答えいたします。

防犯カメラの設置につきましては、犯罪の抑止や地域住民の安心安全の確保のため、有効な手段である

と考えております。また、これまでも住民や関係団体の方々からも要望が町へ寄せられていることを踏ま

えまして、引き続き防犯カメラの計画的な設置に取り組んでまいります。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 倉林郁雄議員。

〇２番（倉林郁雄議員） 分かりました。よろしくお願いいたします。

また、12月から２月にかけ朝夕の冷え込みが一段と厳しさを増す時期です。通勤者や通学者に対しては、

なお一層の生活環境等の変化を感じる期間でございます。また、埼玉県内におかれては、強盗、空き巣等

の被害が多発しており、町民が安心安全に日々を過ごせるよう、町民の声を受け止め、前向きな検討する

考えがあるかお伺いいたします。

〇議長（林 豊議員） 総務課長。

〇総務課長（新井敏文） お答えいたします。

住民の安心安全の確保のために、引き続き秩父警察署とも連携を図りまして、犯罪の抑止効果の高い箇

所への設置に取り組むなど、引き続き防犯カメラの設置につきましては、町としても取り組んでまいりた

いと考えております。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 倉林郁雄議員。

〇２番（倉林郁雄議員） 町民の声は宝です。検討をよろしくお願いいたします。

次に、２点目の地域避難所整備実績の取扱いがあるとのこと。自然災害はいつともなく発生するもので

す。以前のように東北震災を思い出してください。ライフラインの停止、食料、医療、燃料、避難所等の

不足、身の安全の確保と避難場所の生活等の問題等が発生いたしました。当町におかれても、ライフライ

ンの停止や食料、燃料不足の経験をした町民の方々がいると思います。

そこで、町として地域における避難所施設への定期点検等の実施は行われているのか、確認をいたしま

す。

〇議長（林 豊議員） 総務課長。

〇総務課長（新井敏文） お答えいたします。

町による地域避難所、これは行政区の集会所等を地域避難所としておりますけれども、この地域避難所

に対する定期点検等につきましては、町としては実施はしておりません。

なお、これまで金沢地区ですとか日野沢地区におきまして、住民参加型の防災訓練を実施しております。

その訓練の際に、地域避難所の点検、確認は訓練の中で実施をしております。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 倉林郁雄議員。

〇２番（倉林郁雄議員） 災害時に備え、地域住民ができるよう願いたいと思います。各行政区からの要請、

申請がなされるのではなく、町が積極的に補修が必要だと思われる箇所は修繕を行うことが必要不可欠だ

と思います。今後、このような対策を行っていくことについて確認をいたします。

〇議長（林 豊議員） 総務課長。

〇総務課長（新井敏文） お答えいたします。



- 16 -

地域避難所につきましては、各行政区の公会堂ですとか集会所を避難所としております。そうしたこと

から、施設の維持管理につきましては各行政区が実施し、その修繕等の必要性についても判断をするもの

というふうに考えております。町といたしましては、今後も引き続き行政区からの申請に基づきまして、

地域避難所整備事業補助金を活用していただく中で、施設の整備、修繕を図っていただければというふう

に考えております。

なお、行政区長に対しましては、この地域避難所の補助金の制度等の周知、活用等について取り組んで

まいりたいというふうに思っております。

以上です。

〇議長（林 豊議員） 倉林郁雄議員。

〇２番（倉林郁雄議員） 各行政区に対し前向きな取組を実施していただくようよろしくお願いいたします。

次に、生活道路への再質問をいたします。路面凍結を解消するために、一部の地域住民宅におかれては、

塩化カルシウムを自己負担で準備するようなことを聞きました。行政区におかれては、住民から要請があ

れば配布を行うとのことですが、配布すべき基準があるのかお伺いいたします。

〇議長（林 豊議員） 建設課長。

〇建設課長（若林直樹） ２番、倉林議員からの質問にお答えいたします。

基準を設けているかとのご質問でございますが、町で持っている在庫の状況にもよりますけれども、基

本的には山間部の場合は旧行政区単位で10袋、町うちで５袋を目安に配布しております。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 倉林郁雄議員。

〇２番（倉林郁雄議員） 町として塩化カルシウムの在庫確保に努めていただきたいと思います。特に山間

部で生活をしている住民への配慮が、より一層必要と思われますので、町としても積極的に対応するよう

な考えがあるのかお伺いをいたします。

〇議長（林 豊議員） 建設課長。

〇建設課長（若林直樹） ２番、倉林議員からの質問にお答えいたします。

町内多くの地区で人口の減少、高齢化等で、町民の方へ負担が増えていることは認識しております。山

間部で生活している方の配慮につきましては、今後研究してまいりたいと思います。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 倉林郁雄議員。

〇２番（倉林郁雄議員） 皆野町で生活している町民のために、前向きな取組姿勢で対応を今後よろしくお

願いいたします。

次に、小学校統合準備委員会の３部会の方々については、事前準備等が大変と思われますが、統合期間

も限られていますので、保護者の皆様方から意見等をしっかりと受け止め、協議を行い、基本計画に沿っ

て振興を図るようお願いいたします。また、特に小学校統合後の通学方法に関して、児童に負担なきよう

対処するよう考えているかお伺いいたします。

〇議長（林 豊議員） 教育次長。

〇教育次長（白石純一） ご質問にお答えいたします。

今後の通学方法に関しましては、去る10月から11月にかけまして通学方法プラン案を公開して、ご意見、

ご質問をお受けいたしました。年内をめどに教育委員会から回答と併せて公開をするために、今現在整理
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をしているところでございます。

また、対面での相談、意見交換のための保護者向けの説明会を開催する予定で、現在検討をしている最

中でございます。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 倉林郁雄議員。

〇２番（倉林郁雄議員） 今後、皆野小学校は統合により１校となりますので、事前準備体制をしっかり行

うようよろしくお願いいたします。

次に、２校の閉校記念事業実行委員会におかれては、両校の閉校記念事業の予算額に関しては、町から

予算額300万円以内と掲示がありますが、各事業の費用に関する業者間との最低見積額を勘案し、現状の

予算額で実施していくことに懸念を生ずるとのことです。当初の掲示額に対し修正が必要と思われること

から、増額を検討していただく考えがあるかお伺いいたします。

〇議長（林 豊議員） 教育次長。

〇教育次長（白石純一） お答えいたします。

閉校記念事業の費用に関しましては、過去の同様の事業、また他自治体の事例を参考にした上で、基準

額として300万円お示しいたしました。足りないというお声は承知しておりますし、また足らせるといっ

た考え方も必要かと考えております。この委員会での協議が進んでいく中で、費用の精査が必要と感じて

おりますし、教育委員会側も引き続きサポートしてまいりたいと考えております。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 倉林郁雄議員。

〇２番（倉林郁雄議員） ぜひとも検討をよろしくお願いいたします。

最後に、皆野町の名所ある小学校が廃校になされる時期を迎え、町としても前向きに対応することが必

要不可欠だと思います。ぜひとも地域住民の声を聞き入れ、今後の事業を積極的に図るべく検討する考え

があるのかお伺いいたします。

〇議長（林 豊議員） 教育次長。

〇教育次長（白石純一） お答えいたします。

先ほど申し上げました閉校記念事業の実行委員会には、地域の方も含まれていると認識をしております。

国神、三沢両小学校それぞれにご質問の件も検討されていると思われます。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 倉林郁雄議員。

〇２番（倉林郁雄議員） 皆野町の小学校統合が成功するよう、町としても全力で取り組んでほしいと思い

ます。よろしくお願いいたします。

以上で私からの一般質問を終わります。ありがとうございました。

〇議長（林 豊議員） 次に、６番、常山知子議員の質問を許します。

常山知子議員。

〔６番 常山知子議員登壇〕
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〇６番（常山知子議員） ６番、常山知子です。通告に従い一般質問を行います。

まず、傍聴者の皆様にはお忙しいところ傍聴に来ていただいて、本当にありがとうございます。この場

をお借りしてお礼を申し上げます。

まず初めに、自民党と維新の会の連立で誕生した高市政権、やっと開かれた臨時国会を見ると、自民党

政治の下で暮らし、経済、社会保障も、あしたがよくなるという希望が見えないどん詰まりの状態です。

維新の会との連立合意書には、憲法９条改悪、さらなる軍事拡大、社会保障の切捨て、しかもこれらを押

し通すために、議員定数の削減で反対意見を切り捨てようと狙っています。戦後最悪の危険な政権です。

さて、介護保険利用料について述べます。12月１日に行われた社会保障審議会に、介護保険利用料の２

割負担の対象を拡大する所得基準案などが提示されました。その中に医療や介護の定率負担の決定要件に

預貯金額が持ち込まれました。これは今までにない初めてのことです。年金が230万円、月19万円程度の

人が、既に２割負担になっている後期高齢者医療の窓口負担を払った上に、要介護状態になれば、毎月発

生する介護保険の利用料まで２割負担を強いられれば、家計が破綻することは目に見えています。その場

合は、預貯金を取り崩しても２割負担を払わせるというのが、今回の厚労省案の前提です。年金だけでは

暮らせないから、老後の備えを貯蓄しているのです。それを取り崩して暮らしているのが年金生活者の実

態です。その備えまで手をつけ奪い取るのは、命を奪う人権侵害です。介護保険部会の審議は、今山場を

迎えています。注視していきたいと思います。

それでは、質問に入ります。３点あります。まず１点目は、町に図書館の設置を。皆野町には図書館が

ありません。総合センターに図書室がありますが、蔵書も少なく、利用者も少ない状態です。町民は秩父、

寄居、熊谷の図書館まで出かけているようです。町に図書館を設置してほしいというのが多い声です。

１番、黒澤町長はどのような認識ですか。

２番目は、再度町内に図書館を設置する考えをお聞きします。

３番目は、本来なら町内中心部にと考えますが、廃校となる予定の国神小、三沢小の２校に施設を利用

して図書館を設置する考えはありますか。

大きな２番として、小学校統合に向けてですが、町費で国神小、三沢小で働いている職員について、統

合後の処遇について伺います。また、国神小学校に通う子供たちが入所している国神学童保育所について、

統合後はどのようになるのか伺います。

３点目は、町獣害対策、特に熊対策について伺います。毎日のように全国で熊の目撃情報が報道されて

います。最悪の場合、人間の命が奪われています。町民も大変心配されています。

１つに、現在熊の出没状況について、町内の目撃状況はどのようになっていますか。

２つ目は、猟友会について、現在の状況はどのようになっていますか。

３番目は、町の対策について伺います。

以上です。

〇議長（林 豊議員） 町長。

〔町長 黒澤栄則登壇〕

〇町長（黒澤栄則） ６番、常山知子議員から通告のありました質問事項１、町に図書館の設置をについて

お答えいたします。

図書館整備につきましては、令和７年第１回定例会においてもご質問をいただいており、その際にお答

えした考えに変わりはありません。図書に親しむ環境の充実は、重要な課題であると認識しておりますが、
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新たに図書館を建設する考えはありません。今後の人口や財政規模の縮小を見据え、将来世代に過度な負

担を残さないためにも、必要な機能を集約する賢い縮小が必要であると考えております。統合により空き

校舎となる国神小学校、三沢小学校の活用は、学校図書館の地域開放なども含め、現実的な選択肢の一つ

であると考えております。いずれにいたしましても、既存施設の活用を基本として、図書の充実と町民サ

ービスの向上を図ってまいりたいと考えております。

〇議長（林 豊議員） 教育次長。

〔教育次長 白石純一登壇〕

〇教育次長（白石純一） ６番、常山議員から通告のありました質問事項２、小学校統合に向けてのうち、

国神小学校、三沢小学校の町費職員の処遇についてのご質問にお答えいたします。

小学校３校が１校に統合となれば、人員の削減は免れないのが事実でございます。しかしながら、小学

校統合による児童の不安等の解消は非常に重要なものと考えます。きめ細かな学習指導、心のケア等の支

援体制のため、職員配置には十分配慮をしてまいりたいと考えております。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 健康こども課長。

〔健康こども課長 太幡和也登壇〕

〇健康こども課長（太幡和也） ６番、常山知子議員から通告にありました質問事項２、小学校統合に向け

てのうち、国神小に通う子供たちが入所している国神学童保育所について、統合後はどのようになるかに

ついてお答えいたします。

令和９年４月の小学校統合に合わせ、国神学童保育所を皆野学童保育所に統合する方向で指定管理者と

協議調整を行っております。現在、皆野学童保育所120人、国神学童保育所40人の計160人を定員に受入れ

を行っておりますが、統合後も必要な児童が利用できるよう、皆野学童保育所において定員160人の受入

れができるよう準備を進めてまいります。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 産業観光課長。

〔産業観光課長 三橋博臣登壇〕

〇産業観光課長（三橋博臣） 続きまして、質問事項３、鳥獣害対策についてお答え申し上げます。

まず、町内における熊または熊と思われる動物の目撃状況について申し上げます。本年度は11月末まで

で７件報告がございました。昨年度が４件でございますので、大幅に増えております。

次に、猟友会について申し上げます。本町を活動区域としている猟友会は北秩父猟友会で、本町及び長

瀞町で活動しており、会員数は皆野町33名、長瀞町13名となっております。有害鳥獣駆除の業務は、本町

の猟友会員を中心に組織する皆野町有害鳥獣駆除実施班に委託をして実施しております。実施班の皆様に

は、年間を通じ鹿、イノシシを中心に捕獲業務に従事していただいております。また、一部の方には、県

が実施する有害鳥獣の捕獲業務にもご協力いただいております。

続いて、町の熊対策について申し上げます。本年９月から、熊類への対応として緊急銃猟制度が始まり

ました。これは人の生活圏に熊類が出没した際、銃の使用が禁止されている場所であっても、市町村長の

判断で銃による捕獲が可能となるものです。実施に当たっては種々の課題がありますが、万が一のときの

ために準備を進めております。現在は、緊急銃猟の実施に必要なマニュアルの整備及び必要となる物資の

特定等をしております。あわせて、熊が人の生活圏に頻繁に出没するようになった場合に有効と思われる
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熊用のわなの購入費用を、この後ご審議いただく一般会計補正予算（第６号）に計上しているところでご

ざいます。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 常山知子議員。

〇６番（常山知子議員） それぞれ答弁をいただきましたので、再質問を行います。

まず、最初の図書館の設置についてですが、先ほど答弁にもありましたが、私は令和７年度、今年度の

第１回定例会で総合センターの図書室について質問をし、そのときに図書館の建設についても伺いました。

今の答弁で、町長の認識はそのときの答弁と変わらないと、そういうふうに確認しました。

そして、次に２番目の図書館設置について再度伺うわけですけれども、私は町なかに図書館を設置する

ことで、町民が気軽に通える場所ということを考えておりました。また、なぜ町に図書館が必要なのかと

いう問いに対し、図書館で働いている人から興味深い資料をいただきました。それは、図書館が多く充実

している市や町ほど要介護者が少ないことが、高齢者７万人を７年間の追跡調査で明らかになったそうで

す。調査したのは慶應義塾大学の佐藤専任講師です。１つに認知面での効果で、図書館は知的好奇心を刺

激し、認知機能を向上、維持する点です。２つ目は、図書館を通じて地域のコミュニティーに参加する社

会面での効果、３つ目は身体面、図書館に歩いて通うこと自体が軽い運動になると、３つの効果が明らか

になったそうです。本を読まなくても、ただ図書館に散歩に行くだけかもしれないし、イベントに参加す

るだけかもしれない。ただ涼みに行くだけかもしれない。つまり町に図書館があるだけで、本を読まない

人の健康にもよい影響がある可能性が示されたということです。

また、これまでの研究で、個人の読書習慣が死亡率や認知症リスクの低下と関連することが分かってい

ます。しかし、図書館と健康の関係性は明らかにされていませんでした。図書館やその蔵書の充実といっ

た文化財への公共投資が、健康長寿のまちづくりに有効である可能性を、この研究は示唆するものという

ものです。町長、ぜひ図書館をつくって健康長寿のまちにしていきましょう。いかがですか。

〇議長（林 豊議員） 町長。

〇町長（黒澤栄則） 常山議員のご質問にお答えをしたいと思います。

私も図書のすばらしさというのは十分承知しておりますし、これからしっかりと充実させていきたいと

思っております。図書館を整備する、しない、これは新しい建物を建てて図書館というものを設けるのか、

既存の施設を活用して図書館というものを設けるのかというところだと思います。その部分に関しては、

既存の施設を利用して図書館の機能を持たせることは十二分に可能でありますし、今言ったような図書を

通じての学び、交流、コミュニティー、健康、そういったものは十分達成できるものと考えておりますの

で、しっかりとその点については検討しながら進めてまいりたいというふうに思っております。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 常山知子議員。

〇６番（常山知子議員） 今の答弁で、町長の考えも変わっていないということがよく確認できましたので、

次に進めていきたいと思います。

それで、廃校となる予定の国神小、三沢小の施設を利用して図書館の設置について、私もいろいろと考

えた末に、町長の答弁と同様と思いました。地域の皆さんがなれ親しんできた小学校を利用してと考えた

ときに、２つの施設に図書館をつくったらどうかという考えに行き着きました。２つの施設に図書館、地

域の中心的存在だった小学校が廃校になる予定、国神、大渕地域は来年３月には皆野高校がなくなり、そ
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の次の年には国神小と、地域が衰退していくという心配をしている住民が多いわけです。また、三沢地域

の住民にとっても、毎日子供たちの見守りを行い、小学校へ通いました。皆さん、生きがいになっていた

のではないでしょうか。その生きがいを、今度は図書館通いに利用していただきたいと私は考えます。

そう考えると、町にはどうしても２つの図書館が必要という考えに行き着きました。町長に伺いますが、

既存の施設を利用してという従来の答弁ですが、ぜひ２つの図書館、町に幾つあってもいいわけです。こ

んな小さい町だから２つも３つも要らないよという、そういう考えではなくて、地域を考えたときに、や

はり国神に１つ、三沢に１つ、そういうふうに図書館がつくれれば、皆さんも行きやすいですし、いろん

なことができると思うのですが、廃校となる予定の各小学校に、町に２つの図書館を設置する、いかがで

しょうか。

〇議長（林 豊議員） 町長。

〇町長（黒澤栄則） お答えしたいと思います。

まずは、この統合は教育をよくしようという前向きな方向で今進めさせていただいている。ただ、地域

から学校がなくなることによって、その後その地域がどうなるのかというところについては、その地域が

引き続き元気でいられるように、取組を進めていくということで考えさせていただいております。そこに

は、やはり地域の皆様のお考え等もあろうかと思いますので、今地域の皆様等のお声も聞きながら、実際

地元からもこういう考えがあるのだけれども、そういう意見を吸い上げることをしてほしいというような

ご要望もいただいておりますので、そういった住民の皆様のお声も十分踏まえながら、学校をどう活用し

ていくか、図書館の設置も含めて検討してまいりたいと思います。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 常山知子議員。

〇６番（常山知子議員） 私たち議員も視察研修で、廃校になる予定の小学校をどう活用するかという、そ

ういうあれに行くわけですけれども、地域の皆さんが図書館なんか必要ないよという意見だったら仕方な

いですが、私としてはどうしても町に廃校になる小学校を利用して図書館を設置してほしい。そうでなか

ったら、本当に皆野町って本が好きな人っていないのではないのということになってしまいますので、ぜ

ひ図書館を設置していただきたいと私は思います。

次に移ります。小学校統合に向けての１番の町費職員の処遇は、人員の削減は免れないけれども、支援

体制としてその方たちを働いてもらうということなのでしょうか。

〇議長（林 豊議員） 教育次長。

〇教育次長（白石純一） ご質問にお答えいたします。

削減は免れないものであって、その方全てを支援体制として受け入れるものではございません。やはり

削減は免れないということでございます。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 常山知子議員。

〇６番（常山知子議員） ということは、私は非常に残念なのですが、３校の統合準備委員会が発足して、

それぞれの部会で統合へ向けた準備が進んでいます。また、先日は国神小閉校準備委員会の顧問を仰せつ

かりました。このように様々な準備がされている中で、行政の都合で職場を追われる職員がいるというこ

とで、そういうことを考えてしまいますけれども、職員への聞き取り、希望とか、もっと働きたいのだ、

そういうことは聞いていないのでしょうか。
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〇議長（林 豊議員） 教育次長。

〇教育次長（白石純一） お答えいたします。

今、町費で勤務していただいている会計年度任用職員については、あくまで単年度での契約関係でござ

いますので、引き続きという約束をしているわけではございません。そのような中でも、継続の希望につ

いては聞き取りを行っておりますし、面談も個々にさせていただいているところでございます。そういっ

た中で、先ほどお答えしたような判断も必要なのかなと考えております。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 常山知子議員。

〇６番（常山知子議員） ぜひ職員の要望を聞いて、その方が大事な職場を奪われるようなことのないよう

によろしくお願いいたします。

それから、２番目の国神学童保育所が皆野学童保育所に一緒になるということで、私が一番心配してい

るのは、希望する児童が全員皆野学童に入所できるかどうかということが大変心配でした。今、課長から

の答弁で全員入所できる、そういうふうに伺っておりますが、どのような工夫がされたのか伺いたいので

すけれども。

〇議長（林 豊議員） 健康こども課長。

〇健康こども課長（太幡和也） お答えいたします。

国神学童保育所を皆野学童保育所に統合するためには、１クラス教室が必要となります。現在、柔剣道

場１階の１部屋を子育て支援センターきらきらクラブとして利用しておりますが、このきらきらクラブを

国神の学童保育所のほうに移しまして、きらきらクラブで使っていた教室を学童の教室として利用する予

定でおります。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 常山知子議員。

〇６番（常山知子議員） よく分かりました。これからも子供たちが安心して放課後が送れるよう、ぜひよ

ろしくお願いいたします。

次に行きます。３番目の鳥獣害対策なのですが、目撃情報が７件報告されているということですが、秩

父市の小柱とか品沢とか蒔田とか吉田など、本当に皆野町に近いところで目撃もどんどん出ているのです。

やはりこれからも皆さんの安全安心をぜひやっていただきたいと思いますが、立沢で熊を捕獲したという

話は聞いておりますか。

〇議長（林 豊議員） 産業観光課長。

〇産業観光課長（三橋博臣） お答えいたします。

先ほど申し上げました有害鳥獣駆除業務の委託先からは、報告を受けておりません。

以上です。

〇議長（林 豊議員） 常山知子議員。

〇６番（常山知子議員） 分かりました。

２番目の猟友会の現状についてお聞きしました。そして、鳥獣害対策に一役買っている猟友会ですけれ

ども、猟友会の人たちが高齢になって、人数も減少しているということを聞いています。猟友会に入って

いる町民の方に話を伺ったのですが、わなをかけて獣がかかっても、そのわなが重くて運べないというこ

となのです。そして、また毎年毎年鳥獣害との戦いで明け暮れると。猟友会メンバーの高齢化で地域に数
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人しかいないのだよ。地域に若い人がいなくなって、猟友会に入る人もいない。自分も来年猟友会をやめ

ようと思っていると、寂しい話を聞きました。

それで、今地域おこし協力隊で頑張っている人もいらっしゃいますよね。鳥獣害の対策専門に活動して

いる協力隊もいますけれども、１人ではなかなか大変です。ぜひそういう人をもう少し増やして活動して

いただけたらと思うのですけれども、これはよろしくお願いします。

〇議長（林 豊議員） 産業観光課長。

〇産業観光課長（三橋博臣） お答え申し上げます。

議員ご指摘の猟友会員の高齢化、それからそれに伴う活動従事者数の減少というのは承知をしてござい

ます。ただ、先ほど申し上げました実施班に委託をしているものでございますが、猟友会員33名に対しま

して、そのお知り合いの方とか、そういった方も業務にご紹介いただいておりまして、今年度の下半期で

は44名の方を実施班として委嘱をしてございます。

また、ご指摘の地域おこし協力隊でございますけれども、任期３年ございます。その中で単に捕るとい

うことだけではなくて、獣類を人の生活圏に近づけない、近寄らせないような集落づくりというのでしょ

うか、地域づくり、そういうことにも取り組んでいただく予定でございますので、当面現状の体制で臨ん

でまいりたいと考えております。

以上です。

〇議長（林 豊議員） 常山知子議員。

〇６番（常山知子議員） 分かりました。

３番目の町の対策について、熊用のドラム式捕獲のものを買うということが補正予算に計上されていま

す。私も思うのですけれども、地域の過疎化と高齢化による農林業の衰退などで里山での人間の活動が低

下して、熊が隠れやすい草ぼうぼうの耕作放棄地が増え、人の生活圏に接するようになったと言われてい

ます。また、山を壊すと獣が現れるとも言われています。現在の状況は、まさにそうした状況だと思いま

す。山の手入れをし、植樹をする、ドングリなど獣たちの餌となるものを植えて山を大事にすることが必

要だと私は思います。

また、私たちが気をつけなくてはいけないのは、熊の餌となる栗や柿などの果樹を伐採し、ごみは外に

出さず室内で保管するなど、気をつけなければなりません。熊の出没を心配してウオーキングもままなら

ないと、町民は嘆いています。安心して外出できるようさらなる対策を要望して、私の質問を終わります。

以上です。ありがとうございました。

〇議長（林 豊議員） 次に、３番、黒澤広治議員の質問を許します。

黒澤広治議員。

〔３番 黒澤広治議員登壇〕

〇３番（黒澤広治議員） ３番、黒澤広治です。よろしくお願いいたします。通告順により一般質問させて

いただきたいと思います。

まずは最初に、多くの方に傍聴においでいただき大変ありがとうございます。よろしくお願いいたしま

す。
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早速ですが、一般質問をさせていただきたいと思います。大きく２項目の質問がございます。最初に、

社会体育施設マレットゴルフ場の整備についてでございますが、昨年６月定例会において質問いたしまし

たマレットゴルフ場の整備の現状と、次の５項目の対策についてお伺いをいたします。

①４番、15番ホール付近の東側、冬場の雪あるいは霜対策等についての件のお伺いです。

②川側のネット対策の件ですけれども、昨年から進めていただいておりますが、まだかなりのあれが残

っておる状態でございます。その件についてお伺いをいたします。

③各コースの路面転圧を増やす件でございます。年２回ほど行っていただいているようでございますけ

れども、ちょっと足りないのではないかという件の質問でございます。

④マレットゴルフ場を設置後５年がたち、数か所のグリーンが変形し、プレーに支障が出ているという

話があるが、改修をする対応はできないかお伺いをいたします。

⑤マレットゴルフ場設置の際、町は土地を購入しておりますが、隣地との境に境ぐいが入っているかど

うかお伺いたします。

次に、観光トイレの整備についてでございます。秩父華厳の滝駐車場の観光トイレは、改善が必要と以

前より要望していますが、現在の状況と今後のお考えをお伺いいたします。皆野町の観光地として、日野

沢の地域、日野沢の華厳の滝等もありますし、札所34番もございます。年間を通して、かなりの観光客が

入ってきている今の現状でございます。華厳の滝トイレはかなりの老朽化が進んでおるところでございま

すので、改善が必要と以前から申し上げていた件でございますので、よろしくお願いいたします。

〇議長（林 豊議員） 教育次長。

〔教育次長 白石純一登壇〕

〇教育次長（白石純一） ３番、黒澤議員から通告のありました質問事項１、社会体育施設マレットゴルフ

場の整備についてのご質問にお答えいたします。

①４番、15番コースの東側、杉林の伐採の考えについてですけれども、周辺やゴルフ場施設への影響、

また作業の費用面からも、当時の答弁と変わりませんが、伐採の考えはございません。

②川沿いのネット対策につきましては、継続して取り組んでまいりたいと考えております。

③ローラーによるコース全体の整備回数ですが、基本的には現状の２回で考えております。時期を捉え

て、効果的なタイミングで実施をさせていただきます。

④グリーンの盛り上がりについては、管理上の今後の課題として預からせていただきたいと考えており

ます。前回の答弁を引用させていただきますが、自然の中のコースですので、アクシデントを含めてお楽

しみをいただければ、ありがたいと思っております。

⑤マレットゴルフ場用地の境界についてですが、今日現在、ご質問の境界杭の確認はできておりません。

取得した用地の中に余裕を持って収まる規模で、マレットゴルフ場施設の外周が設計をされております。

筆境の複雑な形状が官民境に当たります。設計当時の書類を振り返りましても、測量のために簡易的に設

置した杭の可能性が高い状況です。改めて現地踏査をしたいと考えております。

ご質問の全体を通じまして、教育委員会は多くの施設を抱えております。現状、職員の対応、財政面な

どから、細部のご希望にお答えし切れておりませんけれども、利用者の安全を第一に管理に努めてまいり

たいと考えております。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 産業観光課長。
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〔産業観光課長 三橋博臣登壇〕

〇産業観光課長（三橋博臣） 続きまして、質問事項２、観光トイレの整備についてお答え申し上げます。

ご質問の秩父華厳の滝観光トイレにつきましては、現在くみ取り式のものと再生循環式のものが各１棟

ございます。いずれも定期的に清掃を実施しておりますが、議員ご指摘のとおり古く汚いというイメージ

は拭えない現状であり、整備は喫緊の課題となっておりました。そこで、新しい観光トイレの建設に向け、

設計業務委託費を本年度の当初予算に計上し、８月22日、入札を執行、発注いたしました。来年度には建

設工事費を予算計上し、竣工させたいと考えております。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 黒澤広治議員。

〇３番（黒澤広治議員） 大変個々にご答弁をいただきありがとうございます。

幾つか再質問をさせていただきたいと思います。まず、マレットゴルフ場の整備ですけれども、１番の

４番、15番コースの整備の冬場の対策の件ですけれども、杉の木の伐採をするには、専門職の方にしてい

ただかなければならないかと思いますし、予算の計上も必要だと思います。その中で、今は伐採の考えは

ないとお伺いいたしましたが、それでは伐採でなく、日陰になる影響する部分でだけでも枝おろし等がで

きないかお伺いいたします。

〇議長（林 豊議員） 教育次長。

〇教育次長（白石純一） お答えいたします。

でき得る手段でというふうになりますが、例えば施設点検時にできる範囲で枝を落とす等の対応は、今

後も考えてまいりたいと思います。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 黒澤広治議員。

〇３番（黒澤広治議員） ありがとうございます。やはり冬場は４番、15番コースというのは、町有地の中

にある杉の木の枝等で日陰になるのが一番の問題だと思いますので、できる限り伐採等でしのげればと思

いますので、ぜひその方向でよろしくお願いしていただければと思います。

次に、２番の川沿いのネット対策ですけれども、継続していただけるということで、ありがとうござい

ます。まだ半分以上、かなり改善の必要なところがネット対策に対してもあるかと思いますので、よろし

くお願いいたします。これは答弁要らないです。

③の各コースの路面転圧の件ですけれども、基本的には２回という答弁をいただき、また時期を捉えて

効果的なタイミングで実施をしていただくということですので、ぜひ年２回というあれではなくて、こう

した今答弁いただいたように、現地のコースを点検していただいたときに、転圧が必要というようなとき

には、効果的に実施していただくようお願いをいたします。

④のコースのグリーン場の盛り上がりの件ですけれども、確かにゴルフのプレーをしている中でアクシ

デント等も、これは楽しいことかと思いますけれども、あまりにもひどいときには、そのアクシデントが

ちょっと支障するようなこともあるかと思います。ぜひ整備をしていく上で、これはあまりにもひどいな

というようなときには、そのコースだけでもグリーン場の整備をしていくかどうかお伺いしたいと思いま

すが、よろしくお願いいたします。

〇議長（林 豊議員） 教育次長。

〇教育次長（白石純一） お答えいたします。



- 26 -

プレーされる方にとっては、スコアが大事なところかと思います。また、そのグリーンのひずみが危険

性を伴うということになりましたらば、それは直す必要はあるかなと考えます。その辺も状況を見させて

いただきながら、そのときそのとき判断をして、また予算計上等を考えながら管理を進めてまいりたいと

思っております。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 黒澤広治議員。

〇３番（黒澤広治議員） ありがとうございます。ぜひそうしていただければありがたいです。

次に、最後というか、⑤、マレットゴルフ場の用地の境の件ですけれども、これはマレットゴルフ場も

町有地でありますし、多分あそこは隣地の所有者が１件だったと思うのですけれども、これははっきりま

だ分からないですけれども、あそこの隣にある小笹さん宅の隣地だと思いますけれども、そうした中であ

まり多くの隣地の方があると大変かと思うのですけれども、多分１件の隣地だと思います。

そこで、なぜこういうことをお願いするかというと、利用者からのお話も出ておるのですけれども、そ

うしたゴルフ場と隣地との境がはっきりすれば、分かるような杭でもあれば、利用者がその周辺をボラン

ティアで草刈り等をしているようなときがあるらしいのですけれども、そういうときに隣地がはっきりす

れば助かるというような話も伺っておることもあります。まして町の所有地ですので、隣地との境ははっ

きりさせていただいたほうが私はいいかと思いますが、今のような簡易的な杭でなく、本格的な杭を設置

するよう考えられるかどうか質問したいと思います。

〇議長（林 豊議員） 教育次長。

〇教育次長（白石純一） お答えいたします。

自発的に管理をしていただいている方がいらっしゃるということに関しては、まず感謝を申し上げたい

と思います。また、きちんとした境界を決めるとなりますと、過去設計の書類等あるわけではございます

が、またしっかり決めるとなると、境界を決め直すような作業もあるとすれば、職員としてもその辺は素

人でございますので、きちんとした業務を発注しなければならないというふうなこともあろうかと思いま

す。先ほどの答弁でも申し上げました、まず現地を見させていただいて、またお使いいただく方、また黒

澤議員とも協議させていただきながら、時期について明言できませんし、検討、協議を進めてまいりたい

と考えております。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 黒澤広治議員。

〇３番（黒澤広治議員） ありがとうございます。ぜひそういう方向性で考えていただければありがたいと

思います。マレットゴルフ場の整備の質問については、以上で終わります。

次に、観光トイレの整備の再質問させていただきたいと思います。現在の状況と今後のお考えを答弁い

ただきました。再質問ですが、現在、今秩父の華厳の滝の駐車場には、２基のトイレが設置してあります。

古い老朽化したくみ取り式のトイレ、その横に再生循環式のトイレが設置されております。なぜそういう

トイレがあそこに設置されたのかなと、よく考えてみますと、水源ですか、あそこは水道も入っていない

し、水の確保が難しいということで、多分最初はくみ取り式、その後それが古くなったものですから、町

のよその場所から再生循環式のトイレを移設したものだと私は聞いております。移設されても、その再生

循環式のトイレが、もう少し循環式の水量がもっと多くなくては、あの再生循環式というのはなかなか使

いづらいトイレだと私は思います。
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そうした中で、新しいトイレを設置に向けていろいろと予算を取ったりしていただき、設計業務委託等

を本年度の当初予算に計上し、８月22日入札執行、発注をしていただきました。来年度には建設工事費を

予算計上し、年度内の完成を目指したいと考えておりますという答弁をいただきました。

その中で１つ質問なのですけれども、この新しいトイレを設置する際には、どのような形式のトイレを

設置するか、分かればお伺いしたいのですが、よろしくお願いいたします。

〇議長（林 豊議員） 産業観光課長。

〇産業観光課長（三橋博臣） ご質問にお答えいたします。

議員ご指摘のとおり、当該場所につきましては給水、また排水先もない状況でございます。したがって、

くみ取り式と循環式を移設して設けたというような経緯もあるようでございます。今設計中の新しいトイ

レでございますけれども、やはりきちんとした水洗式のものでないと、現在のお客様がご利用いただけな

いということもございますので、給水、それから排水先もきちんと確保した上で、通常のといいましょう

か、一般の水洗式のトイレを設けたいと考えております。詳細につきましては、まだ設計中ではございま

すけれども、男性用、女性用、それから多目的、それぞれに洋式便器１基を備えたトイレの規模を現在検

討中でございます。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 黒澤広治議員。

〇３番（黒澤広治議員） ありがとうございます。

本当に今の話を聞いて、新しいトイレがすばらしいトイレができるようぜひよろしくお願いいたしまし

て、私の一般質問を終わらせていただきます。どうもありがとうございました。

〇議長（林 豊議員） 暫時休憩いたします。

休憩 午後 零時０２分

再開 午後 １時０１分

〇議長（林 豊議員） 休憩前に引き続き会議を開きます。

〇議長（林 豊議員） 次に、１番、新井健司議員の質問を許します。

１番、新井健司議員。

〔１番 新井健司議員登壇〕

〇１番（新井健司議員） 皆さん、改めましてこんにちは。１番、新井健司です。傍聴にお越しいただいた

皆様、皆野町議会並びに皆野町町政に関心を寄せていただきまして誠にありがとうございます。

さて、10月30日に国神小学校で開催されたキャリア教育講演会では、ミシュランセレクテッドレストラ

ン2026に選出された麻布十番うなぎ時任の店主である時任恵司にご講演いただきました。時任氏は、秩父

市吉田中学校卒業後、老舗ウナギ店で修業し、その後独立、開業までのご苦労された経緯などを話され、

児童の質疑にも丁寧に応答していただきました。
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また、10月31日に三沢小学校で開催された「夢と豊かな心をはぐくむ講演会」、その講演会では埼玉パ

ナソニックワイルドナイツの選手によるパスやタックルなどのパフォーマンスを見た後、児童が実際に体

験をいたしました。体験後は「夢」をテーマにしたお話をしていただき、児童の質疑にも丁寧に応答して

いただきました。一流の料理人、トッププロスポーツ選手との過ごした時間は、児童にとって貴重であり、

すばらしい時間になったと私は思います。私も参加させていただき、子供たちの笑顔を見たり、声を聞い

たり、大変貴重な体験を私自身もさせていただきました。本当にありがとうございました。

大塚議員の挨拶の中にもありましたが、11月30日にはみなＦＥＳが第５回の開催、毎回様々な苦労があ

ったと思います。昨日12月９日付の秩父経済新聞には、その記事が掲載されていました。５回目に当たり

ますが、初回は東廉太郎隊員と中嶋仁隊員の２名での開催でした。ここには並々ならぬ苦労があったと私

は思っております。改めて感謝いたします。今年度は隊員が９名になり人数は増えましたが、新たな事業

にも取り組んで、ここにも大変な苦労があったと思います。

私は、地域おこし協力隊員には、任期終了後定住していただくことが大切だと思っております。現在、

三沢にある人気キャンプ場ぼくらのミナノベースのオーナー、松藤さんも前地域おこし協力隊員です。人

気あるキャンプ場のオープンまでは、計り知れない苦労があったことでしょう。中嶋仁隊員は、松藤さん

を頼って皆野町に来たと聞いております。そんな中嶋隊員が新たにお店をチャレンジいたしました。大変

苦労していると思います。しかし、彼が成功すれば定住していただけるのではないか、私はそう思ってい

ます。皆さんのご協力が私は必要だと感じています。昨日もみなのんちにお邪魔しました。お茶１杯サー

ビスを協力隊がしておりました。その後お店に寄り、中嶋君とお話をさせていただきました。そこには中

嶋君が選んだ様々なお土産、皆さんもご存じだと思いますが、み～なちゃんキーホルダー、これは彼が発

案したものでございます。ぜひとも家族、親族、友人にアピールをお願いしたい。

それから、ピッツァアロマの葭田さんからは、冷凍ピザを提供していただいております。彼はうれしそ

うに新しく届いた箱にまずピザを入れ、塩とけむりのハムやソーセージを入れ、桜東風のジビエの肉を入

れて、こういうセットができるのですよと、楽しそうに話してくれました。こういった商品が選べるのも、

あの店の特徴だと思います。皆様にぜひともＰＲをお願いしたい。地域おこし協力隊員の皆野愛が活動を

通じて町民一人一人の愛と重なり、新しい愛が生まれ、集まり広がっていく、私はその力を信じています。

それでは、通告に従い質問に移りたいと思います。よろしくお願いいたします。まず第１、町施設の管

理について。①本町には役場庁舎のほか、文化施設、スポーツ施設、その他の施設と多くの施設がありま

す。照明や冷暖房の消し忘れ、水道の締め忘れなどの無駄な経費を削減するために、どのような対策をど

う講じているのかをお聞きします。

②町営体育施設の設置及び管理に関する条例施行規則第６条第１項に、町営体育施設の使用団体は、使

用後に場内の清掃及び整備をしなければならないとあります。使用後の清掃及び整備状況を確認している

のかお聞きします。

③町運動公園、スポーツ公園、野球場及び多目的広場には、グラウンドマーカーなどの埋設物が多くあ

ります。用途、素材、形状と色、埋設場所などを把握されているのかお聞きします。

２番、耕作放棄地について。①本町の耕作放棄地の現状をどのように認識し、どのような対策を講じて

いるのかお聞きします。

②2016年の税制改正により、耕作放棄地に対する固定資産税の計算方法が変更されましたが、本町の課

税状況をお聞きします。
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３番、皆野病院の今後について。皆野病院用地の土地使用貸借期間は、2029年３月18日までです。現在

どのような取組を進めているのかお聞きします。また、今後の計画についても教えてください。よろしく

お願いいたします。

〇議長（林 豊議員） 副町長。

〔副町長 長島 弘登壇〕

〇副町長（長島 弘） １番、新井議員から通告のありました質問事項３、皆野病院の今後についてお答え

いたします。

皆野病院は、町民の皆さんをはじめとする患者さんのかかりつけ医であり、秩父保健医療圏で２施設と

なってしまった２次救急医療を担う極めて重要な病院であります。また、健康診断、予防接種等の町の事

業にも積極的に協力していただいております。介護サービス事業所としても重要な施設であります。2029年

３月18日に町有地の使用貸借契約の期限を迎えます。そうした中で、秩父地域の人口の減少がさらに進む

ことによる経営面の課題が考えられますが、町民の皆さんをはじめとした地域への社会貢献等を鑑みます

と、秩父地域になくてはならない病院であると考えております。

なお、皆野病院と町では、不定期ではありますが、意見交換を行っております。今年度は２回、先月11月

にも、院長、事務長らと町長以下関係者で話合いを行ったところでございます。今後は、こうした機会に

病院の継続についての協議調整をしてまいります。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 教育次長。

〔教育次長 白石純一登壇〕

〇教育次長（白石純一） １番、新井健司議員から通告のありました質問事項１、町施設の管理についての

ご質問にお答えいたします。

①照明や冷暖房等の消し忘れについて、②施設使用後の状況確認について併せてお答えいたします。ま

ず、照明等の消し忘れは、大変不本意ではありますが、実際起きていると認めざるを得ず、反省しなけれ

ばなりません。職員がいる有人施設は、当番職員あるいは最後に退庁する職員が見回りをするのが基本で、

これを徹底するのが防ぐ体制となります。議員のご指摘を受け、改めて職員には徹底を指示したところで

ございます。夜間に無人となる屋内施設あるいは常時無人の屋外施設は、利用者による使用後の点検、グ

ラウンド整備等の原状回復がルールです。翌朝の職員の出勤時、または定期的な施設点検で、あるいは次

の利用者からの連絡で不備を発見する場合もございます。逐一使用後の確認は困難ですので、ご利用いた

だく方のご協力も不可欠でございます。

③のグラウンドに打ち込まれた目印というふうに言わせていただきますが、もともと備付けのもの、そ

のほか申出があって打ち込まれているものについては、位置まで全てを把握してはおりません。施設点検

の中で、危険なものは手直しや撤去をするよう心がけております。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 産業観光課長。

〔産業観光課長 三橋博臣登壇〕

〇産業観光課長（三橋博臣） 続きまして、質問事項２、耕作放棄地のうち、①現状の認識と対策について

お答え申し上げます。

ご質問の耕作放棄地でございますが、広く耕作の用に供されていない農地を指しているものと理解をい
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たしました。現在こうした土地は、農地法に基づく利用状況調査において、遊休農地や再生利用が困難な

農地等に区分されておりますので、これに従ってお答えいたします。令和６年度の調査によりますと、遊

休農地、再生利用が困難な農地等の面積は計293.2ヘクタールであり、農地全体618ヘクタールの47.4％を

占めています。令和５年度の調査から、面積で5.1ヘクタール、割合では1.1ポイントの増となっておりま

す。

町の対策でございますが、従前より農業振興に関する補助を行っております。特に近年被害が深刻な鳥

獣害対策につきましては、昨年度より防護柵設置費補助金の対象農地の下限面積を廃止し、農地の大小に

かかわらず、耕作を継続できるよう支援を進めているところでございます。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 税務課長。

〔税務課長 橋本賢伸登壇〕

〇税務課長（橋本賢伸） 続きまして、質問事項２、耕作放棄地についてのうち、2016年の税制改正による

耕作放棄地に対する課税状況についてお答えいたします。

ご質問の2016年の税制改正では、遊休農地に対する課税の強化と軽減が新設されましたが、強化の対象

となる農業委員会による農地中間管理機構の農地中間管理権の取得に関する協議の勧告があった農地と、

軽減の対象となる10アール未満の自作地を除く全ての農地に、農地中間管理事業のための10年以上の賃借

権等を新たに設定した農地につきましては、これまで該当がございませんので、税制改正による課税の強

化または軽減がなされた耕作放棄地はございません。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 新井健司議員。

〇１番（新井健司議員） 答弁いただきました。ありがとうございます。

それでは、それぞれ再質問をさせていただきます。まず、照明、冷房の消し忘れ、確かに有人、教育委

員会、役場等の施設は、最後に帰る職員が見回るというのは分かるのですけれども、実際私が消し忘れを

見ているのです、文化会館の３階とかを。ということは、回っていないのではないかと思ってしまうので

す。その辺は今後徹底していただけるでしょうか、まずそこを聞きたいと思います。

〇議長（林 豊議員） 教育次長。

〇教育次長（白石純一） お答えいたします。

徹底をするように指示を出しました。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 新井健司議員。

〇１番（新井健司議員） ぜひお願いします。

町民の方から私のところに情報をいただきました。文化会館のボイラーがつけっ放しになっていたこと

がありましたと。実際そういうことがあったのか。あったのであれば、朝まで動いていたのか、そこをお

聞かせください。

〇議長（林 豊議員） 教育次長。

〇教育次長（白石純一） お答えいたします。

ボイラーといいますか、今室外機ということかと思います。そういった朝まで動いていたということに

関しては、把握はしておりません。ただ、先ほどのご指摘も含めて、あったであろうことは想像できるか
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なと思います。申し訳ありません。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 新井健司議員。

〇１番（新井健司議員） これは近隣の住民方からの情報ですので、恐らくあったと私は思っています。朝

まで動いたとなると、かなりの無駄な経費が使われたと。それと同時に、近隣の方へは騒音の迷惑をかけ

たということは事実です。ですので、今後は二度とないように徹底をしていただきたいと思います。よろ

しくお願いいたします。

次に移ります。体育施設の清掃及び整備状況、これも確かに難しい問題だと思うのです。次の団体が使

うときにひどい状態ということもあるかもしれません。これについても、住民の方から情報をいただきま

した。そこで確認をしたいのですが、10月17日、文化会館において秩父郡市人権フェスティバルが開催さ

れたと思います。そのときに職員の駐車場として使ったと思うのです。その後、職員は整備をされたでし

ょうか、お聞かせください。

〇議長（林 豊議員） 総務課長。

〇総務課長（新井敏文） お答えいたします。

人権フェスティバルにつきましては秩父郡市の開催となっておりまして、今年度につきましては皆野町

と長瀞町が幹事町村ということで開催をしております。当日は天候もよかったことから、特段整備等はし

てございません。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 新井健司議員。

〇１番（新井健司議員） 今、されていないという言葉を聞きました。私もこの日は確認をしました。どな

たも整備されないで帰られたと私は確認をしております。その後、消防団の方が来て訓練をされたという

経緯もあります。翌朝、私はまたグランウドに行きました。やはり一部はしてあったのですが、タイヤ痕

が残っています。こういった小さい細かいことかもしれませんが、あそこのグラウンドを愛している方が

いらっしゃる。その方からしてみれば、町の職員、消防団員は何をやっているのだということになってし

まうのです。そういう言葉を実際に私は聞きました。皆さんも一生懸命やっていただいている、消防員も

一生懸命やっていただいている、重々承知しております。ただ、こういった細かいことができていないと、

何をやっているのだという町民が出てきてしまうのです。今後こういったことも対応していただきたいと

思いますが、いかがですか。

〇議長（林 豊議員） 教育次長。

〇教育次長（白石純一） お答えいたします。

大変耳の痛いご指摘かと思います。こちら町側としましても、利用者として、また管理者として、両面

でしっかり管理のほうは努めたいと考えます。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 新井健司議員。

〇１番（新井健司議員） 次長のしっかりとした回答いただきました。ぜひとも今後よろしくお願いいたし

ます。

それでは、次に移らせていただきます。埋設物も勝手に埋設してしまう方もいらっしゃる。私もそうい

った経験がありましたから、よく分かります。そこで、確認をしたいのですが、建設課のほうでも、道路
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の測量のときに使うびょうが笠つきで埋設されています。これについては、教育委員会は許可されている

のかどうかお聞きします。

〇議長（林 豊議員） 教育次長。

〇教育次長（白石純一） お答えいたします。

許可をしたという認識は、申し訳ございません、記憶の中にはございませんが、設置をしていることは

承知はしております。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 新井健司議員。

〇１番（新井健司議員） 教育委員会は承知をしているということですよね。過去には小学生がスライディ

ングをして、埋設してあったくぎ、許可ないくぎにひもをつけて目印にしていた方がいらっしゃったよう

で、そのくぎで縫合するほどのけがを負ったという事例もあります。このびょうも私は安全ではないと思

うのです。ですので、教育委員会でちゃんとグラウンドに適したグラウンドマーカーを提供して、利用者

の方に埋設していただくという考えはないですか。

〇議長（林 豊議員） 教育次長。

〇教育次長（白石純一） お答えいたします。

打ち込み自体を推奨をしてはおりませんので、支給するという考えはございません。ただ、申出があっ

た場合には、支障がない方法ですとか危険のない材料、そういったものを紹介をする、そんなふうな対応

も考えたいと考えます。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 新井健司議員。

〇１番（新井健司議員） 適切な対応をお願いしたいと思います。私、野球連盟に加盟しているのですけれ

ども、野球連盟も野球場の中のマーカーを、なくなった部分は野球連盟で準備して埋設しているのですけ

れども、それについては教育委員会は把握していますか。

〇議長（林 豊議員） 教育次長。

〇教育次長（白石純一） お答えいたします。

大変申し訳ありません。今ここで私が把握できているというだけの認識がございません。申し訳ありま

せん。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 新井健司議員。

〇１番（新井健司議員） 分かりました。野球連盟も危険のないようなものを埋設しておりますので、いい

と思うのですけれども、教育委員会が把握していないのであれば、野球連盟にもちゃんと話をするように

申し伝えます。

私がグラウンド内のこういったものが埋設されている一般質問を住民の方が聞かれて、あそこの町運動

公園に埋設物ではないのですけれども、変電所を持ち込まれて物置として使っているという、私も知らな

かったのですけれども、住民の方からあれも撤去をお願いできないか聞いてくれという話が来ましたので、

撤去を考えているかどうかお聞かせください。

〇議長（林 豊議員） 教育次長。

〇教育次長（白石純一） お答えいたします。
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おっしゃっている変電設備というのでしょうか、私もそれは存じ上げております。その許可というか、

そういったものがあったかどうかを再確認させていただきたいと思います。また、使われている団体とい

うのでしょうか、そこにもお声かけをして今後の課題にしたいと思います。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 新井健司議員。

〇１番（新井健司議員） ありがとうございました。ぜひともいい方向で進めていただくことをお願いした

いと思います。よろしくお願いいたします。

次に移ります。次に、耕作放棄地ですが、これも難しい問題だと思います。私の下に住民の方から、住

民の方もやはり興味を持っていらっしゃって、自分でインターネットで調べてこられて、その資料もお持

ちいただいて私のところに情報提供していただきました。その方がおっしゃるには、耕作放棄地は放って

おくとデメリットがあると。雑草の繁茂や害虫の発生、また近隣の環境が悪化する可能性があると。管理

されていない土地は、周辺住民からの苦情やトラブルの原因になることがある、そういったことが来てお

ります。これは非常に難しい問題だと私も承知しております。

そして、課税のほうも該当がないということでしたので、それはそれでいいのですけれども、これは私

のほうから１つ提案をします。私もいろんなところへ出かけておりますが、横瀬町の集落支援員の方と話

をする機会がありました。その方は横瀬町の耕作放棄地をお借りして、これお金はいただいていないそう

なのです。年間を通して除草等の管理をしていただければ使っていいよということでお借りをして、そこ

にサンショウの木を植えられているそうです。サンショウを粉にしたり、実を売ったり、新芽は天ぷら用

にそば屋さんに卸しているそうです。こういったことを皆野町でも取り入れてはいかがですか。

〇議長（林 豊議員） 産業観光課長。

〇産業観光課長（三橋博臣） お答え申し上げます。

先ほどの答弁の中で申し上げましたけれども、現在遊休農地、また再生利用が困難な農地については、

全体農地の半数近くを占めているということを申し上げました。今ご議員ご指摘のサンショウの栽培地に

転用するということにつきましては、再生利用が困難な農地ではなくて、遊休農地のうちということにな

りますので、先ほどの面積割合よりも減るものと存じます。皆野町におきましては、奨励作物について、

苗木であるとか種子であるとか、そういったものを購入した場合に補助してございます。そういった補助

もございますけれども、遊休農地の解消に何よりも必要なのは、その農地を耕作する担い手でございます。

議員ご指摘の横瀬町の事例でも、集落支援員さんがやっていらっしゃったということになります。そうい

った方の活用というのも今後の課題であるとは認識してございますが、現状では奨励作物の苗木の補助等

で対応してまいりたいと考えております。

以上です。

〇議長（林 豊議員） 新井健司議員。

〇１番（新井健司議員） ありがとうございました。分かりました。

横瀬町は集落支援員８名いるそうです。皆野町は１名採用していただきました。集落支援員さんの話も

聞いていると、役場のＯＢだった方もいるようです。その方の将来の目標は、天然氷をやりたいなんてい

う話も出ていました。皆野町も私はこういった集落支援員さん、活動できる方を増やしていただいて、い

ろんな取組をしていただければと思っておりますので、今後検討をお願いいたします。

次に移ります。最後は、皆野病院の今後です。不定期ではあるが、話合いを持っているというお話を聞
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きました。その話合いの中でももしかしたら出たかもしれませんが、医療法人徳洲会皆野病院のホームペ

ージに中長期計画、2022年から26年というものが載ってございます。ここに施策の10の２、病院新築移転

への取組というところがあります。ここを読み上げますが、事業２の10、①病院新築移転に関わる委員会

の立ち上げと推進。推進担当、事務長、目標数値５年以内に移転先を確保する。2032年病院新築移転を目

指し、委員会を立ち上げます。移転先の検討・調査をはじめ、地域医療構想に基づく患者様の利便性を中

心に、秩父地域で医療を完結できる病院を目指しますとあります。こういったことも踏まえて話合いをさ

れているのかお聞きします。

〇議長（林 豊議員） 副町長。

〇副町長（長島 弘） お答えいたします。

11月の時点では、ガイドライン、計画についてのお話はお伺いしておりません。私どもも承知しており

ません。このときには、現在子供が減少していく中で、小児科をどうやって存続させるかということが課

題になっているということを中心に、意見交換を行ったような形でございます。2032年移転を目標にとい

うことですが、ＲＣの建物ですので、推定で68年ＲＣはもつだろうと言われております。適切な修繕を行

えば、100年以上もっているＲＣの構造物もありますので、町としますと先ほど申し上げたとおり重要な

病院でございますので、あの地で同じように継続していただくことを念頭に協議調整をしてまいりたいと

思います。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 新井健司議員。

〇１番（新井健司議員） それでは、今後はこの2032年のところ、これはどういうことかというか、突き詰

めるというか、現在の建物でいけるのかどうかということも含めて話合いを持っていただければと思いま

す。どうでしょうか。

〇議長（林 豊議員） 副町長。

〇副町長（長島 弘） お答えいたします。

議員のご指摘、誠にもってそのとおりでございますので、先ほど来申し上げたとおり、重要な町民のた

めの、また秩父地域のための病院でございますので、課題を持った中で、あそこで事業を続けていただけ

るよう協議調整を図ってまいりたいと思います。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 新井健司議員。

〇１番（新井健司議員） 大変ありがたい答弁、ありがとうございます。ぜひともお願いして、私の一般質

問を終わりたいと思います。ありがとうございました。

〇議長（林 豊議員） 次に、７番、 林光雄議員の質問を許します。

林光雄議員。

〔７番 林光雄議員登壇〕

〇７番（ 林光雄議員） 皆さん、こんにちは。７番、 林光雄です。本日は、傍聴にお出かけいただいた

皆様、日頃より皆野町政、また皆野町議会に深い関心を持っていただいていますこと、誠にありがたく、
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厚く御礼を申し上げます。今後もよろしくお願いいたします。

通告に従いまして、子育て支援対策と皆野スポーツ運動公園整備について一般質問をさせていただきま

す。以前、同様な質問をいたしましたけれども、現在の状況等についてお聞きしたいと思います。皆野町

の令和６年の出生数は22人、令和７年１月から10月までの出生数は15人、あと残り２か月間に母子手帳が

出ている方が６名ということで、計21人で昨年を下回る状況にございます。令和７年３月に策定をいたし

ました皆野町こども計画におきまして、こどもまんなか社会の実現に向けて基本理念を策定されました。

皆野町に住む子供たちが健やかに豊かな心を育みながら育ち、保護者も子育てを楽しむ、楽しく感じるこ

とができるように、町全体が子供及び子育て中の親を見守り、手を差し伸べることができる環境をつくる

ことを目的に設定されております。したがって、町における子育て支援対策は、喫緊の課題となっておる

ところでございます。

それでは、１点目、子育て支援対策について、（１）として認定こども園について、（２）として学童保

育所についてをお聞きいたします。認定こども園の特徴は、全ての子育て家庭の支援を行う施設でござい

まして、保護者が働いていても、また働いていなくても利用でき、教育、保育を一体に行う幼稚園と保育

所の両方のよさを併せ持った施設で、ゼロ歳から５歳までが対象で子育て支援を行います。令和７年３月

策定の皆野町こども計画の中でも、今後町民ニーズや子供人口の推移を見据えながら、関係機関で連携し

て望ましい教育、保育の在り方について検討すると定義されております。

また、今年６月の定例会で私質問いたしまして、当時教育長は、皆野町の幼稚園は公立、保育園は私立

で経営しており、その２つの園をどのように一体化するのかについては、関係２課の検討だけでは十分で

はなく、さらに組織を拡大して議論する必要性を感じていると答弁いただきました。今、それからどのよ

うな検討をされたのか伺いたいと思います。

また、９月広報におきまして、令和８年度の皆野幼稚園入園募集が行われましたが、今現在入園の希望

者が何名おられるのか伺いたいと思います。

次に、学童保育所についてお聞きいたします。午前中、常山議員の質問とダブる点もあるかと思います

が、よろしくお願いいたします。今年度、５、６年生の待機児童は11人おりましたが、健康こども課長の

答弁で、入所希望者に沿えるよう人材確保、受入れ体制の整備に努めると答弁がございました。どのよう

な整備をいたしましたか、伺いたいと思います。

また、皆野町こども計画の中で、令和９年度より施設の数が１か所に統合されております。小学校の統

合に合わせての統合ということで、これは大変よいことだと思います。利用者数におきまして、現在の定

員160名に対して、令和９年度からは120名に、40名の削減とされた人数が見込まれておりました。現在の

学童は皆野で何人今おられるか、また国神学童が何人おられるか、そして今後の利用者として十分な検討

をされたのか伺いたいと思います。

続いて、２点目、皆野スポーツ運動公園の整備についてお聞きいたします。以前から皆野スポーツ運動

公園の多目的広場のネットのかさ上げ、野球場のバックネットの支柱の腐食、またテニスコートの照明の

修繕、トイレの洋式化等について質問してきましたが、それぞれの緊急性やコスト面等の調査、把握に努

めて協議すると答弁がございました。どのような協議をされたのか伺いたいと思います。

また、来年度の工事予定でございますが、その工事で予定があるか、またスポーツ振興くじの助成金の

活用も考えられるのかもお聞きしたいと思います。よろしくお願いいたします。

〇議長（林 豊議員） 教育長。
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〔教育長 新井孝彦登壇〕

〇教育長（新井孝彦） ７番、 林議員のご質問のうち、子育て支援対策の１、認定こども園についてお答

えいたします。

子育て支援という大きな枠組みの中で、幼稚園、保育園、認定こども園、学童保育など子育ての環境整

備について、一体的に検討していくことが必要と６月の議会で答弁いたしました。その後の検討の取組の

状況ですが、今年の夏に先進的な園を視察訪問いたしました。８月25日には、横瀬町にある幼保連携型認

定こども園、秩父ほうしょう幼稚園を訪問しました。続いて９月２日には、幼保連携型認定こども園、お

がのこども園と併設しているおがの保育園を訪問しました。両園ともに認定こども園のよさや職員の指導

体制等について大変参考になることが多く、有意義な研修になりました。今後教育委員会では、公立幼稚

園の存在意義や在り方等につきまして、さらに先進地を視察する予定を組んでおります。

皆野町の今後の課題は、住み続けられるまちづくりであり、その担い手は子供たちです。とりわけ、皆

野町で過ごす幼少期は極めて重要で、幼少期における教育環境をいかにして整備していくかについて、建

設的な議論をする必要があると考えております。今後も引き続き研究、検討を進めてまいります。

なお、令和８年度の皆野幼稚園の入園希望者は８人でございます。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 健康こども課長。

〔健康こども課長 太幡和也登壇〕

〇健康こども課長（太幡和也） ７番、 林光雄議員から通告のありました質問事項１、子育て支援対策の

（２）、学童保育所についてお答えいたします。

学童保育所の受入れ体制整備ですが、指定管理者に広く職員募集を行うよう働きかけるとともに、心当

たりの方に声かけをし、職員の紹介を行いました。また、６月補正により、職員の処遇改善を目的に委託

料を増額し、職員の離職防止、人材確保に努めております。

次に、皆野町こども計画での利用見込みですが、少子化の進行により、令和９年度以降120人と推計し

ておりますが、共働きの増加など需要があることから、定員160人の受入れができるよう学童保育所と連

携協力してまいります。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 教育次長。

〔教育次長 白石純一登壇〕

〇教育次長（白石純一） ７番、 林議員から通告のありました質問事項２、皆野スポーツ運動公園整備に

ついてお答えいたします。

①のこれまでのご質問からの検討状況ですが、現在施設の調査、把握を進めている最中ですが、多くの

施設管理を抱える中、思うような進捗が見えておりません。引き続き取り組んでまいります。

②来年度の工事予定は、ただいま予算編成中ですので、実施の明言はできかねますが、トイレの洋式化

は順次進めたいものの一つであります。教育委員会所管の大きな建設事業の影響もあり、財源は潤沢では

ありません。スポーツ振興くじが対象になるものであれば、積極的に活用したい考えでおります。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 林光雄議員。

〇７番（ 林光雄議員） いろいろと答弁ありがとうございました。
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認定こども園について再質問させていただきます。８月に横瀬町、そして９月に小鹿野町へと、認定こ

ども園の視察を関係者でされたとお聞きいたしました。大変成果があったというお話も伺っておりますが、

この認定こども園は、地域の実情や保護者のニーズに応じての選択というのが可能で、幼保の連携型、幼

稚園型、保育園型、また地方裁量型、この４種類のタイプがあると聞いております。

そこで、町長にお伺いしたいのですが、今までこの認定こども園、町長も視察に同行されたようでござ

います。見てきた感想や、そしてまた今後の課題、視察した内容を踏まえていろいろ検討されると思いま

す。皆野町が実施する場合、どのようなタイプとなって、それを踏まえて事業実現に向けてどのような課

題、また検討していかれるのかお伺いしたいと思います。

〇議長（林 豊議員） 町長。

〇町長（黒澤栄則） ７番、 林議員からのご質問にお答えをいたします。

まず、園児の減少に伴って、幼保の一元化、また認定こども園化というようなところは、やはり議論が

必要だろうというふうに認識もしてございます。一方で、町として、まず幼児期の子供たちに何が必要か

ということ、次世代をどのように育成していくのかということ、その観点を整理することが重要だと考え

ております。これは小学校の統合の際と同様で、統合ありきというわけではなくて、子供たちにとって、

教育はどうあるべきかという議論から入らせていただいたものと同じかなというふうに考えております。

そのような中で、いわゆる子供を主語に置いた検討しなくてはいけないと思っているところなのですが、

先日民間の施設に伺ったときに、要は民間園では、例えば障害のある子供たちに対応しようと思った場合

に、やはり民間ではマンパワー、財源、様々な面で課題があって、対応し切れないでお断りするケースも

あるのですというようなお話もいただきました。ということで、そういった子供たちを受け止める役割は、

やはり公に頼らざるを得ない、そんな現状も園で聞いてまいりました。ということで、この点については、

町立施設の役割を考える上で大きな示唆であったなというふうに考えてございます。そういった部分も含

めて、今後どうあるべきなどということを、一定の方向性についてはいたずらに先送りせずに、一定の期

間のうちに定めていく必要があるだろうというふうには考えてございます。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 林光雄議員。

〇７番（ 林光雄議員） ありがとうございました。今後よく検討していただいて、よりよい方向に進めて

いただきたいと思います。

次に、学童保育所について再質問いたします。待機児童については、ご説明ありがとうございました。

分かりました。来年度の学童保育所入所の申込みが、11月末日で締め切られたかと思いますが、応募的に

は何人程度の学童が予定されているか、分かったら教えてください。

〇議長（林 豊議員） 健康こども課長。

〇健康こども課長（太幡和也） お答えいたします。

令和８年度の入所申請でございますが、11月30日締切りで受付のほうを行っております。皆野学童保育

所108人、国神学童保育所26人、計134人の申請がございました。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 林光雄議員。

〇７番（ 林光雄議員） ありがとうございました。皆野地域で108人、また国神で26人ということで、134人

ということで、今年あたりの募集の人員から見れば少ないということで、これならば全員の児童が、待機
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児童を出さずに済むかなという安心したところでございます。

また、先ほどから学童の令和９年度の募集人員を160名から120名にするのを、訂正されて160名で見直

すというお話もありましたので、安堵しているところですが、今後も待機児童を出さないような形での受

入れ体制を築いていただけたらと思います。

また、私は学童は町の直轄の事業として運営すべきだと思っております。これについて町長はいかがで

すか、お聞きしたいと思います。

〇議長（林 豊議員） 町長。

〇町長（黒澤栄則） ご質問にお答えをしたいと思います。

まず、昨年度といいますか、今年度といいますか、学童保育所のほうで実際に受け入れ切れなかったと

いう事案がありまして、この点につきましては、町としてもしっかりと責任を持って対応していかなくて

はいけないというふうに思っております。今後の学童保育所の運営につきましては、いかに安定した受入

れを行っていくかという部分から、受託先である明星保育園ともしっかりと意見交換を行って、必要な対

策を講じてまいりたいと思いますが、議員からご提案のあった町の直営というのですか、そのご提案も将

来的に選択肢に含めるべきかどうなのか、そこも踏まえて検討してまいりたいと思います。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 林光雄議員。

〇７番（ 林光雄議員） ありがとうございます。また今後ともよろしくお願いいたします。

次に、皆野スポーツ運動公園について再質問させていただきます。内容は分かりました。確かに教育委

員会の事業内容等は今大変豊富で、高額な工事も実施しているということで、内容的には大変だというこ

とは分かります。しかし、以前からも申し上げているとおり、運動するべき人たちが使いやすい、また安

全、安心して使える場所というのが必要だと思います。多く先送りすることなく、ある程度危険というよ

うなものが見えるような場所については、早急の対策が必要かと思います。その辺も併せてご検討いただ

きながら実施していただきたいと思います。

あと、以前にもこれは質問しましたけれども、野球場内の草の繁茂、草が大変ひどいということで、こ

れはどのように、今年あたりもそうですが、教育委員会で把握してどのような対応を取られるかお聞きし

たいと思います。

〇議長（林 豊議員） 教育次長。

〇教育次長（白石純一） お答えいたします。

野球場の除草につきましては、球場の周辺も含めまして草が繁茂する時期、春先から秋口でしょうか、

そこを中心に委託によって基本的には除草をしております。大会の実施時期ですとか、繁茂するタイミン

グ全てに合わせるのが、なかなか自然相手で難しい面もございますけれども、定期的な除草を常に念頭に

置いて取り組んでいるところでございます。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 林光雄議員。

〇７番（ 林光雄議員） 内容は分かりました。ただ、草刈り等については利用の団体等にも呼びかけて、

それで協力してもらうような形も必要かと思います。ぜひその辺も踏まえて、よろしく管理をお願いした

いと思います。

いろいろな事業を行う中で、教育委員会としては今後十分な検討をしていただく中で、町民がよりよい
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運動ができて、また活動ができる場所ということで、極力その辺をいろいろご検討していただき、ある程

度できるものは早めに対応していただくということを要望いたしまして、私の質問を終わらせていただき

ます。大変ありがとうございました。

〇議長（林 豊議員） 次に、11番、内海勝男議員の質問を許します。

内海勝男議員。

〔11番 内海勝男議員登壇〕

〇11番（内海勝男議員） 11番、内海ですが、皆野町の11月１日現在の人口は8,724人、前年同月に比べて、

185人減少し、過去10年間で1,570人以上減少しております。また、先ほど 林議員からも述べられました

が、昨年の出生数は過去最少の22人でありました。今年も12月５日現在17人で過去最少が予想され、少子

化、人口減少に歯止めがかかっておりません。こうした状況は、皆野町に限らず、ほとんどの地方自治体

にとって同様であり、少子化、人口減少対策は最重要課題であります。全国の出生者数においても、2024年

は統計史上初めて70万人を割り込み、68万6,173人、2025年も少子化に歯止めがかからず、過去最少の65万

人程度と予想されております。

岸田元首相による異次元の少子化対策として、昨年10月から児童手当の所得制限撤廃や、高校生までの

支給年齢引き上げなどを実施していますが、成果は上がらず、その財源として子育て世代も含め、2026年

度から医療保険料に子育て支援金の上乗せするのでは、少子化に歯止めがかかるどころか、さらに悪化す

ることになります。若い人たちが安心して働き、結婚、出産、育児ができる賃金をはじめ、労働環境や社

会環境整備など、抜本的な少子化対策が求められております。にもかかわらず、女性で初めて総理大臣に

なった高市早苗首相は、厚生労働大臣に労働時間規制の緩和の検討を指示するなど、少子化対策にも逆行

する反動姿勢であります。また、多くの勤労大衆の生活は低収入や低年金の中、物価高騰や消費税をはじ

め、各種保険料の負担増などで生活の困窮は一段と強まっております。

こうした中、高市首相は所信表明演説で、強い経済を構築するため戦略的に財政出動を行うとして、Ａ

Ｉやデジタル造船業再生や防衛産業など、大企業や軍需産業などに積極投資を行おうとしております。特

に防衛費を2027年度ＧＤＰ比２％、約11兆円目標を２年前倒しして、今補正予算で防衛関連費を含め１兆

1,000億円を増額し、約11兆円の軍拡予算案となっています。また、世界で唯一の戦争被爆国の国是であ

る核兵器を持たず、作らず、持ち込ませずの非核三原則を堅持し、核兵器禁止条約に即時署名、批准すべ

き日本政府であるのにもかかわらず、高市首相はアメリカの核兵器を持ち込むための非核三原則見直しを

与党内で開始するなど、まさに高市極右政権と言わざるを得ません。

また、最優先課題である物価高対策については、ガソリン税の暫定税率廃止は行うも、子供１人当たり

２万円給付の子育て応援手当や冬期間の電気、ガス代の補助、そして重点支援地方交付金を活用したお米

券の配布等々、一過性でばらまき的な補正予算案であります。物価引下げの消費税減税は行わず、637兆

円を超える企業の内部留保や高額所得者への増税には手をつけず、今補正予算の歳出規模は18兆円を超え、

歳入のうち11兆6,960億円の国際通貨発行で賄うものであり、今年度も40兆円を超える国債発行で将来負

担を強いる高市内閣であります。憲法無視の軍事費に貴重な税金を浪費させることなく、防衛費を削減、

縮小し、また一極にため込まれている莫大な内部留保等を還元させ、抜本的な少子化対策や安心して暮ら
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せる年金制度改革、医療、介護、教育など社会保障の充実に向けた政治の転換が常に求められておるかと

思います。

皆野町においても、少子高齢化、人口減少による地域経済の縮小、また公共施設の老朽化対応など、厳

しい行財政にあろうかと思いますが、多くの町民の願望は、若い人たちが夢と希望を持ち、この地域に定

着し、安心して働き、少子化や人口減少に歯止めをかけ、老後においても安心した暮らしができる、そう

した持続可能な地域社会の構築にあろうかと思います。そのことが、黒澤町長が掲げる対話、チャレンジ、

幸せの向上とマッチングするのではないでしょうか。

それでは、通告に基づき質問を行います。１項目めの来年度予算編成についてであります。（１）とし

て、ただいま申し上げたような状況下、来年度予算編成に向けた基本的な考え方と重点施策についてお伺

いします。

２点目ですが、地域活性化や少子化、人口減少対策についてどのような施策が検討されているのか、お

聞きいたします。

２項目めの小学校統合に向けた通学方法についてであります。その１点目として、町営バスや路線バス

の活用についてであります。今年５月に示された小学校統合に関する基本方針及び基本計画の中での通学

条件として、統合により遠方通学となる児童のため、スクールバス等の導入を検討します。スクールバス

等の導入については、路線バスを基本とし、デマンド交通で補完するなど、町公共交通を最大限活用しな

がら、児童の安全な通学手段となるよう慎重に調査検討を行います、このような計画でありました。

その後、10月23日開催の議会全員協議会において、小学校統合後の通学方法案が示されました。統合に

より通学距離が延びる児童のうち、皆野小学校までの通学距離が2.5キロメートル以上となる場合、遠方

通学としてバス等による通学としますとの基本的な考えが示され、日野沢、金沢地区については、児童の

登下校に合わせた町営バスのルート、ダイヤの変更を図る、三沢地区については、スクールバスを新たに

導入し、乗降場所は最寄り集合ポイントとしますとの案が示されております。

そこで、伺いたいと思います。現状、三沢地区経由の西武バス路線が運行されております。この公共交

通を利用した通学方法の検討はどのようにされてきたのか。また、この路線バス活用に向けて、再検討を

する考えについてお聞きしたいと思います。

（２）の２点目になりますが、下校時の対応として、学童保育所の活用と施設整備についてであります。

11月28日開催の議会全員協議会において小学校統合準備業務計画が示され、その中で放課後児童の対応と

して、現在の学童保育所に２か所について、小学校統合に合わせて皆野学童への統合を検討する、施設改

修や人員配置の調整を行い、必要な児童が利用できるよう整備する、このようになっておるかと思います。

先ほど来からも、この学童保育所についての質問、また答弁もされておりますが、今後も共働き家庭が増

えることが予想され、また小学校統合によって新たな入所希望者も増えることが予想されます。ちなみに、

現状におきましても、三沢小学校から学童保育所の利用児童は５人であります。全校児童の４分の１に当

たる方が三沢小学校までタクシーが迎えに行って、今現在国神学童保育所で利用をしているようです。こ

うした状況の中で、学童保育所の受入れ体制と施設整備についてどのような考えかお聞きしたいと思いま

す。

〇議長（林 豊議員） 町長。

〔町長 黒澤栄則登壇〕

〇町長（黒澤栄則） 11番、内海勝男議員から通告のありました質問事項１、来年度の予算編成についてお
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答えいたします。

まず１つ目、予算編成に向けた基本的な考え方と重点施策についてでございますが、人口減少、少子高

齢化が進行する中にあっても、本町では目線を上に上げ、対話、チャレンジ、幸せの向上のサイクルを基

本姿勢とした町政運営を行ってまいりました。これまでの取組は、社会の変化に対応しながら、時代に合

った行政サービスをどのように実現し、将来にわたって維持していくかを基本に進めてきたものでござい

ます。ふれあいプール・ホットの廃止や小学校の統合につきましても、単なる縮小を目的としたものでは

なく、将来を見据えた行政サービスの確保と質の向上を図るための決断でございます。

また、新学校給食センターの建設や地域公共交通におけるデマンドタクシーの実証運行など、長年にわ

たり懸案とされ、町民や議会から改善の声が寄せられていた分野において、具体的な取組に着手すること

ができたものと受け止めております。こうした流れを踏まえ、令和８年度の予算編成におきましても、引

き続き小学校の統合準備や新学校給食センターの建設に取り組むとともに、地域公共交通の利便性向上に

向け、デマンドタクシーの本格導入や町営バス路線の見直しなど、具体的な取組を着実に前へ進めてまい

ります。その上で、町の将来を見据えた新たな取組にもチャレンジしてまいります。

その一つが、道の駅みなのの大規模リニューアルでございます。町外から人を呼び込むための施設とし

てだけでなく、農業や産業の出口として地域にお金が循環する拠点として位置づけ、地域経済の活性化に

つなげていきたいと考えております。あわせて、町民が集い交流し、まちの魅力を内外に発信するととも

に、町民のコミュニティーの場としても活用できる施設となるよう、機能の充実を図ってまいりたいと考

えております。

また、現在策定中の第３期皆野町まち・ひと・しごと創生総合戦略においては、一人一人が主役になり、

みんなで幸せを育むまちというビジョンを掲げております。子供も大人も町民も企業も、そして役場もそ

れぞれの立場でまちづくりに参画し、幸せの向上につなげていくという姿勢を明確にしたものでございま

す。その実現に向けた施策につきましても、来年度の予算編成の中で着実に反映させてまいりたいと考え

ております。

次に、２つ目、地域活性化や少子化、人口減少対策の施策についてでございますが、少子化、人口減少

が進行する中で活力ある地域を維持していくためには、若者や女性にも選ばれる地域となることが重要で

あると考えております。若者や女性の人生設計の中で、皆野町で暮らし、働くという選択が後押しされる

よう、やりがいを感じられる魅力ある職場環境の創出や、結婚、出産、子育てがしやすい環境づくりに取

り組んでまいります。あわせて、性別や年齢による固定的な役割意識や思い込みにとらわれることなく、

多様な立場の人が活躍しやすい、働きやすく暮らしやすい地域づくりを進めてまいりたいと考えておりま

す。

また、引き続き関係人口の創出にも取り組んでまいります。イベントやボランティアなどの地域行事へ

の参加を通じて町に関わる人を増やすことは、地域の活力向上につながるとともに、若者同士の出会いや、

新たなつながりの創出にも寄与するものと考えております。なお、具体的な事業や取組につきましては、

現在編成作業を進めております令和８年度予算案の中でお示ししてまいります。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 教育次長。

〔教育次長 白石純一登壇〕

〇教育次長（白石純一） 11番、内海議員から通告のありました質問事項２、小学校統合に向けた通学方法



- 42 -

についてのご質問にお答えします。

経緯を含めてお答えしますので、ご質問と重なる部分、ご容赦いただきたいと存じます。まず、①のス

クールバス導入ではなく、路線バスの活用を図るべきといったご質問についてです。皆野町地域公共交通

計画の中で、通学に利用できる路線バスへの再編がうたわれており、それを踏まえて公共交通を所管する

総務課とのダイヤ改正の可能性等の協議をいたしました。それを経た上で、統合に関する基本方針でスク

ールバス等の導入検討を盛り込み、その後小学校統合準備委員会での協議を重ねた上で、三沢地区の児童

の登下校にはスクールバスを活用するといった結果になったものでございます。このような経緯から、現

路線バスに検討を差し戻す考えはございません。

②の下校と学童保育所利用の関係ですが、放課後児童が下校した後に学童保育所を利用するか、速やか

に帰宅するかは、保護者の選択によるものと考えております。帰宅する手段にはスクールバスが必要です。

乗降場所と自宅までの安全確保については、学校、保護者、地域の連携に十分配慮してまいりたいと考え

ます。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 内海勝男議員。

〇11番（内海勝男議員） では、何点か再質問させていただきたいと思います。

来年度予算編成についての町長の基本的な考えとしては、人口減少なり、また少子高齢化が進行する中

にあっても、住民福祉の向上なり、また地域活性化のために、将来を見据えたまちづくりを進める、この

ことが基本にあるようです。そこで、重点施策の中でも、また午前中の町長の挨拶の中でも触れられてお

りました道の駅みなの大規模リニューアルについて、関連を含めて再質問させていただきたいというふう

に思います。

この件につきましては、既に10月の議会全員協議会においても、この構想が示されております。この中

では、令和８年度は町長直轄として道の駅みなの再開発準備室を設置して、機能や直売所建て替え方針、

官民連携、運営方法等の調査研究を行い、関係者による協議会を立ち上げる、このような方針が示されて

おりました。私も毎年町政要請の中で道の駅みなの、この整備拡充を要請してきておりますので、この構

想自体に大きな異論はありませんが、現在道の駅への出入りや駐車場の混雑緩和策として、秩父方面への

迂回路として町道の改良工事が進められているかと思います。また、駐車場の拡張等は、早期整備が望ま

れている課題だというふうに認識しております。

しかし、道の駅みなのの大規模リニューアルは、数年度にわたる大規模な構想のようです。その中でも、

先ほど答弁の中でもありましたが、コミュニティー施設の併設、この件についても構想としてあるようで

す。そして、町民が集う場所、交流する場所の設置、括弧して「場合によっては公民館機能の移転など」

と示されております。私は、公民館等は、町民が利用しやすい中心市街地等に整備すべきと考えますし、

この間といいますか、以前から中心商店街の活性化を含め、秩父音頭と俳句の町にふさわしい文化、観光

施設の整備を要望してきております。こういったことからも、町長として、この中心市街地や商店街の活

性化についてどのような考えをお持ちなのか。また、以前この場でも取り上げさせていただきましたが、

秩父音頭発祥の場所であります国登録有形文化財に指定されております壺春堂への支援について、現状と

今後の方針について、町長の考えをお聞きしたいと思います。

〇議長（林 豊議員） 町長。

〇町長（黒澤栄則） 11番、内海議員からのご質問にお答えしたいと思います。
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中心市街地の活性化ということで、いわゆる壺春堂等を核としたというようなことで、議員からもかね

てから提案をいただいていたかと思いますが、壺春堂の部分については兜太・産土の会、また所有者であ

る金子さんのほうとも意見交換、また今後どうしていこうかというような相談の場を具体的に持たせてい

ただいております。この話合いというのは、今後具体的に継続をしていきましょうというようなお話もさ

せていただいているところでございます。

これも以前にお話ししたとおりなのですが、施設だけを改めても、やはりそこに活動する熱意のあるキ

ーパーソンの方がいらっしゃらないと、この取組は続いていかないよというようなお話も、その関係の皆

様と共有させていただいているところでございます。ただ、町としても今回の秩父音頭まつりを実際に開

催するに当たって、どういうふうに秩父音頭、秩父音頭まつりというものを、皆野町に今後位置づけてい

くのだという話もさせていただいて、町民共有の文化にしていこうということで掲げさせていただきまし

た。ということで、壺春堂についてもこれまではキーパーソンが見つかってくる、ソフト的な盛り上がり

が出てくるまでは、ハードの設備は見送りましょうというお話をさせていただいていたのですが、秩父音

頭を町民共有の文化にするのであれば、壺春堂の活用というものも具体に検討していきましょうというこ

とで、足を踏み出させていただいたものでございます。ということで、施設の老朽化等も含めて今後しっ

かりと検討してまいりたいと思います。

そういったことを含めながら、中心市街地の活性化についても併せて検討していきたいと思いますが、

土地といいましょうか、今ある物件、実際にお貸出しをいただけたらありがたいなということで、企業の

誘致等に取り組んだこともあるのですが、そのときには、まだ使用しているのでということでお借りでき

なかった経緯もありますので、そういった今建物、土地を持っている方々とも意見交換をしてみたいとい

うふうに思います。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 内海勝男議員。

〇11番（内海勝男議員） ありがとうございました。いずれにしましても、地域活性化ということになろう

かと思うのですが、令和６年の皆野町の入り込み客数は45万人、両隣にあります長瀞町は320万人、秩父

市は533万人と、これに比べ大変大差の状況にあります。その要因としては、神社を含む観光名所なり、

また観光施設が少ない、こういったことがあろうかと思いますので、ぜひ道の駅みなのを大規模改修とい

いますか、リニューアルですか、そういったことはありますけれども、あそこに来た方というのは、道の

駅を開設する前に比べたら大変多くなっておりまして、直売所のレジを通過した方のみでも二十数万人を

数えています。そういった方を町なかのほうに呼び込む、そういったための施設整備は大変重要かなとい

うふうに思っております。ぜひ中心市街地なり、また商店街の活性化を図る上でも、中心市街地に文化、

秩父音頭と俳句の町にふさわしい、例えば先ほど来からも図書館の件も常山議員からも出されております。

できれば公民館なり図書館なり、そういった施設を併設した文化観光施設、こういったことを整備を図る

ことが必要かなというふうに思っています。ぜひこの件についても検討をしていただきたいというふうに

思います。

また、先ほど答弁いただきました壺春堂の関係ですが、ぜひ秩父音頭発祥の場所でもありますし、また

国登録有形文化財にも指定されておりますので、相談の場所を持っていただいているということなのです

が、ぜひ積極的に町のほうから働きかけていただきまして、補助なり支援を強めていただきたい、このよ

うに要望させていただきたいと思います。



- 44 -

続いて、少子化なり人口減少対策の施策についてですが、これも関連を含めまして再質問をしていきた

いと思います。町長からも第３期の皆野町まち・ひと・しごと創生総合戦略の件が触れられておりました。

現在、検討段階だということだと思うのですが、子育て支援の関係で子育て世帯の定住促進策ですか、も

う既に皆野町としては子育て世帯定住促進奨励補助金の制度がありますが、新たに子育て世帯への家賃補

助が検討されておるようです。ぜひ来年度予算も含めてこうした施策を実施していただきたい、このよう

に思っております。

また、新たな子育て支援策として、幼稚園の給食費無償化についてであります。この件について町長の

考えをお聞きしたいと思うのですが、国においては2026年度より小学校の給食無償化を、自治体へ一部負

担を含みつつ、やっと来年度から行う予定のようです。自治体には無償化交付金が交付される、このよう

な動きになっております。皆野町は2023年度より小中学校給食無償化を実施してきておりますが、その当

時、次は幼稚園の給食費無償化をしてもらいたいと、こういった要望も出されておりました。子育て支援

の一環として、来年度から幼稚園の給食費無償化について、町長の考えをお聞きしたいと思います。

〇議長（林 豊議員） 町長。

〇町長（黒澤栄則） お答えしたいと思います。

現時点、幼稚園の無償化についてということでの明確な見解を持ってございません。小学校の給食費が

国のほうであてがってもらって、無償化になった財源をどこに使うのか、これは政策の優先順位の中で決

めていくことではありますが、いわゆる子育ての給食費として財源が来たものであれば、子育て支援策に

使っていくのが一つの方向性にはなるのかなとは思っておりますが、ただ子育て支援策として無償化がよ

いのか、どういうものがよいのかというのは、予算編成もしくは別のところできちんと検討して決定して

まいりたいというふうに思っております。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 内海勝男議員。

〇11番（内海勝男議員） 来年度からの３歳児から５歳児の幼児数、約100人ぐらいでございます。幼稚園

の給食費同額を他の園児にも補助した場合でも、年間総額約450万円程度の補助で済むかと思います。国

からの小学校給食交付金、これで十分賄える金額かなというふうに判断するのですが、十分検討していた

だきまして、来年度から幼稚園の給食費無償化を実施できるように要望させていただきたいと思います。

２項目めの小学校統合に向けた通学方法についてなのですが、バス路線を使うかどうかということにつ

いて総務課のほうと検討する中で、こうしたスクールバス導入に踏み切ったということのようですが、少

なくともこの西武バスの路線運行に当たりまして、町として毎年900万円前後の地域乗合バス路線確保対

策補助金を補助しています。今回のスクールバスの導入につきましては、そのスクールバスの購入費や維

持管理費、また運行管理費等々多額な予算が必要になろうかと思います。この西武バスの例えば時刻表な

りダイヤの変更等を踏まえて、西武バスと交渉なり、そういったことをされた経過があるのかどうか。

〇議長（林 豊議員） 総務課長。

〇総務課長（新井敏文） お答えいたします。

西武観光バスにつきましては、公共交通の協議会、それから分科会にも２名の方が委員として参加して

いただいております。西武観光バスの運輸計画部長、それから秩父営業所長が委員として入っていただい

ております。その中で、当然西武三沢線をスクールバスとして活用するという方向で、当初は検討を進め

てまいりました。また、今現在のダイヤにつきましては、ちょうど小学校の下校時刻、２時台、３時台の



- 45 -

運行がございません。そうしたことから、西武観光バス委員さん等も通じまして、この時間帯に運行して

いただきたいと、ダイヤの変更をお願いしたところでございます。

その結果、１路線というのですか、１ダイヤであれば対応ができるという回答はいただいております。

ただ、三沢線だけの問題ではなくて、秩父地域全体で車両の配車、ダイヤの組替え等を行う必要があると

いうことで、例えば低学年、高学年の２時台、３時台の２ダイヤの確保、これは難しい、現実的には困難

だという回答をいただいております。そうした状況も踏まえまして、教育委員会におきましては学校のほ

うと検討した結果、１ダイヤでは下校に十分対応できないという判断をしたものでございます。

以上です。

〇議長（林 豊議員） 内海勝男議員。

〇11番（内海勝男議員） ２ダイヤといいますか、低学年なり高学年の下校時刻に合わせた形での２ダイヤ

の変更、それは難しいと。ただ、１ダイヤだったら可能性があるというようなことのようです。この西武

バスの路線で、皆野小学校前が停留所になっているのです。例えば下校時間に合わせる形で、低学年の方

が高学年の下校時に一緒にバスで１ダイヤで帰れるような形で、その間低学年を放課後子ども教室ですか、

学校内にそういった児童が過ごせる居場所として放課後子ども教室等を検討する中で、例えば１ダイヤに

集約するとか、そういった方法が取れるのではないかと思うのですが、それらの検討が可能なのかどうか、

再度お聞きしたいと思います。

〇議長（林 豊議員） 教育次長。

〇教育次長（白石純一） お答えいたします。

まず、先ほどの答弁の繰り返しになりますが、学童保育所に関してはバス待ちの手段ではなくて、学童

保育所を利用する、また速やかに下校する、そこは保護者の選択というふうなお答えをさせていただいた

ところで、学童保育所についてはそういうふうに考えております。

また、放課後子ども教室ですけれども、こちらも新たな対応を組み立てる必要もございますし、そもそ

もですけれども、放課後子ども教室はバスを待つ手段のためのものではなくて、放課後の子供の居場所づ

くり、また趣旨が違うといいますか、そういったものというふうにも捉えておりますので、バスに関して

のものではないというふうな捉え方でございます。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 内海勝男議員。

〇11番（内海勝男議員） 先ほど常山議員からの質問の中にありましたが、小学校を統合することによって

町職員の関係、例えば放課後子ども教室、そういったところを開設して、そこの指導してもらうといいま

すか、面倒見てもらう、そういったことも可能だと思うのです。少なくともバスの待ち時間のための放課

後子ども教室ということではないというふうな言い方されているのですが、いずれにしても放課後の子供

の居場所として、そういった制度があるわけですから、これは教育委員会としてできる課題だと思うので

す。それらも含めて、ぜひバス路線、登校の時刻を見ますと、現在より10分ぐらい遅くすれば、皆野小学

校に着くのが約８時頃、そういった時刻表になっています。その登校時刻表を若干遅くするとか、また下

校の時間を２ダイヤということではなくて、低学年と高学年の方が同時に１本でもいいですから、帰れる

ようなダイヤをぜひ西武バスと交渉していただいて、できる限り路線バスを活用するような方向を検討し

ていただきたいというふうに思います。

また、そのことによって、西武バスも路線バスの存続ということにもつながると思いますので、少なく
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とも毎年900万円も町から西武バスのほうに補助を出しているわけなのですから、その有効活用をぜひ、

差し戻して検討は難しいという答弁なのですが、少なくともこの通学方法、プランについては、今後保護

者向けの説明会を行って３月の統合準備委員会で最終決定する、このような予定のようです。その前に再

度西武バスとのダイヤの変更を含めて検討を、それと同時に低学年が高学年が帰るまでの間の放課後子ど

も教室、この設置等十分検討していただきたい、このように要望させていただきたいと思います。

それと、学童保育所の関係なのですが、統合後についても皆野学童保育所、統合して定員160人で考え

ているということであります。ぜひそういったことで、先ほど申し上げたのですが、現在でも三沢小学校

の児童５名が、タクシーで迎えに行って国神学童保育所でお世話になっていると。三沢小学校が９年度か

ら皆野小学校に統合になった場合、この学童保育所を利用する、そういった形も増えることが予想されま

す。私はできる限り学童保育所を利用してもらったほうが、児童の安全といいますか、帰りは保護者が迎

えに行くわけですから、そういったことのほうがよろしいかなという考えを持っています。これは保護者

の意向によるということなのですが、それはそれにしても希望される児童が受け入れられる、そういった

体制を、設備面ではそういうふうに160人定員ということで考えているようです。ぜひそういったことも

含めまして今後の対応していただきたい、このことを要望して私の一般質問を終わります。

〇議長（林 豊議員） 次に、12番、宮原睦夫議員の質問を許します。

宮原睦夫議員。

〔何事か言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） このままやります。

〔「ちょっと時間かかるから休憩取ればいい」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 休憩取ります。時間がかかる。

暫時休憩いたします。

休憩 午後 ２時４７分

再開 午後 ３時０５分

〇議長（林 豊議員） 休憩前に引き続き会議を開きます。

次に、12番、宮原睦夫議員の質問を許します。

宮原睦夫議員。

〔12番 宮原睦夫議員登壇〕

〇12番（宮原睦夫議員） 12番、宮原睦夫です。通告に基づきまして一般質問を申し上げます。

ご承知のように日本の政治、経済等も非常に厳しい状況下にあるわけでございます。その中におきまし

て、自民党と維新との連立政権、高市政権が政府においては発足したわけでございます。高市政権も高支

持率の下に、順調に今諸課題に取り組んでいるところでございます。

我が皆野町におきましても、黒澤町長が就任しまして約２年近くになるわけでございます。その中にお
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きましては、黒澤町長も積極的に町政に取り組んでいただきまして、いまだかつて歴代の町長ができなか

ったこと、これは温水プールの廃止でございます。これを、まず黒澤町長は廃止に向けて取り組んだこと。

それと小学校の統合につきましても、積極的に歴代の町長ができなかった。これらについても結論を出し

たと。統合するということで、順調に総意発展したことに対しましては、私も黒澤町政に対しまして高評

価を申し上げるところでございます。しかしながら、まだまだ私から見ると物足りない点あるいは疑問点

等がありますので、一般質問を申し上げさせていただきます。私の通告は、今回は９点ほどありますが、

じっくり質問させていただきますので、よろしくお願いいたします。

まず最初に、地域おこし協力隊及び地域活性化起業人についてご質問させていただきますが、この協力

隊等につきましては、何で私が質問するかというと、一般町民からこの協力隊についてよく分からないと。

私もよく分からないので質問するわけですけれども、恐らく参与席の諸君だって、担当課長は分かると思

うけれども、あとの課長さんはほとんど分からないと思います。我々議員だって分からないのだから。だ

から、今回これについて私は質問申し上げますので、よろしくお願いいたします。

まず、この協力隊につきましては、質問前に企画財政課長には、この質問しますので、業務内容等につ

いて細かく資料を出してくれということをお願いしましたところ、ただのＢ４の１枚だけ企画課長は私に

出してきた。これについては、この事業は年間で5,700万円もかけているのですよ、事業として。国の補

助金が来ているかもしれない、それはよく分かります。しかしながら、町の税金だって出ている。この点

についてご質問して細かい説明を受けて、どういう成果があったか聞きたかったわけですけれども、これ

をやると私の持ち時間ぐらいはかかってしまうので、まずこの細かい説明等と、成果については、来年１

月になりましたら全員協議会等を開いて、議員と参与席の諸君も一緒になって勉強したいのです。だから、

全員協議会をまずは議長に申入れしますので、ぜひ１月になりましたら議長は諮っていただきたいと思い

ますが、よろしいでしょうか。

〇議長（林 豊議員） 各議員を含めても、地域おこし協力隊の事業についてはいろいろと勉強をしたい

ということもありますので、来年になりましたところで全員協議会を開かせていただきまして、一緒に勉

強させていただきたいと考えております。

〇12番（宮原睦夫議員） それでは、ぜひひとつ全員協議会をお願いしたいと思います。

それでは、この第１項目につきましては、その中の一つとして、私は毎日見ておりますのですけれども、

産業観光課関係から移住の関係で、町から企業支援として100万円出資しているということにつきまして、

これは多分私の知る範囲では、大和屋写真館の跡地にお土産店を設置したということに対する補助金だと

思いますが、私は今までにいろんな事業もやってきまして、どう見てもあの地域に、今の現在の皆野町の

状況の観光事業から見ても、ほとんど観光客は来ていないのです。私はあそこを毎日通って、何回となく

よく見ていますけれども、お客さんだって開店してから何人も入っていないですよ、店に。私は、次に質

問しますけれども、桑の葉の事業も、これも100％駄目だから止せと言ってきた。今回のこの金額は少な

いですけれども、100万円の補助金だって、よく考えてみてください。あそこでお土産店をやって成功し

ますか。見込みのあるものならやったっていいですよ。私はどう見たって100％駄目だと思います。これ

に対して、まずは担当課長の説明を求めます。この点についてはこれだけにして、来年の全協で質問しま

すので、よろしくお願いいたします。

次に、一昨年からやってきました桑の葉の事業について質問いたしますけれども、この事業につきまし

て、これは国の補助金が約1,700万円、町の持ち出しが300万円、これでスタートしたと思います。この事
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業についても私は議会でも取り上げまして、100％駄目だから止せと言ってきた。それにもかかわらず、

執行部はこの事業もやって、今現在どうなっていますか。全然何もやっていないでしょう。大失敗ですよ、

この事業について。これについても私が100％駄目だと言ってきているのに、何一つその経過報告もない

し、いまだかつてどうなっているか分かっていない。今現状はどうなっているのですか。100％やってい

ないでしょう。まず、この説明をお願いします。

次に、長生荘の風呂、カラオケ等について、私はいつも質問して、早くやめろということを申し上げて

きたわけです。この点については前回の議会では、アンケート調査をして答えを出すと、返事を出すとい

うことでございましたが、これについてどういうアンケート調査をして、どういう結果を得たのか、取り

あえず説明を求めます。

それと、おとといですか、あの風呂で死亡事故があったわけです。ちょうどいい機会ではないですか。

私は何年も前から、あの事業はやめろと言ってきているのです。はっきりした答えをお願いします。

次に、秩父音頭まつりで来賓の接待について、庁舎の２階の会議室で昨年度からやっていますけれども、

これにつきましては、この役場庁舎をつくるときには２階のアーケードについては、あれは秩父音頭まつ

りをするために造ったアーケードなのです。それを一部の反対があったからといって、あそこで来賓の接

待はやらないようになったわけです。これらについて、お祭りには酒や飲食は付き物なのです。一部から

反対意見が出たからといって、すぐそれをやめるようでは駄目ですよ。造ったときの町長は山田町長です。

墓場で泣いていますよ。これについてどう考えているか。改善してあれは大いに利用するべきだと思いま

す。

次に、音頭まつりで９月の広報の表紙の写真でも、誰が見ても分かりますよね。見た人はみんな分かる

と思います。櫓の中心のちょうちんが曲がっているのです。これについて私はお祭りの３日前に気がつい

て、担当課長に申し上げた。ちょうちんが曲がっているから、ちゃんと真っすぐに直したほうがいいよと

いう課長に申入れをしておいた。それにもかかわらず、担当課長は何をしていたのですか。直しもしない

で、おかしいでしょう、そんなことでは。これについてまず答弁してください。

それと、この９月の広報は、まずちょうちんが曲がっている。これは企画財政課長にもすぐ申し上げた。

広報を作るときにも、配慮が足りないからこういう曲がったまま載せるのですよ。それは企画課長、よく

私から指摘したから分かっているでしょう。

それと、それならまだいいのだよ。その次の12月の広報、これ見たですか、この写真、曲がったままの

写真が載っているのだよ。こんなことでは企画課長、配慮が足りな過ぎるよ。駄目だよ、こんなことでは。

仕事をする上の配慮が足らな過ぎる。もっと勉強してしっかりやってください。どういうことで直さなか

ったのか、答えてください。

それと、次に町の主催の事業について、先日戦没者慰霊祭がございました。メモリアルホールで行った

わけでございますけれども、このメモリアルホールでやった会場というのは、とてもすばらしかった。そ

れに伴って、ご承知のようにあれは２列に慰霊者遺族あるいは来賓が並んだわけです。それについて、ま

ず町長が失敗したのは、入ってきて町長は式辞の前に左側だけは挨拶をした。そうしたら我々は右側にい

たのだけれども、挨拶しなかった。それで、今度は式辞を読んで、式辞が終わったら何を考えたか、折り

畳んで胸のポケットに入れて帰ってきてしまった。これだけならまだいい。それに伴って議長も同じこと

やった。これは一つの事業として、姿勢として間違いです。国の慰霊祭の写真、テレビ放送を見たって、

全部みんな式辞、来賓の言葉等はみんな祭壇に上げるのです。それで帰るのが常識になっているのです。



- 49 -

この常識的なことすら町長、議長はできなかったことに対して、どうに考えているか答弁してください。

次に、この事業については、先日行われた町のふれあいまつり、これの表彰式についてです。この表彰

式につきましては、文化会館で行われたわけでございますけれども、文化会館の中に受賞者が約10名、祭

壇には主催者をはじめ、議員代表を含めて約30名弱、祭壇に30人いて、下のほうに10人、それで表彰式を

やったのです。こんな事業のやり方していたら大間違いですよ。来賓の県議会議員２人が来て、10人の前

に祭壇で挨拶して、何を挨拶できるのですか。これは基本的、根本的に町の主催者の間違いです。こうい

う間違いが起こることについては、配慮が足りないから起きる。

だから、今後の問題として、執行部はじめ、こういった事業等については、ビデオテープ、スマホだっ

て今撮れるのだから、そういうものを撮っておけば、次にやるときには間違いないのだよ。我々議会議員

だっていろんな会場へ呼ばれたりするときに、服装だってネクタイだって間違うことだってある。だから、

そういうことを執行部の皆さんも、我々議員だって、議員の姿勢として注意しなければならない、配慮し

てやらなければ、そういうことを私は考えるから、今後の問題として執行部、議会も間違えないような式

典の服装、言動を取っていただきたいと思うから、あえてこれを取り上げたわけでございますので、町長

の考えをひとつお聞きしたいと思います。

次に、町所有の公用車が何十台かあろうかと思いますけれども、これらについても公用車の購入等につ

きましては、町の業者育成の面からも、やっぱり町の企業を使うべきだと思うのです。メーカー直でなく。

そうすれば、町の業者だって多少潤うのです。ぜひそういう形を考えていただきたいと思います。

それと、町の公用車について、ドライブレコーダーが１台もついていないという話を聞いたのです。こ

れはおかしいですよ、どうに転んだって。こういう小さいことからひとつ配慮してください。万が一事故

等あったときには、ドライブレコーダーがあれば非常に参考になると思うのです。これについてひとつ総

務課長、答弁願いたいと思います。

次に、町職員の待遇改善について、私は前々から、職員に対しては福利厚生費を出してやってくれとい

うことを申し上げてきました。それと職員の給料、ご承知のようにラスパイレス指数は埼玉県下で一番下

なのですよ、いまだかつて。この改善もなされない。では、どうしたら職員が残るか。恐らく、昨日聞い

た話なのですけれども、来年あたりは７人も止すような話も聞いているのです。それはどうか、私は聞い

た話ですから分かりませんけれども、相当数辞めるということです。これはやっぱり待遇が悪いからなの

です。交際費で出せなかったら、出す方法は幾らもあるのです。夏季手当だっていいし、冬季手当だって

出せるし、例えば衣食代として払ってやったっていいのだよ。出し方は幾らもあるのだ。ぜひその辺のと

ころを考えてください。これは副町長、答弁してください。

次に、町の工事の入札結果について、最近大変不自然な入札結果が多いと私は見ております。まずは、

金沢の町道の関係、次に三沢の工事、それと町内の工事と、それと給食センターもそう。業者の悪い言葉

で言えば、これ通称たたきっこというのです。このたたきっこについて、やはり予算から２割も切って大

体たたきっこというのは落札しているのです。これではいい工事はできないですよ、町の工事は。その点

について、まず副町長に答弁していただいて、その後担当建設課長、２割も切って工事をしていい仕事が

できるわけないでしょう。それに担当課長としてはどういう考えを持っているか、お聞きしたいと思いま

す。

それと、教育長にもお尋ねしますけれども、今給食センター工事中でございます。これらについてだっ

て、正直言ってあの入札もたたきっこなの。ご承知のように２割も切っている。１億8,000万円も切って
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しまっている、入札予定額から。それで今工事始まっていますけれども、しっかり監督しなかったら、い

い仕事できないですよ。あとは業者はみんなはしっこいですから、設計変更を必ず求めてきますから、工

事に対して。その辺ところは留意してください。これもどういう考えでいるか、教育長にも考えをお尋ね

します。

それと、町の諸事業の立案及び設計等について、この点についてはまずはいろんな事業を立ち上げる場

合には、やはり１つの課だけではなく、執行部をはじめあらゆる参与席の諸君の意見を取りまとめ、それ

で計画立案をしたら、これは一番いいと思うのです。一番まずかったのは、去年の給食センターです。あ

の計画なんか、当初は12億円ですよ、予算が。それで、給食センターに２階も造ったり、見学室まで造る

ということの設計だった。そんなのは駄目だと言ったら、今度は２億円も安くなった。その後またもっと

安くなるからといって、私が言えばもっと安くなるのだよ。それで結果的に幾らで入札しました。工事の

たたきっこもあったから、７億幾らだったでしょう。これについては副町長、建設畑に長かったのだから、

よくそういった状況は分かると思いますので、どういう考えでいるか答弁を願いたいと思います。

それと、教育長にも、給食センターは今工事中でございます。これらについて２割も切って正常な工事

ができるかどうか、まずは基本的な教育長の担当としてお考えをお聞きしたいと思います。

それと、最後には町長に対して来年度予算につきまして、町長は何を主体として来年度予算に取り組む

のか。先ほど内海議員に答弁ありましたので、ダブるかと思いますけれども、ひとつ基本的な考えだけで

結構ですから、町長に答弁を求めます。

それでは、随時お願いします。

〇議長（林 豊議員） 町長。

〔町長 黒澤栄則登壇〕

〇町長（黒澤栄則） 12番、宮原睦夫議員から通告のありました質問事項１、行財政改革について、５、町

の主催の事業についてのうち、戦没者慰霊祭での式典での間違いについて及び質問事項の２、来年度予算

編成において、何を主体として取り組んでいくのかについてお答えをいたします。

まず、戦没者慰霊祭における式辞の取扱いにつきましては、式辞を演台に置かずに持ち帰ることも誤り

とするものではございませんが、議員のご指摘を踏まえ、今後は式典の性格や会場の状況、参列者の受け

止めにも十分配慮し、より適切な対応に努めてまいります。

また、挨拶に関しましては、議員お話しのとおり２列ある状況の中で、私としては中央通路に向かって、

皆様一同にご挨拶をしたつもりではございましたが、議員の受け取り方については、１列のみであったと

いうふうなご指摘でございますので、これはしたつもりというより、どう受け止められたかというところ

が、町長としての立ち振る舞いとして重要かなと思いますので、今後適切に対応してまいりたいというふ

うに思います。

次に、来年度予算において主体となる事業についてでございますが、町の将来につながる新たなチャレ

ンジとして、道の駅みなの大規模リニューアルに取り組んでまいりたいと考えております。町外から人を

呼び込むための施設としてでなく、農業や産業の出口として、地域にお金が循環する拠点として位置づけ、

地域経済の活性化につなげていきたいと考えております。あわせて、町民が集い交流し、まちの魅力を内

外に発信するとともに、町民のコミュニティーの場としても活用できる施設となるよう、機能の充実を図

ってまいりたいと考えております。

また、引き続き小学校の統合や新学校給食センターの建設、地域公共交通の利便性の向上にも取り組ん
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でまいります。あわせて、現在策定中の第３期皆野町まち・ひと・しごと創生総合戦略に基づく施策につ

きましても、来年度の予算編成の中で着実に反映させてまいりたいと考えております。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 副町長。

〔副町長 長島 弘登壇〕

〇副町長（長島 弘） 続きまして、質問事項１、行財政改革についてのうち、３項目についてお答えいた

します。

まず、⑦、町職員の待遇改定についてお答えいたします。議員からは、常々ラスパイレス指数の改善や

福利厚生費など、職員に対する温かい思いからご提言をいただいております。今回、夏季手当、冬季手当

を考えるべきということでございますが、法律や条例に基づかない手当は、支給することができない実情

があります。ラスパイレス指数の改善を図りながら、可能な限り職員に寄り添った福利厚生の充実に努め

てまいりたいと考えておりますので、ご理解をいただきたいと思います。衣服等の支給は、手当とは異な

りますが、現物支給という形での職員の必要経費の削減、待遇改善につながっていきますので、前向きに

検討してまいります。

次に、⑧、建設工事の入札についてお答えします。町発注の建設工事は、予定価格が200万円を超える

場合には、原則公共工事の品質を確保するために、透明性、公正性、必要かつ十分な競争性の確保を前提

に入札による契約を行っております。指名競争入札につきましては、町内業者の育成、活性化を図ること

を勘案する中で、皆野町工事請負業者指名選定委員会で審議し指名を決定し、地方自治法及び皆野町契約

規則に基づき実施しております。建設工事の平均請負率は、令和５年度、93.3％、令和６年度、93.4％、

本年度途中でございますが、93.4％でありまして、適正な入札、請負が執行できているものと認識してお

ります。

次に、⑨、町諸行事の立案及び設計等についてお答えします。これまで公共施設個別施設計画、保健事

業実施計画、新型インフルエンザ等住民接種計画、農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想等々、

町職員の作成した数多くの計画によって事業展開しているところであります。また、専門知識と経験を生

かすこと、客観的な視点で評価や提案を受けること等、その必要があるときは計画策定や設計など、指名

競争入札を原則に外部委託している事業もございます。この場合、管理職を含む上席の担当職員などを監

督員に任命し、受注者と打合せ、協議を行い、町の方針、意見を反映させております。なお、地域防災計

画やまち・ひと・しごと創生総合戦略など、全庁的な取組が必要な場合には、役場庁内会議を設置するほ

か、全職員の説明会を実施し提案を募るなど、職員の意見等を取り入れております。

また、建設業界の現在の状況でございますが、日本の中では、この業界は高齢化と人手不足が著しい状

況にあります。皆野町においても同様の状況になっております。土木を表す言葉はシビルエンジニアとい

うそうですが、この意味は市民のためという意味があるそうです。持続可能な社会とするために、必要不

可欠な業種であると考えております。このため、今後も町内建設業者が事業を継続し、町発注工事を請負

契約できるか、どのように活性化が図れるか、研究してまいりたいと考えております。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 教育長。

〔教育長 新井孝彦登壇〕

〇教育長（新井孝彦） 給食センター関係の入札事業についてのご質問にお答えしたいと思います。
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入札に関しましては、適正に執行しているというふうに考えております。正常な工事にというご質問に

関してでございますけれども、工事の品質確保に努めておるところでございます。特に工事監理業者、そ

れから町の担当者が毎週工程管理を行っております。建設課と教育委員会のプロジェクトがございますけ

れども、そのプロジェクトを軸にして首長部局と連携して、これからも建設を進めてまいりたいというふ

うに考えております。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 産業観光課長。

〔産業観光課長 三橋博臣登壇〕

〇産業観光課長（三橋博臣） 続きまして、産業観光課所管事務に係るものについてお答え申し上げます。

まず、地域おこし協力隊について申し上げます。ご質問の中で取り上げられた企画財政課長作成の資料

中、起業支援分100万円でございますけれども、こちらは任期最大３年の協力隊が任期２年目以降に起業

した際に、委託料の一部として支払われるものでございます。そのほかにご質問の協力隊につきましては、

一般事業者向けの補助金も３件交付をされているところでございます。いずれもそれぞれの交付要綱に基

づき交付し、また今後の支払いを見込むものでございます。

次に、令和４年度に桑の葉等の利活用を中心に実施された地域資源を活用した特産品開発と、持続可能

な６次産業モデルの構築事業について申し上げます。この事業につきましては、補助率４分の３のデジタ

ル田園都市国家構想推進交付金を受け実施したものでございます。４分の１の町負担分が生じることとな

るわけですが、この４分の１の町負担部分についても、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付

金を充当し、その結果全額国費で実施したものでございます。

この事業について申し上げます。この事業は、桑の葉を利用したお茶やお菓子をはじめ、これまで商品

として流通していなかったものに付加価値を加える試みとして実施したものでございます。補助金の交付

は令和４年度のみでございますが、その後も評価指標の達成状況等、国へ報告してございます。成果でご

ざいますけれども、昨年度までに新製品６件を開発し、取扱店舗も増やしております。今後も継続して商

品の改良、販売先の開拓に取り組んでいくとの報告を受けております。

次に、秩父音頭まつりについて申し上げます。まず、来賓の接待場所についてアーケードの上部を利用

してはどうかとの件ですが、古くからの歴史を知る方からのご提言として承りまして、今後秩父音頭まつ

り実行委員会の中で検討してまいりたいと考えております。

続いて、やぐらの中央、最上部に設置する大あんどんが曲がっていた件でございます。ご指摘のとおり、

祭り開始前に議員よりその旨伺いましたので、すぐにやぐら設置の責任者と協議を行いました。責任者か

らは、柱が反ってしまっているため、設置には最大限の工夫をし、四方から眺め最も曲がりが少なく見え

る角度で設置をしたとのことでした。柱を替えない限り改善しない状況とのことでしたので、次回以降改

善を図ることを確認し、協議を終えました。

なお、かねて本議会でもご指摘いただいておりましたやぐらそのものの安全性の改善等も含め、さきに

開かれた実行委員会特別委員会でも協議が行われ、次年度に向けて検討を継続することとされております。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 企画財政課長。

〔企画財政課長 嶋田政則登壇〕

〇企画財政課長（嶋田政則） 続きまして、１、行財政改革の中の④、秩父音頭まつりに関するご質問のう
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ち、広報紙にやぐらの写真を掲載したことについてお答えいたします。

「広報みなの」９月号では、秩父音頭まつりを表紙及び見開き２ページの特集記事として掲載をいたし

ました。流し踊りコンクールの写真はもちろん、新たな取組となったにぎわい広場や打ち上げ花火の写真

など、にぎやかな祭りの雰囲気が伝わる記事を作成いたしました。議員ご指摘のやぐらの写真につきまし

ては、表紙と見開きカラーページに掲載しております。秩父音頭まつりの雰囲気を伝えるためには、当日

のやぐらの写真は必要なものでございましたので、掲載をしたものでございます。その後、議員から、あ

んどんが曲がっている写真を掲載していると指摘を受けたところでございます。

さらに、今月号、12月号におきましても、やぐらの写真を掲載してございます。こちらは秩父音頭のク

ラウドファンディングに関する記事でございまして、花火をバックにしたやぐらを掲載してございます。

こちらの写真につきましては、議員からのご指摘を踏まえまして、過去の写真を掲載してございます。具

体的には、令和元年度に開催した秩父音頭まつりの写真を使用して掲載したものでございます。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 福祉課長。

〔福祉課長 青木陽子登壇〕

〇福祉課長（青木陽子） 続きまして、質問事項１、行財政改革についてのうち、長生荘についてお答え申

し上げます。

長生荘のカラオケと風呂の廃止について、度々議員からご質問いただき、その後長生荘の利用状況や内

容について希望を聴取するアンケート調査を実施しているところでございます。現在、回収したアンケー

ト数は272件で、うち長生荘を利用した際に回答していただいた方が105人、それ以外の各種事業や民生委

員の訪問した際に回答していただいた方が167人でございます。アンケートの終了は12月末日を予定して

おり、現在集計途中ですが、約30％の方が長生荘を利用したことがない、知らないと回答しており、町と

いたしましては、今後町内の高齢者の福祉増進や健康の維持向上のための施設として、内容を充実させ、

利用促進を図ってまいります。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 総務課長。

〔総務課長 新井敏文登壇〕

〇総務課長（新井敏文） 12番、宮原議員から通告のありました質問事項１、行財政改革についてのうち、

⑤のふれあいまつりの表彰式についてと、⑥の公用車に関する質問についてお答えいたします。

最初に、10月26日に開催したふれあいまつりの表彰式に文化会館を使用したことについてですが、当日

の天気は朝から曇りで、雨の予報もあったことから、事務局としては総合的に判断した結果、文化会館ホ

ールにおいて開会式及び表彰式を実施する決定をいたしました。その結果、ホール内には受賞者と来賓な

どの関係者のみで、一般の参加者はほとんどいない状況でした。今回の状況を踏まえ、今後はより多くの

方に参加いただける開会式及び表彰式になるように見直しを図ってまいります。

また、議員ご指摘の町主催事業におけるビデオ撮影についてですが、現状では記録用の写真撮影のみ行

っております。今後は適切に事業を執行する上において、ビデオ撮影は有効であると考えますので、事業

内容に応じてビデオ撮影を取り入れてまいります。

次に、公用車のドライブレコーダーの設置状況についてですが、公用車49台中、ドライブレコーダーが

設置されている公用車は４台となっております。ドライブレコーダーは、事故発生時等における記録や運
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転者の安全運転意識の向上などのメリットがあることから、今後順次ドライブレコーダーを設置してまい

ります。公用車の購入及びドライブレコーダーの設置に当たっては、可能な限り町内事業者を活用してま

いります。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 建設課長。

〔建設課長 若林直樹登壇〕

〇建設課長（若林直樹） 12番、宮原議員の質問のうち、⑧、建設工事の入札について、建設課長としてお

答えいたします。

最低制限価格に近い金額での入札に対して、工事での品質が適正に確保されているのかをご心配いただ

いての質問と認識しております。事業課といたしましては、契約後、工事現場が始まる前に業者より提出

されます材料承認願、施工計画書等の書類の審査を厳格に行い、また工事現場での施工方法が適切なもの

なのか注視しながら事業を進め、品質の確保に努めてまいります。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 宮原睦夫議員。

〇12番（宮原睦夫議員） それでは、再質問を申し上げます。

まず最初に、地域おこし協力隊に対する100万円の補助金を出してお土産店を開店しているという件に

つきまして、うまくいくと思って100万円出しましたか。どういう考えで出したか、答弁がなっていない

です。もう一回ひとつ答弁してください。

〇議長（林 豊議員） 産業観光課長。

〇産業観光課長（三橋博臣） お答え申し上げます。

確かに議員のご質問の中には、今後の話も含めてご質問をいただきました。ただ、先ほどの答弁の中で

も申し上げましたとおり、それぞれの交付要綱等に即して交付を見込むものでございますので、うまくい

くかどうかという判断を挟む余地がないものと認識してございます。

〇議長（林 豊議員） 宮原睦夫議員。

〇12番（宮原睦夫議員） 副町長にこの件に答弁願いたいと思います。

今の課長の答弁では話にならないです。答弁になっていないですよ。この100万円を出す事業について、

うまくいくなら出してたっていいのだよ。何も地域協力隊を私は反対しているわけではない。いいものは

どんどんやっていいのだよ。あれはどう見たって、私から見てだよ、100％駄目だと思います。観光客も

来ない町にお土産店をつくって、何をやるのですか。副町長、ひとつ答弁してください。

〇議長（林 豊議員） 副町長。

〇副町長（長島 弘） お答え申し上げます。

地域おこし協力隊ということで、地域の活性化を一番念頭に置いておりますけれども、今後メディア等

でも取り上げられる見込みでおります。取材等も受けて、かなり熱心な取材を新聞社等から受けておりま

すので、そういった波及効果があって、事業が成功に導ければいいなと考えております。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 宮原睦夫議員。

〇12番（宮原睦夫議員） 大変苦しい答弁だとは思う。だけれども、駄目なものは幾ら骨折ったって駄目な

のだよ。やるかやらないかの境は、その辺のところにあるのだ、みんな。駄目なものはやっては駄目なの
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だよ。たとえ100万円だって町の税金です。もう少しよく考えて、いいことなら幾らやったっていいのだ

よ、補助金出したって。もう一回、副町長答弁してください。今の答弁では納得できないよ。

〇議長（林 豊議員） 副町長。

〇副町長（長島 弘） 成功するか成功しないかというのは、事後の評価になるかと思いますが、今後成功

することを願って見守っていきたいと思います。

以上です。

〇議長（林 豊議員） 宮原睦夫議員。

〇12番（宮原睦夫議員） 見守るとか、そういった問題ではないのだよ。私は駄目なものは止せと言ってい

るのだよ。そのぐらいの考えを持って補助金を出さなかったら、補助金なんか幾らあったって足りないで

す、町の予算は。せっかく温水プールやめて5,000万円浮いたのだよ。あれだって私は20年も追及してき

て、ようやくできたのだ。そんな考えでは駄目だよ。町長、最後にひとつ町長の考えをお願いします。

〇議長（林 豊議員） 町長。

〇町長（黒澤栄則） 議員からのご質問にお答えいたします。

産業観光課のほうで担当して交付をした補助金、これは地域おこし協力隊に限らず、町場でこういうこ

とをしたいという方があった場合には、一定の交付要綱に基づく交付の要件を満たせば支出をしていると、

交付をしているというものになりますので、その場合にも、この事業がうまくいく、いかないというとこ

ろまでの判断を伴って交付をしている補助金ではないという部分は、ご理解をいただきたいと思います。

その上で、町の活性化に取り組む地域おこし協力隊の事業ということでございますので、町から委託の契

約をして取り組んでいる事業、町とも連携をして取り組んでいる事業でございますので、成功するように、

町としても一生懸命連携をして取り組んでいきたい。町場の事業主様の連携も生まれているようでござい

ます。

新井議員からもご紹介ありましたけれども、ピッツァアロマの冷凍のピザは、冷凍している商品は、地

域おこし協力隊が手がけるみなのやでしか扱っていない、独占的に扱っているという部分と、下田野にご

ざいます塩とけむり、これについても都内では売っているようでございますが、秩父この圏域内ではみな

のやでしか扱っていない、そういうような部分もございますので、そういった努力をしながら、特色を出

しながら成功に持っていけるように私どもも取り組んでいきたい、そんなふうに思っております。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 宮原睦夫議員。

〇12番（宮原睦夫議員） 町長の答弁で成功に向けて取り組んでいくということだけれども、やっぱり計画

の時点で駄目なものは駄目なのだよ、幾ら考えたって、努力したって。その辺の判断をひとつ間違えない

ように、今後取り組んでいってもらいたいと思います。私も何もこの地域協力隊に反対ではない。いいこ

とはどんどんやってもらう。それで出せるものは、いい事業なら補助金をもっと出したっていいのだ。そ

ういう考えでいるのですから、ひとつその辺ところわきまえて、駄目なものはやめてください。

では、次に入ります。次の桑の葉の事業、約2,000万円かけて何もやってはいないのですよ、今も。こ

んなことを把握できないのですか、課長。今やっていますか、何か。私が見た範囲と聞いた範囲では、何

もやっていないです。桑の葉なんかないでしょう、今だって。皆野町に１本もないのだ、桑の木は、あぜ

道にあるぐらいで。もう一回答弁してください。

〇議長（林 豊議員） 産業観光課長。
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〇産業観光課長（三橋博臣） お答え申し上げます。

議員ご指摘の桑の葉を利用したもの、代表的なものは桑の葉茶になろうかと思いますが、現在も販売を

続けてございます。今年４月に美の山で行われました桜のライトアップイベント、昼間のワークショップ

では、桑の葉茶を使用したラテを出品をしていただいて、私も飲んだところでございます。また、補助金

によって導入された機器類につきましては、現在杉であるとか、そのほかお茶以外のこれまで商品となら

なかった資源からエキス分を抽出をしたりであるとか、乾燥、粉末化をしたりして、他のメーカーからの

原材料としての需要が続いているということで聞いております。事業の当初の特産品開発というところに

は今結びついていませんが、今後とも商品の改良、それから販売先の開拓に努めていくということで聞い

ております。

以上です。

〇議長（林 豊議員） 宮原睦夫議員。

〇12番（宮原睦夫議員） この桑の葉の事業については、実は大手化粧品メーカーのメナードが造って販売

を始めて、駄目でやめた事業なのです。現在、皆野町の何といったっけな、あの名前は。メカホ。

〔「Ｍａｈｏｒａ」と言う人あり〕

〇12番（宮原睦夫議員） やっていないでしょう。よく確認してください。従業員だっているのですか。私

が見た範囲では、娘１人です。獨協大卒業した娘っ子１人。従業員もいないのに、何をやっているのです

か。これはこの辺にしておきますけれども、この昨年度１年分の成果、売上げ、幾らあったか、調べて後

で報告してください。

それでは、次に長生荘の再質問させていただきますけれども、この長生荘については、とにかく風呂、

特にカラオケ等についてはほとんど町外の人ですよ、利用者は。それと風呂だって、町内の人は何人もい

ない。私もたまには行ってみるのだよ。おととい亡くなった方だって、長瀞の人です。風呂で一緒にした

人も長瀞の人、町内の人は１日に何人もいないです。それにもかかわらず、風呂とカラオケだって年間約

700万円近くかかっていると思います、計算すれば。ちょうど町長、いい機会でしょう。一昨日１人亡く

なっているし、今休んでいるのだから、このままやめてしまったっていいのだよ。ぜひそうしてください。

それで、駄目なものはやめる、これが行財政改革の一歩でしょう。町長、はっきりしてください。

〇議長（林 豊議員） 町長。

〇町長（黒澤栄則） 議員からのご質問にお答えをしたいと思います。

まず、残念ながら長生荘のお風呂でお亡くなりになられた方に関しましては、ご冥福をお祈りしたいと

思います。また、ご家族、ご遺族の皆様にはお悔やみを申し上げたいと思います。

当日、現場の職員は、緊急時の中にもしっかりとしたＡＥＤの活用、心肺蘇生、適切な対応をさせてい

ただいたと聞いております。また確認をしております。そのような中ですが、残念な結果となったもので

ございます。このお風呂、カラオケについては、宮原議員も長生荘を止せと言っているわけではないのだ

と。お風呂とカラオケを止せということなのだということで、繰り返しご提言をいただいているところで

ございます。それを受けまして、今福祉課のほうで、では皆さんのアンケートを取って判断をさせていた

だきましょうということで、アンケートを実施させていただいているところでございます。そのアンケー

ト結果が、12月末までということで集計をさせていただいてございますので、それを踏まえて判断を出し

たいというふうに思っております。

以前から申し上げておりますが、長生荘については避難所としての機能があり、では避難をしたときに
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お風呂に入れるということは、一つの効果でありますね。もしくはコミュニティー、もしくは今物価高騰

の折でございますので、安価にお風呂に入れるということも、一つのご支援になるのかなという部分もご

ざいますけれども、そういったことももろもろ含めて、アンケート結果のことも含めて、しっかりと町長

として判断してまいりたい、そんなふうに思っております。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 宮原議員に申し上げます。

少し遅くなったのですが、持ち時間がもうほとんどございませんので。

〇12番（宮原睦夫議員） １時間になるのか。

〇議長（林 豊議員） ということだそうです。早いものですね。

もう１件、最後ということでお願いします。

〇12番（宮原睦夫議員） もう持ち時間がないようでございますが、最後に締めくくりとして、一つ私の考

えを申し上げさせていただきます。

来年度予算の編成に当たっても、町長から先ほど答弁をいただきました。私も黒澤町長の取組について、

何もかも反対ではない。言うべきことを言って、私も協力する。そして、町民のための町政を目指してく

ださい。それについては、私も積極的に私のできることは協力申し上げて、一緒にひとついい町をつくっ

ていきましょう。これを一つ申し上げて、私の質問を終わります。どうもありがとうございました。

〇議長（林 豊議員） 以上で通告のありました一般質問は全て終了いたしました。

これをもって、町政に対する一般質問を終結いたします。

◇

◎次会日程の報告

〇議長（林 豊議員） 以上で本日の日程は全て終了いたしました。

次会日程の報告を行います。

11日木曜日は、午前10時から本日に引き続き議案の審議を行いますので、定刻までにご参集お願いしま

す。

◇

◎散会の宣告

〇議長（林 豊議員） 本日はこれをもって散会いたします。

散会 午後 ４時０７分
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令和７年第４回皆野町議会定例会 第２日

令和７年１２月１１日（木曜日）

議 事 日 程 （第２号）

１、開 議

１、議事日程の報告

１、町長提出議案の報告及び一括上程

１、議案第４７号 皆野町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について

の説明、質疑、討論、採決

１、議案第４８号 皆野町立学校設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定についての説

明、質疑、討論、採決

１、議案第４９号 財産の取得についての説明、質疑、討論、採決

１、議案第５０号 令和７年度皆野町一般会計補正予算（第６号）の説明、質疑、討論、採決

１、議案第５１号 令和７年度皆野町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）の説明、質疑、討論、採

決

１、議案第５２号 令和７年度皆野町介護保険特別会計補正予算（第３号）の説明、質疑、討論、採決

１、議案第５３号 令和７年度皆野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）の説明、質疑、討論、

採決

１、議案第５４号 町道路線の廃止及び認定についての説明、質疑、討論、採決

１、承認第 ５号 専決処分の承認を求めることについて（令和７年度皆野町一般会計補正予算（第４号))

の説明、質疑、討論、採決

１、承認第 ６号 専決処分の承認を求めることについて（令和７年度皆野町一般会計補正予算（第５号))

の説明、質疑、討論、採決

１、同意第１７号 公平委員会委員の選任についての説明、質疑、討論、採決

１、同意第１８号 固定資産評価審査委員会委員の選任についての説明、質疑、討論、採決

１、同意第１９号 人権擁護委員候補者の推薦についての説明、質疑、討論、採決

１、同意第２０号 人権擁護委員候補者の推薦についての説明、質疑、討論、採決

１、同意第２１号 農業委員会委員の任命についての説明、質疑、討論、採決

１、議員提出議案の報告及び上程

１、発議第 ２号 皆野町議会改革特別委員会の設置についての説明、質疑、討論、採決

１、皆野町議会改革特別委員会委員の選任

１、皆野町議会改革特別委員会正副委員長の互選

１、広報常任委員会委員長報告、質疑

１、総務教育厚生常任委員会の閉会中の継続調査について

１、産業建設常任委員会の閉会中の継続調査について

１、広報常任委員会の閉会中の継続調査について

１、議会運営委員会の閉会中の継続調査について
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１、議決事件の字句及び数字等の整理

１、閉会について

１、閉 会
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午前１０時００分開議

出席議員（１２名）

１番 新 井 健 司 議員 ２番 倉 林 郁 雄 議員

３番 黒 澤 広 治 議員 ４番 大 塚 鉄 也 議員

５番 林 太 平 議員 ６番 常 山 知 子 議員

７番 林 光 雄 議員 ８番 新 井 達 男 議員

９番 林 豊 議員 １０番 四 方 田 実 議員

１１番 内 海 勝 男 議員 １２番 宮 原 睦 夫 議員

欠席議員（なし）

説明のため出席した者の職氏名

町 長 黒 澤 栄 則 副 町 長 長 島 弘

会 計
管 理 者 吉 岡 明 彦 教 育 長 新 井 孝 彦兼
会計課長

企画財政総務課長 新 井 敏 文 嶋 田 政 則課 長

町民生活 山 田 厳 福祉課長 青 木 陽 子課 長

健 康
こ ど も 太 幡 和 也 税務課長 橋 本 賢 伸
課 長

産業観光 三 橋 博 臣 建設課長 若 林 直 樹課 長

教育次長 白 石 純 一

事務局職員出席者

事務局長 持 田 和 久 書 記 黒 沢 倫 之
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◎開議の宣告 （午前１０時０１分）

〇議長（林 豊議員） ただいまの出席議員は12人で、定足数に達しております。

これより本日の会議を開きます。

◇

◎議事日程の報告

〇議長（林 豊議員） 本日の議事日程を報告いたします。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。これに従って議事を進めてまいります。

◇

◎町長提出議案の報告及び一括上程

〇議長（林 豊議員） 日程第１、町長提出議案の報告及び一括上程を行います。

本定例会に町長から提出された議案は、ご配付いたしましたとおり、議案第47号から議案第54号の８件、

承認第５号及び第６号の２件、同意第17号から同意第21号の５件、以上15件でございます。

議案内容の説明は、それぞれの議案が議題に付された際に求めることにいたします。

なお、議案内容については要約して説明願います。

それでは、これより日程に従って議事に入ります。

◇

◎議案第４７号の説明、質疑、討論、採決

〇議長（林 豊議員） 日程第２、議案第47号 皆野町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準

を定める条例の制定についてを議題といたします。

町長に提案理由の説明を求めます。

町長。

〔町長 黒澤栄則登壇〕

〇町長（黒澤栄則） 議案第47号 皆野町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の

制定について、提案理由の説明を申し上げます。

乳児等通園支援事業が全国的に運用されることに伴い、必要な事項を定めるため、この案を提出するも

のでございます。

ご審議の上、原案を可決いただきますようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。

〇議長（林 豊議員） 健康こども課長に議案内容の説明を求めます。

健康こども課長。

〔健康こども課長 太幡和也登壇〕

〇健康こども課長（太幡和也） 議案第47号 皆野町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定
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める条例の制定について、内容をご説明申し上げます。

乳児等通園支援事業は、保育所等に通っていないゼロ歳６か月から満３歳未満のお子さんを対象として、

児童１人につき１か月当たり10時間を上限に預けることのできる制度で、令和８年４月から全国で実施さ

れます。

本条例は、乳児等通園支援事業の創設に伴い、設備及び運営に関する基準を定めることにより、子供の

良質な生育環境を確保するとともに、子育て家庭への支援を目的とするものでございます。

それでは、概要についてご説明いたします。議案書１ページをお開きください。中段、第１章、総則、

第１条でこの条例の趣旨を、第２条におきまして最低基準を定める目的について規定しております。

２ページをお開きください。中段、第５条で、乳児等通園支援事業者は、乳幼児の人権に十分配慮する

とともに、人格を尊重した運営を行わなければならないと定めております。

下段、第６条は、非常災害に必要な設備を設けるとともに、具体的計画を立て、訓練をするように努め

なければならないとするものでございます。

その下、第７条では、乳幼児の安全を確保するための安全計画の策定、研修、訓練を定期的に実施しな

ければならないと定めております。

４ページをお開きください。上段、第10条では、従事する職員の知識、技能の修得、研修機会の確保に

ついて定めております。

下段、第14条では、設備等の衛生管理に努め、必要な措置を講じなければならないとするものです。

６ページをお開きください。中段、第２章、乳児等通園支援事業、第１節、通則、第20条において、乳

児等通園支援事業の区分を定めております。

第２項、一般型乳児等通園支援事業は、在園児と合同または専用スペースを設けて保育を行う方法で、

定員を自由に設定できるものです。

第３項、余裕活用型乳児等通園支援事業は、利用定員に達していない保育施設が、定員の範囲内で受入

れを行うものでございます。

下段、第２節、第21条から10ページ、第24条におきまして、一般型乳児等通園支援事業の設備、職員の

基準を定めております。

10ページをお開きください。下段、第３節、第25条及び11ページ中段、第26条におきまして、余裕活用

型乳児等通園支援事業の設備及び職員の基準を定めております。

11ページ下段、第３章、雑則、第27条におきましては、書面の作成記録に電磁的記録を用いることもで

きるとするものです。

最後に、附則によりまして、施行期日を令和８年４月１日とするものでございます。

以上、議案第47号の説明とさせていただきます。

〇議長（林 豊議員） これより本案に対する質疑を行います。

11番、内海勝男議員。

〇11番（内海勝男議員） この条例につきましては、全国的に運用されているということであるようです。

この事業所は町内に、町内というか、自治体の中にない場合については、あえて条例をつくらない、そう

いう考えなのでしょうか。ということは、該当する事業所は町内にあるということだと思うのですが、具

体的にどこの事業者なのかお聞きしたいと思います。

また、第３条の中で、町長は、児童の保護者その他児童福祉に係る当事者の意見を聴き、乳児等通園支
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援事業を行う者に対し、最低基準を超えて、その設備及び運営を向上させるように勧告することができる。

また、２項で、町は、最低基準を常に向上させるように努めるとなっておりますが、具体的に所管する担

当課はどこになるのか。健康こども課になるのかなと思うのですが、その点についてお聞きしたいと思い

ます。

〇議長（林 豊議員） 健康こども課長。

〇健康こども課長（太幡和也） お答えいたします。

対象になる施設といたしましては、町内明星保育園、国神保育園を想定しております。いずれも基準を

満たしておりまして、余裕活用型乳児等通園支援事業での実施にご協力いただける予定となっております。

なお、所管する担当課でございますが、健康こども課となります。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 内海勝男議員。

〇11番（内海勝男議員） ありがとうございました。

〇議長（林 豊議員） 他に質疑はございませんか。

２番、倉林郁雄議員。

〇２番（倉林郁雄議員） ２点ちょっとお伺いしたいのですけれども、利用料金について幾らになるのか確

認をします。

それと、減免制度、所得に応じた料金の減免措置はあるのかどうか、この２点ちょっと確認します。

〇議長（林 豊議員） 健康こども課長。

〇健康こども課長（太幡和也） お答えいたします。

まず、利用料金です。保護者負担といたしまして、１時間当たり300円が標準とされておりますが、事

業所により異なるということでございます。

それから、減免制度につきまして、今のところ制度としては設けてございません。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 他に質疑はございませんか。

10番、四方田実議員。

〇10番（四方田 実議員） 今のこの園児の数は分かりましたら、それと、多分この需要は皆野だけの乳幼

児がいるわけではなくて、ほかの町村からも恐らく通園していると思うのですけれども、町内何人、町内

の事業所に通園している需要は何人ぐらいか分かりましたら。あと、町外ももしありましたら。

〇議長（林 豊議員） 健康こども課長。

〇健康こども課長（太幡和也） お答えいたします。

町内保育所の入園者数ですけれども、12月１日現在で明星保育園86人、国神保育園27人でございます。

なお、この対象となります乳児等通園支援事業の対象となりますのがゼロ、１、２歳児となります。こ

ちらに対象となりそうな乳幼児の数ですけれども、概算で町内で22人となっております。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 他に質疑はございませんか。

１番、新井健司議員。

〇１番（新井健司議員） 非常にハードルの高い事業ではないかと私は感じました。

そこで、本町のこの事業に対しての課題、そしてそれに対する対策を考えているかお聞きします。
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〇議長（林 豊議員） 健康こども課長。

〇健康こども課長（太幡和也） お答えいたします。

先日、明星保育園さん、国神保育園の園長さんと協議のほうをさせていただきました。内容につきまし

ては、来年度から乳児等通園支援事業の実施についてのご協力をいただけるかということでご相談をさせ

ていただきまして、園としても協力をしてくれるという形になりました。引き続き連携を密にしまして、

滞りなく事業が推進できるようにしてまいりたいと思います。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 新井健司議員。

〇１番（新井健司議員） 密にしていただくというお話をいただきまして、ありがたいと思います。

学童保育所等についても人材確保など非常に難しい問題があると思いますので、ぜひとも事業者と密に

連絡を取り合って、事故のないように進めていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。

以上です。

〇議長（林 豊議員） 他に質疑はございませんか。

〔「なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） これをもって質疑を終結します。

続いて、討論を行います。

〔「なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 討論なしと認めます。

これより議案第47号を採決いたします。

本案は原案のとおり可決することにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第47号は原案のとおり可決されました。

◇

◎議案第４８号の説明、質疑、討論、採決

〇議長（林 豊議員） 日程第３、議案第48号 皆野町立学校設置及び管理に関する条例の一部を改正す

る条例の制定についてを議題といたします。

町長に提案理由の説明を求めます。

町長。

〔町長 黒澤栄則登壇〕

〇町長（黒澤栄則） 議案第48号 皆野町立学校設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて、提案理由の説明を申し上げます。

急速かつ大幅な子供の減少に対応し、子供たちにとってよりよい教育環境を整備するべく、皆野町立小

学校３校を統合するため、この案を提出するものでございます。

ご審議の上、原案のとおり可決いただきますようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。

〇議長（林 豊議員） 教育次長に議案内容の説明を求めます。
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教育次長。

〔教育次長 白石純一登壇〕

〇教育次長（白石純一） 議案第48号 皆野町立学校設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例につ

いて、内容をご説明申し上げます。

町長の説明にありましたとおり、本件は町立小学校３校を１校に統合するためのものでございます。

改正の内容は、議案の後ろにつけました新旧対照表でご説明申し上げます。新旧対照表をお開きくださ

い。別表、皆野町立学校の名称、位置を定めた表でございます。表の右側、小学校の皆野町立皆野小学校、

国神小学校、三沢小学校を左側、改正後では皆野小学校１校にいたします。

また、中学校につきましては、位置について字句の修正をいたします。

１枚お戻りいただきまして、条例本文を御覧ください。後段、附則でございますが、施行期日を令和９

年４月１日といたします。

以上、議案第48号の説明といたします。

〇議長（林 豊議員） これより本案に対する質疑を行います。

６番、常山知子議員。

〇６番（常山知子議員） この議案に反対するわけではないのですけれども、統合に伴う国神小の子供たち

の通学路について、いろいろと説明をしていただきましたけれども、その示された通学路案にどうしても

私は納得いきません。皆野町立小学校統合に関する基本方針及び基本計画の中に統合再編に対する保護者

や地域住民のアンケート調査の結果が中にありました。それによりますと、アンケートの意見では、通学

の方法と安全確保に関する対応が一番多く、55％という結果が報告されています。

さきの９月議会でも、通学路の安全について私は質問をしましたけれども、本当に栗谷瀬橋の歩道橋、

歩道のない踏切を渡るなど、子供たちには大変危険な場所が多いです。示された通学路を歩いた人から、

暗い道があって怖かったということを聞きました。もう一度通学路について、バスの利用やスクールバス

など、保護者に納得のいくように考えていただきたいと思いますが、いかがですか。

〇議長（林 豊議員） 教育次長。

〇教育次長（白石純一） ６番、常山議員のご質問にお答えいたします。

議員のおっしゃった基本方針、基本計画、これに基づきまして、またその計画に至るまでも組織的な検

討、協議を重ねてきて、この方針、計画が出来上がっております。その後にも、統合準備委員会ですとか、

そういったところでも協議を重ね、また議員のおっしゃったアンケート、また小学校各校を回った説明会

で、過日は通学方法プランの案を公開をしまして、ご意見を募ったところでございます。

昨日の一般質問の中の答弁でもお伝えをいたしましたけれども、この後も保護者に向けて対面での説明

という場も設けております。

基本的には、今お示しをしたプランが基本形に、今現在は組織的な検討を重ねた形でなっておりますけ

れども、ご意見を頂戴する場は今後も設けておりますし、また来年度１年度かけて進めていく途中でもあ

りますので、議員からのご指摘というのでしょうか、そういったところも踏まえて、また今後進めていき

たい内容かと思います。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 常山知子議員。

〇６番（常山知子議員） ぜひ地域の保護者の方の意見を聞いたりとか、本当に子供たちが安全に通学でき
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るようなところを、皆さんもいろいろ討論をしている、考えている人たちも、もう歩いてみると私はいい

と思うのですよね。本当に安全なのかどうか。本当に栗谷瀬橋の歩道を、小学校の１年生が重いかばん、

ランドセルを背負って歩くのをすごく心配だという親もいます。そういう親には小さいときだけでも、１、

２年生だけでもいいからスクールバスとか、町営バスに乗せてほしいという声もあるのですよね。ですか

ら、ぜひ子供たちの安全を第一に考えていただいて、通学路を決定していただきたいと思いますので、よ

ろしくお願いします。

以上です。

〇議長（林 豊議員） 他に質疑はございませんか。

〔「なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） これをもって質疑を終結します。

続いて、討論を行います。

〔「なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 討論なしと認めます。

これより議案第48号を採決いたします。

本案は原案のとおり可決することにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第48号は原案のとおり可決されました。

◇

◎議案第４９号の説明、質疑、討論、採決

〇議長（林 豊議員） 日程第４、議案第49号 財産の取得についてを議題といたします。

町長に提案理由の説明を求めます。

町長。

〔町長 黒澤栄則登壇〕

〇町長（黒澤栄則） 議案第49号 財産の取得について、提案理由の説明を申し上げます。

令和８年度に本格運行を予定するデマンド交通運行事業の用に供するための車両を取得したいので、議

会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例の規定により、この案を提出するものでご

ざいます。

ご審議の上、原案を可決いただきますようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。

〇議長（林 豊議員） 総務課長に議案内容の説明を求めます。

総務課長。

〔総務課長 新井敏文登壇〕

〇総務課長（新井敏文） 議案第49号 財産の取得についてご説明いたします。

１、取得財産は、デマンド交通事業に使用する車両２台で、車種はホンダのフリード、乗車定員は７人、

ガソリン車、排気量は1,496ccです。参考資料として車両のカタログのコピーを配付させていただきまし

たので、よろしくお願いいたします。
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２、取得方法ですが、町内業者による見積り合わせの結果、随意契約としております。

３、取得金額は２台の合計額で584万6,344円です。

４、取得相手ですが、住所は埼玉県秩父郡皆野町大字皆野778番地５、名称は株式会社浅見商会でござ

います。

なお、車両の納入期限につきましては、この後の承認第５号、専決処分の承認を求める令和７年度皆野

町一般会計補正予算（第４号）におきまして、今回のデマンド車両購入費に係る繰越明許費の追加補正を

行っております。

納入期限につきましては、今日の世界情勢やメーカーの部品調達の遅延等によって生産ラインに遅れが

生じる可能性があり、納車の見通しについては不透明感が強くなっている状況にあることから、年度内の

納車は困難であると判断いたしまして、納入期限を令和８年８月31日までとしております。

以上、議案第49号の説明といたします。

〇議長（林 豊議員） これより本案に対する質疑を行います。

10番、四方田実議員。

〇10番（四方田 実議員） １点お伺いします。

この財産取得については、今デマンド交通に関する車両ということで財産取得をするわけですけれども、

今実証実験をやっているわけですけれども、それの結果を見てから購入を決めるのがよいのではないかと

いうような声が聞こえていますけれども、私はこれには賛成なのですけれども、そういう声もあるので、

その点について、そんなに早くに購入を決めるということが、どんな理由でこの購入の案を取得財産をす

ることについてどんなメリットといいますか、これが必要であるかということをご説明いただければあり

がたいと思います。よろしくお願いします。

〇議長（林 豊議員） 総務課長。

〇総務課長（新井敏文） お答えいたします。

現在11月から来年の１月まで３か月間の実証運行を実施しております。その結果を見て判断してもいい

のではないかというご意見、昨日の全協の中でもいただきました。そういう考えもあろうかと思います。

ただ、これまでの経緯を説明させていただきますと、令和７年３月末に皆野町の地域公共交通計画を策定

してございます。その中に、路線バスを補完するデマンド交通の導入というのを一つの施策として入れさ

せていただいております。こうしたことから、町はデマンド交通の導入をするということを前提に事業を

進めております。

今回の実証運行も、その結果を見てデマンド交通を導入するかという判断をするものではなくて、その

制度が適しているか、修正する箇所はあるかと、そういったところを確認するための実証運行でございま

す。そうしたことから、町は令和８年度の本格導入を目指して進めているわけですけれども、業者のほう

からも、今車両の購入に非常に時間がかかると、早めに手続をしないと、８年度中の運行開始が非常に厳

しくなるという状況にもある情報もいただいておりますので、今回この時期に車両の購入について提案を

させていただいたものでございます。

そうしたことから、結果も踏まえて、当然修正すべきところがあれば修正はするという姿勢でおります

けれども、このデマンド交通自体は町として必要な施策でありますので、導入を進めていく、それに伴う

車両を今回購入させていただくという考えで提案をさせていただいたものでございます。

以上です。
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〇議長（林 豊議員） 他に質疑はございませんか。

６番、常山知子議員。

〇６番（常山知子議員） 私は、デマンド交通の施策に反対するわけではありません。それよりも、むしろ

どんどんやってほしいというふうな意見を持っております。そういうふうに今までも述べてきたつもりで

す。

しかし、今まで１か月やってみて、昨日の全協でも示されていましたけれども、登録件数は101件、１

か月で。それから、実利用者が15名です。あまりにも少ないと私は思いました。ですから、デマンドをや

るのなら、もっとしっかりと町民の方にお示しをして、それで皆さん使ってくださいよ、こういう便利な

乗り物があるのですよと、そういうことを町が先頭になってやらなければ駄目だと私は思うのです。知ら

ない人もいます。

それから、やり方としては、ここであんまり言いたくないのですけれども、本当に難しいのですね。そ

れで、日野沢や金沢のほうから出てきた人が買物をして帰るというときに、非常に時間がぴったりと合わ

ないのですね、予約とかそれが。２時間も３時間も待っていなくてはいけないというような、そういう時

刻までありますので、本格運行をぜひやっていただくには、その前にもっと利用者を増やして宣伝をして

ください。よろしくお願いします。どうですか。

〇議長（林 豊議員） 総務課長。

〇総務課長（新井敏文） お答えいたします。

町の周知が不足しているということですけれども、この結果を見ると、それも真摯に受け止める必要が

あるかなというふうに思っております。ただ、町といたしましても、実証実験のチラシを全戸配布いたし

ました。また、10月には、各５地区におきまして、住民説明会を行いました。ただ、参加者が少なかった

という状況にはございます。また、広報紙におきましても掲載をして周知は図っているところです。それ

でも不十分ということですので、10月には民生委員児童委員の協力を得て高齢者等を中心に、そういった

制度の周知、また登録についての依頼もしていただいております。

また、地域包括支援センターの運営協議会等におきましても、同様な依頼をしておるところでございま

す。

町で考え得る対応はしているつもりではおります。また、これまでも常山議員さんからも非常にデマン

ドの要望が強いというご意見は、議会の中でもいただいております。そうしたことから、今後どうしたら

住民に伝わるかというところもありますので、まだ１月まで期間がありますので、その辺につきましては、

再度町としても検討はしたいと思います。

また、時間的なもの、そういった制約があるということですけれども、これはこれまでも公共交通の検

討委員会、また分科会、協議会の中で検討した結果、今の制度になっております。使い勝手がいいという

のは、通常のタクシーのような使い方を想定されているのだと思いますけれども、そこは通常のタクシー

とデマンドタクシー、一定の制限の中で運行するということですので、そういった面もあるということも

承知の上でご利用いただければと思います。

また、そういったところにつきましては、町もしっかり周知はしていきたいと思っておりますので、ご

理解のほどよろしくお願いいたします。

〇議長（林 豊議員） 常山知子議員。

〇６番（常山知子議員） 行政で宣伝するところは全てやったと、そういう答弁ですけれども、本当に、え
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っ、そんなのがあったのみたいな、そんな声も聞いているのですね。私も、ですからデマンドについては

皆さんに多くの人に利用してもらいたいと思いまして、町からもらったチラシを皆さんに配ったりしてい

るのです。もう私も自分なりには努力しているというつもりでいるのですけれども、まだまだ足らないの

かなと思いました。そういうことで、もしいい車を買うのでしたら、本当にしっかりと利用者がいて、そ

して出かけるのが便利になった、楽になったというふうな、そういう声を聞きたいと私は思います。ぜひ

そういう点で努力していってほしいと思います。

以上です。

〇議長（林 豊議員） 他に質疑はございませんか。

１番、新井健司議員。

〇１番（新井健司議員） 今、町としてはできる限りの周知をしたというお話をいただきました。その結果

が、登録件数101件、その一人で私もあります。この結果を見ると、デマンド交通、皆野町に合っている

のかな、私は疑問に思います。合っていないのではないでしょうか。いかがでしょうか。

〇議長（林 豊議員） 総務課長。

〇総務課長（新井敏文） お答えいたします。

町としても非常にその辺りは難しい判断だと思いますけれども、今現在高齢者を対象としたお出かけタ

クシー制度がございます。今年度から議会等からの要望もありまして、上限の範囲内であれば使い方は利

用者に任せると、ある意味その限度内であれば無償で使えるという状況になっております。ですので、そ

のお出かけタクシーも利用できるし、今の実証運行期間中であれば、デマンドタクシーも利用できるとい

う状況にあります。

町としますと、お出かけタクシーで賄えているところもあるのだろうかなというふうには思っておりま

す。ただ、この先を見通しますと、今タクシー事業者、運転手の確保というのが非常に課題となっており

まして、事業の継続についても非常に厳しいという見通しが示されております。そうしたときに、事業者

からはデマンドの導入に併せて、今後のお出かけタクシーも見直す必要があるのではないかという見解が

示されておりますので、合っているか合っていないかというよりは、町としてはデマンド交通は必要であ

るというふうには考えております。

以上です。

〇議長（林 豊議員） 新井健司議員。

〇１番（新井健司議員） この地域交通計画、これの中にライドシェアを検討するという内容があります。

これは検討されたのでしょうか。

〇議長（林 豊議員） 総務課長。

〇総務課長（新井敏文） お答えいたします。

今後検討していくということで計画には載っております。まだ今すぐ皆野町で実施できるという状況に

はございません。いろいろな規制もございます。今後デマンド交通を導入した後に、その規制の関係です

とか、他地域の状況を見て判断をするということで、その計画には盛り込んでございます。

以上です。

〇議長（林 豊議員） 新井健司議員。

〇１番（新井健司議員） 分かりました。今後期待します。

〇議長（林 豊議員） 他に質疑はございませんか。
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12番、宮原睦夫議員。

〇12番（宮原睦夫議員） この予算について反対するわけではございませんが、昨日の私の一般質問の中で

も、この町使用の車については、町業者からぜひ買ってくれという要望を申し上げましたが、早速この議

案で町内の業者からの購入ということで、大変ありがとうございます。今後もひとつ車購入等に当たって

は町内の業者をぜひ使っていただきたいと。当然これ町内から買えば、町の活性化につながりますので、

ぜひよろしくお願いいたします。

それと、デマンド交通につきまして、今後これを実施して運営するには、年間約2,000万円相当の予算

がかかろうという前の予算の中では説明を受けております。このデマンドの交通に対して、年間2,000万

円かかるのだったら、昨日データ示されましたけれども、月に15人の利用者だと、全額払ったって年間幾

らかかると思いますか。１人１万円かかったって15人の利用では月15万円ですよ。年間20万円出たら、全

額払ったって。だから、このデマンド交通に対しても、もう一度ひとつ再考する余地もあるのではないか

と私は考えておりますが、その点についてどんな考えがあるか。

〇議長（林 豊議員） 町長。

〇町長（黒澤栄則） 12番、宮原議員からのご質問にお答えをしたいと思います。

まず、先ほど総務課長からも申し上げましたけれども、これまでの経緯として、町民からデマンド交通

に対しての要望の声が上げられている、必要なのだって。ご自身もそういった免許返納の世代になってく

る、自分もなってくるから、これは将来を見据えて必要だ、早期に導入をしてほしい、そんな声を議会か

らもいただきながら思いを共有して、このデマンド交通については取組を進めてきたのかなというふうに

思ってございます。

先般の９月議会におきましても、11月から１月まで実証実験を行うということもお示しした上で、新車

の購入について議会についてもご同意をいただいて、ご承認をいただいて、今進めているところでござい

ます。

また、そういった経緯、またプラスして、今総務課長からもご説明申し上げましたけれども、今現状の

利用に関しては周知不足、これは真摯に受け止めなくてはいけない。できる限りの努力はしてきたという

ものの、実態として利用が伸びていないということは、まだまだ知られていないというところなのではな

いか、そこは反省して取り組んでいかなくてはいけないというところですが、また今お出かけタクシーが

稼働しているので、デマンド交通のほうに利用がなかなか伸びてこないというところもあろうかと思いま

すし、あとは先ほど申し上げた、今後タクシーのドライバーさんの確保の問題も出てくるだろうというよ

うなことも総務課長からご説明させていただきました。

そのような状況があって、今後どんどん、どんどん高齢者が増えてきて、免許返納するというようなこ

とがしたいけれどもできないような方が増えてくるだろうと思います。そのときに、お出かけタクシーが

ドライバーの確保の関係で、なかなか立ち行かなくなるということも現実として起こり得ることになって

くるのだろうというときには、やはり何かしらの手当てをしっかりとしていかなければいけない。よりド

ライバーの確保がしやすい今回のデマンドタクシーのようなものは、やはり必要なものであろうという認

識でおりますということで、これに関してはしっかりとした利用いただくという、これは必然的に利用を

進んでくるものとは認識しておりますけれども、そのような形で必要なものという認識をしておりますの

で、進めさせていただきたいというふうに考えてございます。

以上でございます。
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〇議長（林 豊議員） 他に質疑はございませんか。

〔「なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） これをもって質疑を終結します。

続いて、討論を行います。

〔「なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 討論なしと認めます。

これより議案第49号を採決いたします。

本案は原案のとおり可決することにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第49号は原案のとおり可決されました。

◇

◎議案第５０号の説明、質疑、討論、採決

〇議長（林 豊議員） 日程第５、議案第50号 令和７年度皆野町一般会計補正予算（第６号）を議題と

いたします。

町長に提案理由の説明を求めます。

町長。

〔町長 黒澤栄則登壇〕

〇町長（黒澤栄則） 議案第50号 令和７年度皆野町一般会計補正予算（第６号）について、提案理由の説

明を申し上げます。

既定の歳入歳出予算に補正の必要が生じたため、地方自治法の規定により、この案を提出するものでご

ざい。

ご審議の上、原案を可決いただきますようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。

〇議長（林 豊議員） 企画財政課長に議案内容の説明を求めます。

企画財政課長。

〔企画財政課長 嶋田政則登壇〕

〇企画財政課長（嶋田政則） 議案第50号 令和７年度皆野町一般会計補正予算（第６号）につきまして、

内容のご説明を申し上げます。

１ページをお開きください。第１条、歳入歳出予算の補正です。本補正予算は、既定の歳入歳出予算の

総額に歳入歳出それぞれ１億3,653万5,000円を追加し、総額を59億5,372万2,000円とするものです。

次の２ページから４ページまでが第１表、歳入歳出予算補正です。

５ページをお開きください。５ページ、第２表、繰越明許費補正です。戸籍システム・戸籍附票システ

ム標準化事業及び町道皆野231号線道路改良事業は、年度内に完了しない見込みのため追加するものです。

その下、町道金沢１号線道路改良工事は、事業費の減額により変更するものです。

６ページを御覧ください。第３表、債務負担行為補正は、地域活性化起業人事業と新・学校給食センタ

ー（仮称）自家用電気工作物保安管理業務委託の２件を追加するものです。
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次の水色の仕切りの次からが歳入歳出補正予算事項別明細書等の予算に関する説明書です。予算に関す

る説明書３ページをお開きください。歳入の主なものからご説明申し上げます。１段目、款11地方交付税、

項１地方交付税、目１地方交付税、特別交付税343万7,000円の増加は、新たに委嘱する地域活性化起業人

や西武観光バス三沢線への補助金の特別交付税措置を見込み増額するものです。

３段目、款15国庫支出金、項１国庫負担金、目１民生費国庫負担金、障害者自立支援給付費国庫負担金

2,500万円、及び１ページめくりまして、４ページの２段目、款16県支出金、項１県負担金、目１民生費

県負担金、障害者自立支援給付費県負担金1,250万円、合わせて3,750万円の増額は、歳出で計上しており

ます障害者自立支援給付費負担金の財源として、国、県の交付金を受け入れるものです。

５ページを御覧ください。２段目、款18寄附金、項１寄附金、目４ふるさと納税、ふるさと納税（クラ

ウドファンディング）238万7,000円の増額は、新・学校給食センター建設事業のクラウドファンディング

が終了し、寄附額が確定したため補正するものです。

３段目、款19繰入金、項１基金繰入金、目１公共施設整備基金繰入金5,100万円の増額は、道の駅みな

のリニューアル事業に対する土地建物購入費の財源とするものです。

その下、財政調整基金繰入金4,653万5,000円の増額は、歳入歳出差引額の調整によるものです。

次の６ページからが歳出です。なお、各費目において、職員の採用や異動等に伴う人件費の補正を行っ

ております。

７ページを御覧ください。１段目、款２総務費、項１総務管理費、目６交通政策費、節18負担金、補助

及び交付金、地域乗合バス路線確保対策費補助金103万7,000円の増額は、西武観光バス三沢線に対するも

ので、運送経費の増大に伴うものです。

その下、目７企画費、節18負担金、補助及び交付金、地域活性化起業人負担金147万5,000円の増額は、

空き家等の活用を進めるため、新たに民間企業から１名を受け入れるものです。なお、令和８年１月から

12月までの契約とするため、債務負担行為を設定しております。

９ページをお開きください。２段目、款３民生費、項１社会福祉費、目１社会福祉総務費、節18負担金、

補助及び交付金、障害者自立支援給付費負担金5,000万円の増額は、町内のサービス提供事業所が新たに

設置されたことによる障害福祉サービス利用者の増加によるものです。

11ページを御覧ください。１段目、款４衛生費、項１保健衛生費、目３環境衛生費、節18負担金、補助

及び交付金、老朽空家等除却補助金120万円の増額は、申請件数の増加によるものです。

12ページをお開きください。１段目、款６農林水産業費、項１農業費、目３農業振興費、節17備品購入

費、熊用ドラム式捕獲器購入費の追加は、現下の社会情勢を鑑み、町として熊の対応をしていくために購

入するものです。

２段目、款７商工費、項１商工費、目２商工振興費、節18負担金、補助及び交付金、中小企業省エネ化

設備導入補助金200万円の増額は、申請件数の増加に伴い、予算の上限額に達したため計上するものです。

その下、目３観光費、節16公有財産購入費、道の駅みなのリニューアル事業、土地購入費4,000万円、

建物購入費1,100万円、合わせて5,100万円の追加は、道の駅みなのに隣接する土地建物を購入し、用地を

拡張した上で、町の活性化に資する大規模リニューアルを進めるものです。

13ページを御覧ください。上段、款８土木費、項２道路橋りょう費、目３道路新設改良費、節14工事請

負費、町道改良工事費、皆野231号線1,500万円の追加は、道の駅みなの内に町営バスの停留所を設けるた

め、拡幅工事を行うものです。なお、年度内に完了しない見込みのため、繰越明許費を設定いたします。
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その下、町道金沢１号線600万円の減額は、事業費の確定によるものです。

14ページをお開きください。14ページ１段目、款10教育費、項２小学校費、目１学校管理費、節10需用

費、施設修繕料192万5,000円の増額は、三沢小学校の体育館ステージ上の屋根が雨漏りしているため修繕

するものです。

２段目、款10教育費、項３中学校費、目１学校管理費、節10需用費、消耗品費330万1,000円の増額は、

中学校で使用するデジタル教科書の購入費です。

15ページを御覧ください。１段目、款10教育費、項４幼稚園費、目１幼稚園費、節14工事請負費、遊戯

場照明ＬＥＤ機器交換工事110万円の追加は、天井に設置された水銀灯が切れているため、ＬＥＤ電球へ

の交換を行うものです。

17ページからが給与費明細書、22ページが地方債に関する調書です。

以上で令和７年度皆野町一般会計補正予算（第６号）の説明といたします。

〇議長（林 豊議員） これより本案に対する質疑を行います。

５番、林太平議員。

〇５番（林 太平議員） ２点ほどちょっと質問いたします。

12ページの農業振興のところで節17熊用のドラム式って書いてありますけれども、これらについては、

予算的にはそんな大金ではない。どのようなものを想定して頼んでいるか。

それとあと１個、節16道の駅リニューアル事業について、これは何年ぐらいの計画で進めていくのか。

土地を購入したら、その後の計画的なもので何年ぐらいの目標でいくのかを教えていただきたいと思いま

す。

〇議長（林 豊議員） 産業観光課長。

〇産業観光課長（三橋博臣） お答え申し上げます。

まず１点目、熊用のドラム式捕獲器でございますけれども、こちら購入基数１基でございます。どのよ

うなものかといいますと、一般にドラム缶と呼ばれる石油の貯蔵用の缶がございますけれども、それと似

たような円筒状のものを組み合わせた捕獲のわなになります。通常の網というのでしょうか、おり式のも

のよりも強度が高いというふうに言われているものでございますので、こちらを１基購入をしたいという

ふうに考えております。

続きまして、２点目の道の駅リニューアルの何年計画ぐらいかという事業の見通しでございますけれど

も、こちらにつきましては、現在のところはっきりとしたところは確定がしてございません。といいます

のも、もともとこの土地を購入するに当たっては、庁内でもかなり議論をいたしまして、ある程度のいわ

ゆる絵なり、計画、筋書ができてからの購入というのも、当初は考えておったのですが、所有者様の意向

であったり、今後の事業展開を考えていったときに、まず用地を確保することが先決であろうという結論

に達したために、まず用地を取得させていただきたいということでございます。

明確な期限というのは、今申しましたとおり、はっきりと言うことはできないのですけれども、他の近

年オープンしている道の駅を見ると、構想からおよそ３年から５年ぐらいはかかっているというのが一般

的な例と認識しております。

以上です。

〇議長（林 豊議員） 林太平議員。

〇５番（林 太平議員） まず、熊のドラム式ということで、今テレビ等でいろいろ放送しているところ、
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四角いわなも相当出ているのですけれども、やっぱり山でかかったときに担ぎ出すとかいろんな方法を考

える、ドラム式の中にでかい熊が入ったときに大変だと、その運び出す方法等にも幾らか今山でかかると、

そりとかそういうようなものも幾らか考えておかないと、担ぎ出すにも大変で、もうみんなテレビ等々で

自衛隊が出たり、自衛隊の応援をしたりといういろんな対策を考えている。町としても山の中に、もし捕

獲したときの運び出し方のあれもやっておかないと、高齢者になって鉄砲撃ち、猟友会に頼んで多分射殺

するか殺すか、何か麻酔でやるかという方法だと思う。担ぎ出す、この運び出すには、相当な労力が必要

だという話も聞いていますので、ぜひ何かそういうときの対策で荷車でもいいし、そりでもいいし、何か

いろんな方法を検討しておいたほうが、ともかく山の中のことなので、その辺の検討も要望しておきたい

と思います。

そして、道の駅のリニューアルについては、まず最初、土地を購入したということが、これ予算取られ

ると、相当な多くの方が期待大だと思っているので、ぜひ今も言うとおり、３年から５年というけれども、

これを確保した時点でもう期待が相当大だと思いますので、ぜひなるべく早めに解決したほうがいいので

はないかと私は考えます。ぜひともその辺も検討してもらうようにお願いして、答弁はいいです。よろし

くお願いします。

〇議長（林 豊議員） 他に質疑はございませんか。

11番、内海勝男議員。

〇11番（内海勝男議員） ２点ばかり質問させていただきます。

先ほどの林議員の質問とも関連するのですが、道の駅みなのリニューアル事業として、土地の購入費

4,000万円ということなのですが、この土地の面積どのくらいなのか、これが１点です。

それと、建物購入費1,100万円ということであります。この建物の購入の試算というか、例えば解体費

用等を差し引いた金額を計上しているのかどうか。

それと、13ページの款８土木費、項２道路橋りょう費、目３道路新設改良費、節14工事請負費の中で町

道皆野231号線1,500万円の増額補正だと思います。後ほど議案第54号とも関連するのですが、現在の町道

皆野231号線から延長区間の改良工事を1,500万円というふうに見込んでいるのか、それとも一部分の改良

工事なのか、この点についてお聞きしたいと思います。

また、この町道皆野231号線の全線改良工事が完了して供用ができるのはいつ頃なのか、この点につい

てもお聞きしたいと思います。

〇議長（林 豊議員） 産業観光課長。

〇産業観光課長（三橋博臣） お答え申し上げます。

道の駅リニューアル事業について、申し上げます。まず、土地の面積でございますが現道の駅みなのの

上側の土地になります。地番で申し上げますと、大字皆野3236―30ほか５筆、計６筆になります。面積の

合計は7,771.89平米が登記上の面積となってございます。

また、建物の価格の試算でございますけれども、こちらは非常に難しい検討を我々はしてまいりました。

我々町といたしますと、道の駅のリニューアル、より魅力ある道の駅にしていくためには、あの用地は絶

対に必要だということで強い思いを持っておりました。建物につきましては、調査の結果にもよりますけ

れども、場合によっては取壊しが当然発生するというふうに考えております。ただ、その取壊し費用等は

現時点では積算をしておりません。

建物の取壊し費用、それから土地の購入費用、そういった一切の事情を考慮しまして、所有者側とおよ
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そ5,000万円前後でというところが交渉の妥結点ということになりました。

その建物と土地の価格の内訳といいましょうか、につきましては、所有者の意向等も反映した形で、総

額のうち土地が4,000万円、建物が1,100万円という形に落ち着いたということになります。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 建設課長。

〇建設課長（若林直樹） お答えいたします。

町道皆野231号線の道路改良工事の件でございますが、今回補正いたしますのは、町営バス運行経路の

変更に伴い、道の駅みなの西側、現在道の駅の第２駐車場となっている箇所の脇の道路を工事するもので

ございます。バスの運行開始に合わせるために今回補正したもので、今回補正する道の駅西側の工事を実

施後、予算のつけ方にもよりますが、もう一期、遅くても２期の工事で完成させたいと考えております。

供用開始でございますが、全路線の供用開始は全ての工事が終了してからと考えております。今回は、

バスの運行に合わせた部分のみ供用を開始したいと考えております。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 内海勝男議員。

〇11番（内海勝男議員） 建物の関係なのですが、この建物についてはアスベストが使われている建物もあ

るというふうに聞いています。そういったところも加味されて、解体とかその辺を今後検討されているこ

とだと思うのですが、そういった中で実際に財産として購入する場合について、ぜひ加味した形での購入

を考えていただきたいというふうに思います。

また、町道231号線の関係なのですが、ここの改良部分については、恐らく今まで、恐らくということ

はないですね、農協さんの所有地の道路というか、だったと思います。ここの分については、購入したの

か、寄附してもらったのか、その辺含めて。

また、あと今後２期なり３期工事が全線改良されるのにはかかるのではないかというふうに思われるの

ですが、できる限りここについては早期に迂回路として、秩父方面に迂回路として供用できるように、ぜ

ひ予算等つけていただきたいというふうに思います。

１点だけ質問お願いします。

〇議長（林 豊議員） 建設課長。

〇建設課長（若林直樹） お答えいたします。

今後の工事につきましては、三沢方面からの国道へのアプローチにつきましても、渋滞の緩和等も影響

している、それを解消しようとしている工事でもありますので、なるべく工事が早く完成するように努力

したいと思います。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 内海勝男議員。

〇11番（内海勝男議員） 今度予定している、今まで農協さんの所有地だった道路ですね、ここは寄附して

もらったのか、買い上げたのか。

〇議長（林 豊議員） 建設課長。

〇建設課長（若林直樹） お答えいたします。

単価については、すみません、手元に資料がございませんが、購入という形でございます。

以上でございます。
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〇議長（林 豊議員） 他に質疑はございませんか。

２番、倉林郁雄議員。

〇２番（倉林郁雄議員） 何点かあります。

ページ数で５ページ、目２教育費寄附金50万3,000円についてなのですけれども、寄附先と件数が分か

れば教えてください。

ページ数は８ページ、目１、節12委託料、旅券発給事務委託料ってあるのですけれども、この内容につ

いて教えてください。

ページ数11、目３、節18、こちらの空き家等補助の補助金、件数と場所、分かれば教えてください。

ページ数13、目３、すみません、消防費のほう、目３、防火水槽解体工事、この場所はどこか教えてく

ださい。

ページ数14、目１で節11役務費、クリーニング代、これクリーニング代とありますが、場所と何のクリ

ーニングをやったのか教えてください。

それと、同じくページ数14で、節18、選手派遣費ってありますけれども、内容について教えてください。

その次のページ15、文化財、節委託料、文化財関係委託料とありますけれども、何の文化財なのか、教

えてください。

以上です。

〇議長（林 豊議員） 総務課長。

〇総務課長（新井敏文） 予算書の13ページ、款９消防費の工事請負費、防火水槽解体撤去工事費198万円

でございますけれども、場所です。親鼻駅の手前、親鼻駅に向かいまして、右側、西側というのですか、

になります。ここに設置されている防火水槽を撤去するものですけれども、地権者から撤去要望があった

ことに伴いまして、今回撤去するというものでございます。

以上です。

〇議長（林 豊議員） 教育次長。

〇教育次長（白石純一） お答えいたします。

まず、予算書の５ページ、歳入の款18寄附金、項１寄附金、目２教育費寄附金、教育費寄附金の内容、

件数というご質問にお答えをいたします。件数は１件でございます。明治安田グループからのご寄附をい

ただきました。

若干内容にも触れさせていただきますが、明治安田グループで私の地元応援募金という取組をされてい

らっしゃいます。グループの全従業員が出身地、また居住地等のゆかりの自治体に募金をするという取組

をされていらっしゃいまして、それに会社からの寄附も上乗せして支援をいただくというもので、今回寄

附の申出をいただいたものを、こちらとしては協議をしまして、新・学校給食センターの財源として充て

させていただきますということで、ありがたく頂戴をしたものでございます。ちなみに、この明治安田グ

ループからの寄附は過去にも頂戴をしておりまして、初めてではございません。

続きまして、予算書の14ページ上段の款10教育費、項２小学校費、目１学校管理費、節11役務費のクリ

ーニング代についてでございます。こちらのクリーニング代ですが、皆野小学校のエアコンの効きが悪い

と。いわゆる洗濯物ではなくて、洗浄作業としてのクリーニング代という名目にさせていただいておりま

す。フィルター清掃は通年やっているのですけれども、建築以来のいわゆる配管類の目詰まりというか、

そういったものが原因だということになりましたので、それを洗浄したいというふうなことで盛り込ませ
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ていただいたものです。

それから、次の同じページですけれども、項３中学校費、目２教育振興費、節18負担金、補助及び交付

金の選手派遣費でございます。こちらは、中学校の生徒が部活動の中で遠征をいたします。車両の借り上

げというのが主になってきますが、うれしいことに県大会の出場とか、成績がよかったために、出かける

派遣費の回数が増えたということで、今回追加補正を計上させていただいたものでございます。

次に、次のページですが、15ページ、款10教育費、項５社会教育費、目３文化財保護費、節12委託料、

文化財関係作業委託料の何の文化財かというふうなご質問ですけれども、何のという特定ではないのです

が、遺跡の除草作業をしていく中で、その刈った草をその場所に置きっ放しにはできないというふうな取

扱いをしているわけですが、今年度、この時期といいますか、大分雑草が繁茂した関係で量が多くなって

おります。シルバー人材センターに委託をして刈っていただいているわけですけれども、この後見込まれ

るその処理の量が、既定の予算よりもちょっと不足を生じたということで、その片づけ費用等も不足があ

るものを今回盛り込ませていただいているものでございます。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 町民生活課長。

〇町民生活課長（山田 厳） お答えいたします。

まず、歳出の８ページ、旅券発給事務委託料でございますが、これはいわゆるパスポートの発行事務に

係る費用でございます。秩父市へ委託をしておることにつき、歳入の４ページで県支出金、これを受け入

れまして、同額をこちらで秩父市へ支払う内容でございます。

それと、歳出の11ページ、老朽空家等除却補助金の件数とその場所でございますが、今年度６件該当が

ございまして、支給してございます。その内訳は、地区で申し上げますが、大字皆野地区が３件、大字下

田野地区で１件、大字日野沢地区で１件、最後に大字三沢地区で１件、計６件でございます。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 倉林郁雄議員。

〇２番（倉林郁雄議員） 内容等分かりました。ありがとうございました。

〇議長（林 豊議員） 他に質疑はございませんか。

１番、新井健司議員。

〇１番（新井健司議員） 12ページ、道の駅の土地購入の関係ですけれども、先ほど面積、回答ありました。

境界については決まっているのか、確認いたします。

〇議長（林 豊議員） 産業観光課長。

〇産業観光課長（三橋博臣） 申し上げます。

土地の境界についてでございますが、一部町道として用地買収を既にした部分もございますので、それ

に係る筆につきましては境界が確定していると。ただ、それに近い道路の用地にかかっていない部分につ

いては、今現在境界の確定の部分については持ち合わせておりません。

以上です。

〇議長（林 豊議員） 新井健司議員。

〇１番（新井健司議員） 町で購入する土地でございますので、ぜひとも境界については確定をお願いして

おきます。

それと、これはお願いですけれども、町長にお願いですけれども、熊の出没、１市４町地域かなり出没
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していると。アプリでくまっぷ、熊出没情報が分かるものもあって、秩父地域へのハイキングを取りやめ

ている方が多数いらっしゃると。ぜひとも秩父地域で熊は安全だよという対策を首長さんとお会いする機

会があると思いますので、ぜひともお願いしていただければと思います。よろしくお願いいたします。

私からは以上です。

〇議長（林 豊議員） 他に質疑はございませんか。

12番、宮原睦夫議員。

〇12番（宮原睦夫議員） 道の駅の上側の土地について、この土地につきましては、私も前々から道の駅を

中心とした開発をやるべきだということに伴って、早く買収すべきだということを申し上げてきまして、

早速町で購入ということになりましたことに、ありがとうございます。

それにつきまして、今後の計画としては、やはり道の駅を中心として道の駅の拡充、またその上側につ

いては半年前の一般質問でも申し上げてありますけれども、ひとつ秩父を代表するような施設を造ってい

ただきたいということを一般質問で申し上げてあると思いますけれども、ひとつあそこは小さい考えでな

く、大きな構想を持って取り組んでいただきたいと思います。

それにつきましては、執行部としても県から専門員を委託をして計画を立てたいという話も聞いており

ますが、それらの今後の方針等についてはどのような今の段階で考えがあるのか、お尋ねをいたします。

〇議長（林 豊議員） 町長。

〇町長（黒澤栄則） 12番、宮原議員からのご質問にお答えをしたいと思います。

あそこが皆野町の皆様の目線が上がるような場所として整備をしていきたいという気持ちは、議員と一

緒でございます。議員からのご提言等も踏まえながら、構想づくりはこれからということになりますので、

しっかり取り組んでまいりたいというふうに思ってございます。

体制的には、今県のほうにもお願いをさせていただいているところでございますが、まだ確定の通知は

来ておりませんので、いずれにしましてもしっかりとした事業を進められる体制を取って、しっかりと着

手してまいりたいというふうに思っております。

以上でございます。

〇議長（林 豊議員） 宮原睦夫議員。

〇12番（宮原睦夫議員） 県の専門員をお願いをしているということでございます。

今まで皆野町には過去に都市計画について、まず県から職員をお願いして、その後また総合的な開発と

いうことでみらい創造課をつくって、県から来ていただいた経過もあるわけです。その２人についてはな

かなか今成果が上がらなかった。いてもいなくても同じような状態で終わったわけです。

ぜひ今回はひとつその辺のところは配慮して、町長、ひとつ立派な専門員を呼ぶのでしたらお願いを申

し上げます。

以上です。

〇議長（林 豊議員） 他に質疑はございませんか。

〔「なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） これをもって質疑を終結します。

続いて、討論を行います。

〔「なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 討論なしと認めます。



- 80 -

これより議案第50号を採決いたします。

本案は原案のとおり可決することにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第50号は原案のとおり可決されました。

暫時休憩いたします。

休憩 午前１１時２７分

再開 午前１１時３７分

〇議長（林 豊議員） 休憩前に引き続き会議を開きます。

◇

◎議案第５１号の説明、質疑、討論、採決

〇議長（林 豊議員） 日程第６、議案第51号 令和７年度皆野町国民健康保険特別会計補正予算（第３

号）を議題といたします。

町長に提案理由の説明を求めます。

町長。

〔町長 黒澤栄則登壇〕

〇町長（黒澤栄則） 議案第51号 令和７年度皆野町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について、

提案理由の説明を申し上げます。

既定の歳入歳出予算に補正の必要が生じたため、地方自治法の規定により、この案を提出するものでご

ざいます。

ご審議の上、原案を可決いただきますようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。

〇議長（林 豊議員） 町民生活課長に議案内容の説明を求めます。

町民生活課長。

〔町民生活課長 山田 厳登壇〕

〇町民生活課長（山田 厳） 議案第51号 令和７年度皆野町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）に

つきまして、内容をご説明申し上げます。

予算書の１ページをお開きください。本補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

1,044万3,000円を追加し、総額を歳入歳出それぞれ11億2,483万4,000円とするものでございます。

水色の仕切りの次からが予算に関する説明書の事項別明細書となっておりますので、これに沿ってご説

明申し上げます。事項別明細書の３ページをお開きください。歳入でございます。款４国庫支出金、項１

国庫補助金、目５社会保障・税番号制度システム整備費等補助金6,000円の追加は、マイナンバーと健康

保険証の一体化に伴う周知広報事業に係る経費を受け入れるものでございます。

その下、款７繰入金、項１他会計繰入金、目１一般会計繰入金41万円の減額は、人件費分に係る事務費
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の調整によるものでございます。

その下、項２基金繰入金、目１財政調整基金繰入金1,084万7,000円の増額は、歳入歳出差引額の調整に

よるものでございます。

４ページをお開きください。歳出でございます。最上段、款１総務費、項１総務管理費、目１一般管理

費41万円の減額は、職員手当の調整によるものでございます。

１つ飛んで、款９諸支出金、項１償還金及び還付加算金、目３償還金1,085万3,000円の追加は、過年度

の普通交付金、特別交付金及び社会保障・税番号システム整備費補助金の実績額の確定によるものでござ

います。

５ページ以降は、給与費明細書となっております。

以上、議案第51号の説明といたします。

〇議長（林 豊議員） これより本案に対する質疑を行います。

〔「なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 質疑なしと認めます。

続いて、討論を行います。

〔「なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 討論なしと認めます。

これより議案第51号を採決いたします。

本案は原案のとおり可決することにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第51号は原案のとおり可決されました。

◇

◎議案第５２号の説明、質疑、討論、採決

〇議長（林 豊議員） 日程第７、議案第52号 令和７年度皆野町介護保険特別会計補正予算（第３号）

を議題といたします。

町長に提案理由の説明を求めます。

町長。

〔町長 黒澤栄則登壇〕

〇町長（黒澤栄則） 議案第52号 令和７年度皆野町介護保険特別会計補正予算（第３号）について、提案

理由の説明を申し上げます。

既定の歳入歳出予算に補正の必要が生じたため、地方自治法の規定により、この案を提出するものでご

ざいます。

ご審議の上、原案を可決いただきますようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。

〇議長（林 豊議員） 福祉課長に議案内容の説明を求めます。

福祉課長。

〔福祉課長 青木陽子登壇〕
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〇福祉課長（青木陽子） 議案第52号 令和７年度皆野町介護保険特別会計補正予算（第３号）について、

内容をご説明申し上げます。

１ページをお開きください。歳入歳出予算の補正、第１条、既定の歳入歳出予算の総額に60万7,000円

を追加し、歳入歳出それぞれ12億1,433万円とするものでございます。

３枚目の水色の仕切りの後、予算の事項別明細書に沿ってご説明申し上げます。事項別明細書の３ペー

ジをお開きください。歳入でございますが、款３国庫支出金から下段、款８繰入金、項１一般会計繰入金、

目１介護給付費繰入金までの増額は、介護給付費等の歳出予算の補正に伴い、法定された負担割合に基づ

き補正するものでございます。

目４その他一般会計繰入金の補正は、職員の給与と事務費に係るものでございます。

４ページからが歳出でございます。１段目、款１総務費、項１総務管理費、目１一般管理費の減額は、

職員の異動に伴う補正と税制改正に対応する介護保険システム改修費の増額でございます。

中段、項３介護認定審査会費、目１認定調査費等の40万2,000円の増額は、介護認定に係る主治医意見

書の作成手数料の増額を見込んだものでございます。

下段、款２保険給付費、項１介護サービス等諸費から５ページ中段、項２介護予防サービス等諸費まで

の補正は、利用者の増加のための補正でございます。

７ページ目からが給与費明細書でございます。

以上、議案第52号の説明とさせていただきます。

〇議長（林 豊議員） これより本案に対する質疑を行います。

〔「なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 質疑なしと認めます。

続いて、討論を行います。

〔「なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 討論なしと認めます。

これより議案第52号を採決いたします。

本案は原案のとおり可決することにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第52号は原案のとおり可決されました。

◇

◎議案第５３号の説明、質疑、討論、採決

〇議長（林 豊議員） 日程第８、議案第53号 令和７年度皆野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

２号）を議題といたします。

町長に提案理由の説明を求めます。

町長。

〔町長 黒澤栄則登壇〕

〇町長（黒澤栄則） 議案第53号 令和７年度皆野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について、
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提案理由の説明を申し上げます。

既定の歳入歳出予算に補正の必要が生じたため、地方自治法の規定により、この案を提出するものでご

ざいます。

ご審議の上、原案を可決いただきますようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。

〇議長（林 豊議員） 町民生活課長に議案内容の説明を求めます。

町民生活課長。

〔町民生活課長 山田 厳登壇〕

〇町民生活課長（山田 厳） 議案第53号 令和７年度皆野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

につきまして、内容をご説明申し上げます。

予算書の１ページをお開きください。本補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ

331万8,000円を減額し、総額を歳入歳出それぞれ１億7,709万円とするものでございます。

水色の仕切りの次からが予算に関する説明書の事項別明細書となっておりますので、これに沿ってご説

明申し上げます。事項別明細書の３ページをお開きください。歳入でございます。款３繰入金、項１一般

会計繰入金、目２保険基盤安定繰入金331万8,000円の減額は、歳出、後期高齢者医療広域連合納付金の決

定によるものでございます。

４ページをお開きください。歳出でございます。款２後期高齢者医療広域連合納付金、項１後期高齢者

医療広域連合納付金、目１後期高齢者医療広域連合納付金331万8,000円の減額は、保険基盤安定負担金の

減額によるものでございます。

以上、議案第53号の説明といたします。

〇議長（林 豊議員） これより本案に対する質疑を行います。

〔「なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 質疑なしと認めます。

続いて、討論を行います。

〔「なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 討論なしと認めます。

これより議案第53号を採決いたします。

本案は原案のとおり可決することにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第53号は原案のとおり可決されました。

◇

◎議案第５４号の説明、質疑、討論、採決

〇議長（林 豊議員） 日程第９、議案第54号 町道路線の廃止及び認定についてを議題といたします。

町長に提案理由の説明を求めます。

町長。

〔町長 黒澤栄則登壇〕
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〇町長（黒澤栄則） 議案第54号 町道路線の廃止及び認定について、提案理由の説明を申し上げます。

今回廃止及び認定の議決をお願いいたします路線は、大字皆野地内でございます。本件は、町道改良工

事に伴い、終点等が変更になることから、一度路線を廃止し、再度町道として認定し管理していきたいと

いうものでございます。

ご審議の上、原案を可決いただきますようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。

〇議長（林 豊議員） 建設課長に議案内容の説明を求めます。

建設課長。

〔建設課長 若林直樹登壇〕

〇建設課長（若林直樹） 議案第54号 町道路線の廃止及び認定について、ご説明申し上げます。

議案の後ろに参考図を添付してございますので、御覧ください。本件は、道の駅みなの西側に位置する

１路線でございます。廃止路線は青、認定路線は赤、起点は丸印、終点は矢印で表記してございます。

廃止及び認定路線は県道下戦場塩貝戸線、道の駅みなの三沢側の出入口から秩父広域市町村圏組合で管

理している第２配水場タンクへ通じる町道皆野57号線に接続する道路でございます。当路線の改良工事に

より終点等が変わることから一度路線を廃止し、再度町道として認定いたします。

議案書の２枚目を御覧ください。路線の廃止の整理番号、路線名、起点終点、重要な経過地は、それぞ

れ記載のとおりでございます。

その裏面に路線の認定を記載してございます。御覧ください。路線認定の整理番号、路線名、起点終点、

重要な経過地は、それぞれ記載のとおりでございます。

以上、議案第54号の説明とさせていただきます。

〇議長（林 豊議員） これより本案に対する質疑を行います。

〔「なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 質疑なしと認めます。

続いて、討論を行います。

〔「なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 討論なしと認めます。

これより議案第54号を採決いたします。

本案は原案のとおり可決することにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第54号は原案のとおり可決されました。

暫時休憩いたします。

休憩 午前１１時５８分

再開 午後 １時０１分

〇議長（林 豊議員） 休憩前に引き続き会議を開きます。
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◇

◎承認第５号の説明、質疑、討論、採決

〇議長（林 豊議員） 日程第10、承認第５号 専決処分の承認を求めることについて（令和７年度皆野

町一般会計補正予算（第４号））を議題といたします。

町長に提案理由の説明を求めます。

町長。

〔町長 黒澤栄則登壇〕

〇町長（黒澤栄則） 承認第５号 専決処分の承認を求めることについて、提案理由の説明を申し上げます。

令和７年10月20日、令和７年度皆野町一般会計補正予算（第４号）を専決処分したので、地方自治法の

規定により、この案を提出するものでございます。

ご審議の上、ご承認いただきますようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。

〇議長（林 豊議員） 企画財政課長に議案内容の説明を求めます。

企画財政課長。

〔企画財政課長 嶋田政則登壇〕

〇企画財政課長（嶋田政則） 承認第５号、令和７年度皆野町一般会計補正予算（第４号）につきまして、

内容のご説明を申し上げます。

本補正予算は、繰越明許費１件を追加するため、専決処分したものです。

予算書の２ページをお開きください。第１表、繰越明許費補正です。デマンド交通車両購入費900万円

の追加は、デマンド交通用の車両を購入するもので、年度内の納車が見込めないため、翌年度へ繰り越し

たものです。

以上で令和７年度皆野町一般会計補正予算（第４号）の説明といたします。

〇議長（林 豊議員） これより本案に対する質疑を行います。

〔「なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 質疑なしと認めます。

続いて、討論を行います。

〔「なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 討論なしと認めます。

これより承認第５号を採決いたします。

本件は原案のとおり承認することにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 異議なしと認めます。

よって、承認第５号は承認することに決定しました。

◇

◎承認第６号の説明、質疑、討論、採決

〇議長（林 豊議員） 日程第11、承認第６号 専決処分の承認を求めることについて（令和７年度皆野
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町一般会計補正予算（第５号））を議題といたします。

町長に提案理由の説明を求めます。

町長。

〔町長 黒澤栄則登壇〕

〇町長（黒澤栄則） 承認第６号 専決処分の承認を求めることについて、提案理由の説明を申し上げます。

令和７年11月20日、令和７年度皆野町一般会計補正予算（第５号）を専決処分したので、地方自治法の

規定により、この案を提出するものでございます。

ご審議の上、ご承認いただきますようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。

〇議長（林 豊議員） 企画財政課長に議案内容の説明を求めます。

企画財政課長。

〔企画財政課長 嶋田政則登壇〕

〇企画財政課長（嶋田政則） 承認第６号、令和７年度皆野町一般会計補正予算（第５号）について、ご説

明申し上げます。

本補正予算は、令和７年12月10日支払いの町職員の期末勤勉手当について既定の予算に過不足が生じ、

早期に予算化する必要があるため、専決処分したものです。

予算書の１ページをお開きください。第１条、歳入歳出予算の補正です。本補正予算は、既定の歳入歳

出予算の総額から歳入歳出それぞれ473万6,000円を減額し、総額を58億1,718万7,000円とするものです。

水色の仕切りの次からが歳入歳出補正予算事項別明細書等の予算に関する説明書です。予算に関する説

明書３ページをお開きください。款19繰入金、項１基金繰入金、目４財政調整基金繰入金473万6,000円の

減額は、歳入歳出差引額の調整によるものです。

次の４ページから７ページにおける各費目については、一般職期末手当、勤勉手当の過不足について、

それぞれ補正するものです。

８ページからが給与費明細書です。

以上で令和７年度皆野町一般会計補正予算（第５号）の説明といたします。

〇議長（林 豊議員） これより本案に対する質疑を行います。

〔「なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 質疑なしと認めます。

続いて、討論を行います。

〔「なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 討論なしと認めます。

これより承認第６号を採決いたします。

本件は原案のとおり承認することにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 異議なしと認めます。

よって、承認第６号は承認することに決定しました。

暫時休憩いたします。

休憩 午後 １時０８分
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再開 午後 １時０９分

〇議長（林 豊議員） 休憩前に引き続き会議を開きます。

◇

◎同意第１７号の説明、質疑、討論、採決

〇議長（林 豊議員） 日程第12、同意第17号 公平委員会委員の選任について同意を求める件を議題と

いたします。

町長に提案理由の説明を求めます。

町長。

〔町長 黒澤栄則登壇〕

〇町長（黒澤栄則） 同意第17号 公平委員会委員の選任について、提案理由の説明を申し上げます。

公平委員会委員の二ノ宮紀子氏の任期が令和８年３月11日をもって満了となることから、引き続き選任

したいので、ご同意いただきますようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。

〇議長（林 豊議員） これより本案に対する質疑を行います。

〔「なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） これをもって質疑を終結いたします。

続いて、討論を行います。

〔「なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 討論なしと認めます。

これより同意第17号を採決いたします。

本件はこれに同意することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 異議なしと認めます。

よって、同意第17号は同意することに決定しました。

◇

◎同意第１８号の説明、質疑、討論、採決

〇議長（林 豊議員） 日程第13、同意第18号 固定資産評価審査委員会委員の選任について同意を求め

る件を議題といたします。

町長に提案理由の説明を求めます。

町長。

〔町長 黒澤栄則登壇〕

〇町長（黒澤栄則） 同意第18号 固定資産評価審査委員会委員の選任について、提案理由の説明を申し上

げます。



- 88 -

固定資産評価審査委員会委員の宮原本法氏の任期が令和７年12月22日をもって満了することから、引き

続き選任したいので、ご同意いただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といたします。

〇議長（林 豊議員） これより本件に対する質疑を行います。

〔「なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） これをもって質疑を終結いたします。

続いて、討論を行います。

〔「なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 討論なしと認めます。

これより同意第18号を採決いたします。

本件はこれに同意することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 異議なしと認めます。

よって、同意第18号は同意することに決定しました。

◇

◎同意第１９号の説明、質疑、討論、採決

〇議長（林 豊議員） 日程第14、同意第19号 人権擁護委員候補者の推薦について同意を求める件を議

題といたします。

町長に提案理由の説明を求めます。

町長。

〔町長 黒澤栄則登壇〕

〇町長（黒澤栄則） 同意第19号 人権擁護委員候補者の推薦について、提案理由の説明を申し上げます。

人権擁護委員、保泉広一氏の任期が令和８年６月30日をもって満了となることから、引き続き人権擁護

委員候補者として法務大臣に推薦したいので、ご同意をいただきますようお願い申し上げまして、提案理

由の説明といたします。

〇議長（林 豊議員） これより本件に対する質疑を行います。

〔「なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） これをもって質疑を終結いたします。

続いて、討論を行います。

〔「なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 討論なしと認めます。

これより同意第19号を採決いたします。

本件はこれに同意することにご異議ありませんか。

〔「なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 異議なしと認めます。

よって、同意第19号は同意することに決定しました。
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◇

◎同意第２０号の説明、質疑、討論、採決

〇議長（林 豊議員） 日程第15、同意第20号 人権擁護委員候補者の推薦について同意を求める件を議

題といたします。

町長に提案理由の説明を求めます。

町長。

〔町長 黒澤栄則登壇〕

〇町長（黒澤栄則） 同意第20号 人権擁護委員候補者の推薦について、提案理由の説明を申し上げます。

人権擁護委員、髙橋京子氏が令和８年６月30日をもって退任となります。つきましては、後任に引間絹

代氏を人権擁護委員候補者として法務大臣に推薦したいので、ご同意をいただきますようお願い申し上げ

まして、提案理由の説明といたします。

〇議長（林 豊議員） これより本件に対する質疑を行います。

〔「なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） これをもって質疑を終結いたします。

続いて、討論を行います。

〔「なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 討論なしと認めます。

これより同意第20号を採決いたします。

本件はこれに同意することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 異議なしと認めます。

よって、同意第20号は同意することに決定しました。

◇

◎同意第２１号の説明、質疑、討論、採決

〇議長（林 豊議員） 日程第16、同意第21号 農業委員会委員の任命について同意を求める件を議題と

いたします。

町長に提案理由の説明を求めます。

町長。

〔町長 黒澤栄則登壇〕

〇町長（黒澤栄則） 同意第21号 農業委員会委員の任命について、提案理由の説明を申し上げます。

農業委員会委員の小池幹夫氏が令和７年９月15日に死亡し、欠員が生じていたことから、新たに前野剛

氏を任命したいので、ご同意いただきますようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。

〇議長（林 豊議員） これより本件に対する質疑を行います。

〔「なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） これをもって質疑を終結いたします。
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続いて、討論を行います。

〔「なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 討論なしと認めます。

これより同意第21号を採決いたします。

本件はこれに同意することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 異議なしと認めます。

よって、同意第21号は同意することに決定しました。

◇

◎日程の追加

〇議長（林 豊議員） 以上で本日の日程は全て終了いたしました。

お諮りいたします。この際、発議第２号以下を順次日程に追加し、ご審議いただきたいと思います。こ

れにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 異議なしと認めます。

よって、発議第２号以下を順次日程に追加して審議することに決定いたしました。

◇

◎議員提出議案の報告及び上程

〇議長（林 豊議員） 追加日程第１、議員提出議案の報告及び上程を行います。

今回提出の議員提出議案は、発議第２号の１議案です。

◇

◎発議第２号の説明、質疑、討論、採決

〇議長（林 豊議員） 追加日程第２、発議第２号 皆野町議会改革特別委員会の設置についてを議題と

いたします。

提出者に趣旨説明を求めます。

５番、林太平議員。

〔５番 林 太平議員登壇〕

〇５番（林 太平議員） ５番、林太平です。提出者として趣旨説明を行います。

皆野町議会改革特別委員会の設置について。提出者、皆野町議会議員、林太平。賛成者、皆野町議会議

員、新井達男、賛成者、皆野町議会議員、大塚鉄也。

デジタル化などの地方自治をめぐる課題は日々変化しております。将来の議会運営の在り方や幅広い人

材確保ができるような調査検討を行うため、皆野町議会委員会条例第６条に基づく特別委員会を設置した
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いので、本案を提出するものであります。

内容につきましては、名称は皆野町議会改革特別委員会、委員定数は５人、目的は、１、デジタル化に

関すること、２、議員定数及び議員報酬に関すること、設置期間は議決の日から審査及び調査が終了する

までとし、閉会中も審査及び調査できることという内容でございます。

ぜひ皆様方にご賛同いただき、全会一致で可決していただくようお願い申し上げまして、趣旨説明とい

たします。

〇議長（林 豊議員） これより本案に対する質疑を行います。

〔「なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 質疑なしと認めます。

続いて、討論を行います。

〔「なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 討論なしと認めます。

これより発議第２号を採決いたします。

本案は原案のとおり可決することにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 異議なしと認めます。

よって、発議第２号は原案のとおり可決されました。

◇

◎日程の追加

〇議長（林 豊議員） お諮りいたします。

ただいま発議第２号 皆野町議会改革特別委員会の設置について議決していただきましたので、皆野町

議会改革特別委員会委員の選任について、皆野町議会改革特別委員会の正副委員長の互選についてをそれ

ぞれ日程に追加し、追加日程第３、追加日程第４として直ちに議題にしたいと思いますが、これにご異議

ございませんか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 異議なしと認めます。

よって、追加日程第３、皆野町議会改革特別委員会委員の選任について、追加日程第４、皆野町議会改

革特別委員会の正副委員長の互選についてをそれぞれ日程に追加し、議題とすることに決定いたしました。

◇

◎皆野町議会改革特別委員会委員の選任

〇議長（林 豊議員） 追加日程第３、皆野町議会改革特別委員会委員の選任についてを議題といたしま

す。

皆野町議会改革特別委員会委員の選任については、委員会条例第８条第１項の規定により、議長が会議

に諮って指名すると定められております。
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お諮りいたします。この件につきましては、議長指名とさせていただきたいと思いますが、これにご異

議ございませんか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 異議なしと認めます。

選考のため、暫時休憩いたします。

休憩 午後 １時２４分

再開 午後 １時２４分

〇議長（林 豊議員） 休憩前に引き続き会議を開きます。

これより議会改革特別委員会委員の指名をいたします。

10番 四方田 実 議員 ５番 林 太 平 議員 ４番 大 塚 鉄 也 議員

３番 黒 澤 広 治 議員 ２番 倉 林 郁 雄 議員

以上、５人を指名いたします。

議会改革特別委員会委員につきましては、ただいま指名したとおりご異議ございませんか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 異議なしと認めます。

よって、ただいま指名いたしました諸君を議会改革特別委員会の委員に選任することに決定いたしまし

た。

◇

◎皆野町議会改革特別委員会正副委員長の互選

〇議長（林 豊議員） 追加日程第４、皆野町議会改革特別委員会正副委員長の互選についてを議題とい

たします。

ただいま選任いたしました皆野町議会改革特別委員会の諸君は、次の休憩中に委員会を開き、委員会条

例第９条第１項及び第２項の規定に基づき、正副委員長の互選を行い、その結果を報告願います。

暫時休憩いたします。

休憩 午後 １時２６分

再開 午後 １時２９分

〇議長（林 豊議員） 休憩前に引き続き会議を開きます。

皆野町議会改革特別委員会の正副委員長の互選の結果が報告されましたので、その結果を報告いたしま

す。

委員長に10番、四方田実議員、副委員長に２番、倉林郁雄議員、以上の方が委員長、副委員長に互選さ
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れましたので、ご報告申し上げます。

◇

◎広報常任委員会委員長報告、質疑

〇議長（林 豊議員） 追加日程第５、広報常任委員会委員長報告を行います。

広報常任委員会の継続調査について、会議規則第76条の規定により、その報告書が議長に提出されまし

た。写しをお手元に配付いたしました。委員長に補足説明がありましたらお願いをいたします。

広報常任委員長、３番、黒澤広治議員。

〔広報常任委員長 黒澤広治議員登壇〕

〇広報常任委員長（黒澤広治議員） ３番、黒澤広治です。広報常任委員会委員長報告をいたします。

広報常任委員会調査報告。本委員会に付託された調査事件について、調査の結果を下記のとおり、会議

規則第76条の規定により報告します。

１、調査の内容、議会広報等に関する事項。

２、参加者、議会、広報常任委員会委員６名、同席、事務局１名。

３、調査の日時、令和７年11月７日（金）午後１時15分より午後５時５分。

４、調査の場所、皆野町役場３階委員会室。

５、調査の概要、令和７年度町村議会広報研修。

なお、詳細はご配付の広報常任委員会調査報告書に記載されております。

以上、報告を終わります。

〇議長（林 豊議員） これより委員会報告に対する質疑を行います。

〔「なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 以上で質疑を終結し、広報常任委員会委員長報告を終わりたいと思いますが、こ

れにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 異議なしと認めます。

以上で広報常任委員会継続調査の委員長報告を終わります。

◇

◎総務教育厚生常任委員会の閉会中の継続調査について

〇議長（林 豊議員） 追加日程第６、総務教育厚生常任委員会の閉会中の継続調査の件を議題といたし

ます。

お諮りいたします。本件は、お手元に配付いたしました総務教育厚生常任委員長の申出書のとおり、閉

会中の継続調査とすることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 異議なしと認めます。

よって、総務教育厚生常任委員長の申出書のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。
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◇

◎産業建設常任委員会の閉会中の継続調査について

〇議長（林 豊議員） 追加日程第７、産業建設常任委員会の閉会中の継続調査の件を議題といたします。

お諮りいたします。本件は、お手元に配付いたしました産業建設常任委員長の申出書のとおり、閉会中

の継続調査とすることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 異議なしと認めます。

よって、産業建設常任委員長の申出書のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。

◇

◎広報常任委員会の閉会中の継続調査について

〇議長（林 豊議員） 追加日程第８、広報常任委員会の閉会中の継続調査の件を議題といたします。

お諮りいたします。本件は、お手元に配付いたしました広報常任委員長の申出書のとおり、閉会中の継

続調査とすることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 異議なしと認めます。

よって、広報常任委員長の申出書のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。

◇

◎議会運営委員会の閉会中の継続調査について

〇議長（林 豊議員） 追加日程第９、議会運営委員会の閉会中の継続調査の件を議題といたします。

お諮りいたします。本件は、お手元に配付いたしました議会運営委員長の申出書のとおり、閉会中の継

続調査とすることにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 異議なしと認めます。

よって、議会運営委員長の申出書のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。

◇

◎議決事件の字句及び数字等の整理

〇議長（林 豊議員） ここで、字句等の整理についてお諮りいたします。

会議規則第45条の規定により、会議中の発言に関しまして、不適当あるいは不備な点がございましたら、

議長において整理をさせていただきますが、これにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う人あり〕
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〇議長（林 豊議員） 異議なしと認めます。

よって、そのように処理をさせていただきます。

◇

◎閉会について

〇議長（林 豊議員） お諮りいたします。

本定例会の会議に付議された事件は全て終了いたしました。

よって、会議規則第７条の規定により、本日で閉会いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う人あり〕

〇議長（林 豊議員） 異議なしと認めます。

よって、本定例会は本日で閉会することに決定いたしました。

◇

◎閉会の宣告

〇議長（林 豊議員） これで本日の会議を閉じます。

令和７年第４回皆野町議会定例会を閉会します。

閉会 午後 １時３６分
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